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「さ、真さな愛えさんっ？」

「お帰りなさいませ、一かず大ひろ様」

　これは一体どういう状況なのか？

　文化祭が終わって帰宅したら我が家の鍵が開けられていて、何な故ぜか真愛が三みつ指ゆび突いて待っているなんて。

　しかも、どういう訳だか割かつ烹ぽう着ぎ姿だから雰囲気はドラマか何かに出てくる『昭和のお母さん』だ。こんな格かつ好こう、実の母親でだって見た事がない。

　いや。お母さん呼ばわりするにはさすがに若すぎるか。

「お風呂になさいますか？　それともご夕食を先に？」

「い、いいよ。文化祭の打ち上げで飲み食いしてきたから……」

　典てん型けい的てきな若妻ゼリフに、思わず真面目に応対してしまった。

　これではそれこそ『接せつ待たいで飲んできたから食事はいらないよ』とか言っちゃうサラリーマン亭主みたいだ。

「ではお風呂ですね。少々お待ちくださいませ」

「ちょ、ちょっと待って！」

「あら、わたくしとした事が。まずは先だっての事をお詫わびしなくてはいけませんわね。自分の都合だけを優先し、重要な問題に関して一かず大ひろ様に内ない緒しよにしていた件について謝しや罪ざい申し上げます。どうかご寛かん恕じよのほどを」

　真さな愛えが深ふか々ぶかと頭を下げる。

「い、いや……それはもういいっていうか……。ニセ彼氏が本気になっちゃった件は早少女さおとめや鷹たか奈なからも、ウチの妹からもだいたいの状況は聞いたし……。それよりも、問題は今の事でしょ！」

「どうかおくつろぎくださいませ。そもそもここは一大様のお宅なのですから」

　それはもちろんその通りなのだけど、そこに真愛がいるというのが異常だ。

　人間は、異い常じよう事じ態たいの最中にはくつろげない。

「あら。いけませんわ、わたくしったら。まずは留守のうちに勝手に上がってしまった事をお詫びしなくてはいけませんわね。ごめんなさい」

　あくまで朗ほがらかかつ上品に、真愛は微笑ほほえむ。

「えー……えーと、その……真愛さん？」

「はい？」

「だから、どうして真愛さんがここにいる訳？」

　まだ靴くつさえ脱ぬがずに立ち尽くしたまま、一大は訊たずねる。

「それは自分が鍵を開けたからでございます」

　落ち着いた声が、奥の方から聞こえてきた。

　台所のドアが開き、またまた場違いな人が姿を現す。

　真愛の割かつ烹ぽう着ぎに対して、こちらはメイド姿。

　言うまでもなく天てん弓きゆう院いん家に勤める真愛付きのメイド・壇だんマツリである。

　割烹着姿の美少女と本格派メイドさんのそろい踏み。ますます我が家とは思えない不思議な光景。

「本来は殿との方がたのお相手を務める身とは言え、求められれば穴を攻める姿を披露する事も当然ありえます。そのために鍛え上げたこの絶ぜつ妙みようなるフィンガーテクニックをもってすれば、固く閉ざされた鍵穴をゆるゆるにとろけさせ、緩ゆるませ、くぱぁと開かせるなど容易な事でございます」

　無表情のまま、指をわきわきと動かす。まるでＳＦ映画に登場する節せつ足そく動どう物ぶつ系エイリアンめいた奇妙な仕し草ぐさだった。

「はぁ……」

　思わず頭を抱える。

　妹といいこの人といい、ちゃんとした鍵を取り付けているはずなのに、案外たやすく開けられてしまうのは何な故ぜだろう？

　もっと厳げん重じゆうなものに取り替えるにせよ、自分の一存だけでできる事ではないし、戸締まりを強化したい理由を両親にどう説明したものか。

　まさか妹やメイドさんがピッキングで不法侵入しましたとも言えまい。言ったところで信じてもらえない。

　それに、マツリは疑問の一つを明らかにはしてくれたが、一かず大ひろの問いにちゃんと答えてくれた訳ではない。

　知りたいのは『Ｈｏｗどうやつて』よりも『Ｗｈｙなぜ』なのだから。

「一大様」

　困り果てていると、真さな愛えが声をかけてきた。

「大変ご迷惑かとは思いますが、しばらくの間わたくしをこの家に置いていただきとう存じます」

「え？　ええっ？　確か真愛さん、外出とか制限されてたんじゃ……？」

　早少女さおとめと一大の写真が流出したのがきっかけで志し束づかに叱られ、バイトも辞めさせられたはずだ。

「はい。しかし今日、早少女さんの公演をインターネットで拝見いたしまして、わたくしもこのままではいけないと決意したのです。志束おばさまのいいなりになっていてはいけない。現状を打破するべく行動を起こさなければならないと。壇だんさんにお手伝いしていただき、こっそり家を抜け出した次第です」

「つまり……家出してきたって事？」

「ええ、その通りです。家出と申しますか、自分自身を誘ゆう拐かいしたという方が適切かも知れません。これをもって志束おばさまと交渉しようと考えています」

　きっぱりとした宣言。

　これが『Ｗｈｙ』の答。真愛がここにいる理由だ。

　普通の誘拐犯が身みの代しろ金きんをせしめるように、真愛は己の身柄をポーカーチップにして自由を勝ち取るつもりなのだ。

　敢あえてリスクに挑むその気持ちは立派だ。立派なのだけど──。

　これはかなりとんでもない事態ではないだろうか。

　日頃はさほど意識していないが、彼女はボディガードの同行が当たり前の立派なＶＩＰなのだから。

「そ、それにしても、よく志し束づかさんが外出させてくれたね？」

「志束様は、本日仕事のためにご帰宅なさりません」

　ほっ。

　マツリの一言に、一かず大ひろは僅わずかに胸を撫なで下おろす。

「家出って言っても、一晩だけこっそりって事か」

「それでは意味がありませんわ」

　しかし一大の安あん堵どは、瞬しゆん時じに否定される。

「おばさま不在の今夜を脱出の好機としただけで、わたくしの要求が通るまでは何日でも戻らぬ覚悟です」

　穏やかな、しかし凜りんとした意志で貫かれた声が答える。

「い、いや。だから、交渉して条件を勝ち取ろうっていう考え自体は間違ってないと思うんだけど、もうちょっと穏当に話し合うとかした方がいいんじゃないかな？　隙を見て強引に話を進めるような方法じゃ、お互い意い固こ地じになるだけだと思うし……」

「いえ。今までわたくしはおばさまへの感謝と遠慮から、本格的に事を構えるのを避けてきました。それが積み重なって、今の行き違いへと繫つながったのです。意固地になって互いに譲れぬものをぶつけ合えるのなら、むしろ望むところ」

　しかし真さな愛えの決意は揺るがない。

　一大にだって覚えはある。

　もめ事を起こしたくない一心で問題をズルズル先延ばしにして、結果として本当なら簡単に解決した話がこじれにこじれてどうしようもなくなったりするのだ。

　それはもう、嫌というほどよく分かっている。

　だからこそ一気に解決したい気持ちも充分に理解できるけれど、ラディカルで強引な手段は失敗した時の反動が怖い。

「壇だんさんからも何とか言ってあげてよ。これじゃ志束さんにとっても真愛さんにとっても、いい結果を生まないんじゃないか？　手伝った壇さんだって、クビになっちゃうかも知れないでしょ？」

　真愛本人の気持ちが動かないなら、側面から説得してもらうしかない。

　いろいろとナニな人ではあるが壇マツリは大人で、社会人だ。彼女の中にある一いち縷るの良識に、一大は期待をかける。

「本物の忠誠とは、単に主あるじの命令に従う事ではございません」

　しかし、眉ひとつ動かさずにマツリは答える。

「主あるじたる方の内なる望みを叶かなえるため、主をよりよき人間とするため、敢あえて当面の言いつけに背く事も、また忠義のあり方なのです。真のメイドを支配するのは、単なる給金ではありません」

　言動は奇妙──というより異常だが、メイドとしての職業意識だけは、一かず大ひろが考えたのとは正反対の意味で本物だった。

「唯一メイドの誇りを覆し、屈服させるものがあるとすれば、それは金銭ではなく熱く脈打つ肉棒の剛ごう直ちよくのみでございます」

　ずっ！

　足下が滑って転びそうになる。

　感心しそうになった自分がバカだった。

　やはりこの人はどこまでいっても壇だんマツリだ。

「にくぼう……とは何でございましょうか？」

　きょとんとした表情で真さな愛えが訊たずねた。

「そ、それはその……っ！　真愛さんは特に知る必要のない言葉だから！」

　一大は慌あわてて両手をわたわた振り回してごまかそうとする。

　しかし──。












「今までのわたくしでしたら、それで納得したかも知れません。ですが、既に決心したのです。本当の意味で己の足で立ち、前に進むためには、知らずにいて構わない事柄など存在しないのですから。わたくし自身の生活には縁の薄い俗語のたぐいであっても、現にそれを使っている方がいるのなら、理解しておくべきなのです。今の話によると、壇だんさんにとってお金よりも職業倫理よりも、さらに重要なもののようですし」

「え……え、えーと」

　やっぱりその考えは立派なのだ。

　立派だけれど、この状況でどうしろと言うのだ。

　一かず大ひろとしては、視線を逸そらして言葉を濁すしかない。

　何でもいいから、話題を逸らさなければ。

「そ、そうだ！　ところで、どうして割かつ烹ぽう着ぎなの？」

　取りあえず無難な、しかし確かに気になる質問を思いつく。

「家で殿との方がたをお迎えする時はこれがいいと、壇さんが教えてくださいました」

　袖の端を指先で押さえるような形で、両腕を広げる。

　やっぱり犯人はこの人か。

　まあここは、裸エプロンとか提案しなかっただけマシと思うべきだろう。

　その時。

　ピンポーン。

　チャイムが鳴った。

「カズ！　騒がしいけど何かあったの？　困ってるならあたしが助けて……えっ？」

　一秒も置かずにドアが開き、鷹たか奈なが入ってくる。

　一大自身が、まだ立ち尽くしている状態だ。狭い靴くつ脱ぬぎ場で二人が身体を寄せ合う形になる。

「さ、真さな愛えっ！　あんた何で？　カズが家に上げたの？」

　真愛を指差して、鷹奈が叫ぶ。弾みでＴシャツ越しの胸が背中に当たる。

「オ、オレが入れたんじゃないっ！　帰ったらもういたんだ！」

「実はわたくし、家出をしてきまして。問題が片付くまで、一大様のお宅にご厄介になろうかと」

「そ、そ、それって不意打ちじゃないっ！　そりゃあたしだってこの間抜ぬけ駆がけしちゃったけどさ……！」

「いずれにせよ、早少女さおとめさんのおかげでわたくしたちの真意は一大様の知るところとなりました。以前約束した、三人一緒に謝しや罪ざいして仕切り直すという方針は無意味になってしまいました。でしたら、それぞれ己のやり方で一かず大ひろ様に近づいても構わないでしょう？　現に鷹たか奈なさんも、このように口実を作って訊たずねてきたのですし」

「そ、それは……そうだけど」

　微笑を浮かべたまますらすらと言葉を並べる真さな愛えに、鷹奈は反論できない。

　お隣さんとして物音を心配しただけなら、返事も待たずにいきなりドアを開ける必要はないのだから。

「だ、だったらさ！　真愛、あたしん家ちにおいでよ！　カズは男の一人暮らしなんだし、そこへ女の子が泊まったりしたらいろいろ問題あるし！」

　これには一大もうんうん肯うなずく。

　家出というかセルフ誘ゆう拐かいは容認できないにしても、せめて同性の家の方がいい。

「ですがわたくし、鷹奈さんのご両親とは面識がありませんし。それにわたくし一人ではなく壇だんさんという保護者が一緒なのです。それに一大様が身持ちの堅い紳しん士しである事は、鷹奈さんもご存じでしょう？」

「ウチのパパとママには、あたしがちゃちゃっと紹介するってば！　友達泊めた事とかないけど、多分大丈夫！」

「見たところ同じような造りの家で、鷹奈さんのところは三人家族です。そこへこんな時間に二人も押しかけては迷惑でしょう？　それに比べてこちらは本来四人住まいのお宅に、現状一大様お一人ですから余よ裕ゆうはあるかと存じます」

　焦った早口で繰り出されるツッコミを、真愛はしれっとした態度で受け流す。

　元々鷹奈は考えるより行動というタチだから、口が達者な方ではない。

　一方の真愛は世間知らずだし、『スウィート・ドロップ』ではウェイトレスという立場から一歩も二歩も退ひいているが、大財閥の後継者として育てられている身だ。おとなしいお嬢様という表層の下に本人も自覚していない強きよう靱じんな地金が潜んでいても、何の不思議もないのだ。

「だ、だったら、こういうのはどう？　真愛だけあたしん家に泊まって、メイドの人だけここに残……」

「それはダメだっ！」

　一大の叫びが鷹奈の提案を断ち切った。

「あ、いや、その……」

　口走った直後に、失策に気付く。

　こんな風に強く否定したら、まるで真愛を自宅に泊めたがっているように受け取られはしないだろうか。

　それは新たな修しゆ羅ら場ばの種になる。

「つ、つまりだな。それはそれでいろいろと問題があるって事だ。壇だんさんだって若い女性なんだし……。も、もちろんオレが手を出しそうになるって意味じゃなくてだな！」

　マズい。

　マズいぞ、これは。

　背せ筋すじを冷たい汗が滴り落ちていく。

　言い訳するほど、墓ぼ穴けつが深くなっていくような気がする。

　向こうの方から何かしてくる危険はたっぷり存在するが、さすがにその事をはっきりと口にはできない。

　好きな女の子と一つ屋根の下というのも危険だが、好きでもないけど無駄にエロい女性と一緒というのは別の意味で危ない。

　そう考えて──やっぱり三人は別格だと実感してしまう。

　マツリの正確な年齢は知らないが、高校を卒業してからイギリスでメイド修業したという話だし、普通免許も持っている。多分、二〇歳さいは過ぎているだろう。

　年齢差で『彼女の候補』からは外れてしまうが、それでも美人という事では紛まぎれもないトップクラスの美人。早少女さおとめたちに見劣りする訳ではないし、三人にはない大人の魅力もある。

　それを踏まえてなお、一かず大ひろにとってマツリは『ただ単にエロいだけの美人』だ。

　厳密に言えば『とてつもなくエロい変な美人』。

　普通に知り合いとしての礼儀や節度は守るけれど、特別に大切に感じて気持ちと気持ちで通じ合いたい、他とは違う特別な絆で結ばれたいと願うような対象ではない。

　そんな風に思うのは早少女と真さな愛えと鷹たか奈な、この三人。

　紛れもない『好きな女の子』だけだ。

「そ、そうか。そうだね、うん。メイドさんとカズだけでもマズいよね。特にこのメイドさんはその……何ていうか……うん、やっぱりダメ」

　振り返ると、鷹奈も真っ赤な顔で肯うなずいていた。

　どうやら変な方向に誤解されずに済んだ。

　このリアクションから判断すると、鷹奈は鷹奈でマツリの本性をどこかで知る機会があったのだろう。一大のあずかり知らぬところで鷹奈、真愛、早少女のコンタクトは頻繁に存在していたのだから、あり得ない話ではない。

「鷹奈さんの、友人としてのお心遣いは感謝いたします。ですが、この件はわたくしが一個の人間としてやりたい事、やるべき事を、己の望む通りに貫く第一歩なのです。ですから『一かず大ひろ様の家に泊まりたい』という希望を曲げる訳にはいきません」

　建前で取り繕わず、本心をさらけ出すのはそれだけ固い決意の表れだ。

　もちろんマツリはただ冷静な表情で見守っている。

　ひょっとしたらこの人、単に状況がこんがらがるのを面白がっているだけなんじゃないだろうか。

　そんな疑念さえ一大は抱いてしまう。

「うぐぅ……。そうだっ！」

　追い詰められたかに見えた鷹たか奈なが、いきなりケータイを取り出した。

「お、おいっ？」

　この状況でどこへ電話するというのか。

　まさか警察？

　確かに困るのは事実だし、厳密に考えれば住居不法侵入だ。テコでも動きそうにない真さな愛えを強制排除する手段にはなる。

　しかし騒ぎを大おお事ごとにするのは、一大にとっても本意ではない。

　だが、鷹奈が口にしたのは意外な──見方を変えれば当然至し極ごくな名前だった。

「もしもし、早少女さおとめ！　時間取れる？　大至急カズの家に来て！」





第１話　今夜はここがノルマンディー







　二〇分後、八や木ぎ本もと家の居間に四人の姿があった。

　長方形の座卓を挟んで一方の長辺に一大。反対側には左から鷹奈、早少女、真愛が座布団に座っている。

　ついさっき早少女が到着して以来、四人とも困ったような迷ったような曖昧な笑顔で、お互いの顔をちらっと見ては視線を逸そらすの繰り返し。

「どうぞ。冷たい麦茶でございます」

　お盆を手にしたマツリが現れてそれぞれの前にグラスを置き、そのまま真愛の背後に立って控える。

　いつの間まにか、彼女は八木本家のキッチンを掌握していた。

「……何で早少女を呼んだんだよ？」

　苦笑いのまま、一大は鷹奈に質問した。

「ボクが来たの、迷惑だった？」

　鷹奈本人が答えるよりも早く、早少女がちょっと拗すねた表情で訊たずね返した。

「い、いや。そういう意味じゃないけど……状況がややこしくなった」

　この期ごに及んでは『いい人』として取り繕っていてもあまり意味はない。一かず大ひろとしても、つい本音がこぼれてしまう。

「……だって……あたしひとりだと口じゃ真さな愛えに敵かなわないし……。だったら早少女さおとめも呼んだ方が三すくみで何とかなるかなーって思って……」

　らしくもない小声で、鷹たか奈なが答えた。

　確かにあのままだったら真愛の舌ぜつ鋒ぽうに押し切られてお終しまいだった。それを咄とつ嗟さに均きん衡こう状態にまで持っていったのは、鷹奈ならではの勝負カンと言っていい。決して賢けん明めいな計算ではないが。

「えっと……早少女の方は、仕事とかいいのか？」

「うん。急な事だから簡単な報告だけだったし、今後の方針についての詳しい打ち合わせは後日改めてって事で」

　今日の夕方、九く比ひ戸と高の文化祭で早少女は声優さつきほしみとしてステージを務め上げ、恋人疑惑に決着をつけた。

　即すなわち、つき合っているのは偽ぎ装そうで本当は自分の片思いでしかない事、そしてこれから本当の恋人同士になるため、ライバルと競い合うと宣言したのだ。

　ネットで全国生配信されたこの告白は、概おおむね好意的に受け止められた。

　ただし仕事の面ではそれでめでたしめでたしという訳にもいかないので、文化祭の打ち上げにも参加せず、事務所の社長やマネージャーと一緒に『幻げん葬そうのソワレ』の監督とプロデューサーにあいさつに行ったのである。幸い、当初はさつきほしみ続投に難色を示していた局側のプロデューサーも情勢の変化で態度を一変させ、話は丸く収まった。

　新しく拡大したファン層に対するプロモーションの方針などは日を改めて話し合うという事で、この日は早めに切り上げられた。

　鷹奈が電話した時にはちょうどタクシーで帰宅する途中だったため、そのまま行き先を八や木ぎ本もと家に変更して今に至るという訳だ。

「鈴りん音ねも実家に帰ってもらったし、まずは一段落ってところ？」

「そりゃよかった」

　問題が一個でも片付いているのはありがたい。

　何しろ放っておくと次々に連鎖してややこしさが倍増する。

「あっ。そうだっ！」

　いきなり思いついたフリで──プロとは思えない、わざとらしい態度だった──早少女がポンと手を打ち鳴らす。

「せっかくこうして四人揃そろったんだし、やりそびれていた再スタート、ちゃんとやりなおそうよ。はっきり、本当の気持ちを一かず大ひろに言おう」

「う、うんっ。そうだね。それがいいよ」

「承しよう知ちいたしました。まず、謝しや罪ざいしましょう」

　鷹たか奈なと真さな愛えも納得する。

「ごめんなさい」

「ごめんっ！」

「申し訳ありませんでした」

　三人が一斉に頭を下げる。

「い、いいよ。確かに内ない緒しよにされてるって知った時は腹はらも立ったけど、騙だまされてからかわれてるっていうのはオレの誤解だった訳だしな」

　状況的に被害者なのは確かだ。

　しかし妹に指摘された通り、『ニセ恋人』という言葉に甘えて事実関係の確認を避け、ズルズルと現状を引き延ばしていた点では一大も消極的な共犯と言える。自分にも責任の一いつ端たんがあると思えば、あまりキツい態度には出られない。

　三人が心から反省しているのも、もう分かっているのだし。

「ありがとうございます。では、謝罪が済んだので改めてわたくしから告白を」

「ちょ、ちょっと待って！　どうして真愛からなの？　発案者のボクからっていうのが普通だよね？」

「早少女さおとめさんは既に舞台上で済ませているではありませんか」

「あ、あれはちょっと違うっていうか……。やっぱり本人に直接言うのとは別だもん」

「順番っていう事ならカズと出会った順番にしようよ。あたしが一番って事でさ」

「鷹奈さんの提案でもよろしいですわね。そうするとお二方の後、最後にわたくしの手番が回ってくる事になる訳ですし」

「あっ！　そ、それじゃ今のナシ！　逆にしようっ！　あたしがラストで。武道の団体戦でも最後が一番強い大将なんだし！」

「……最初と最後、どっちが有利なんだろう……。どっちにしても真ん中になると、記憶に残るっていう点では不利だよね……」

　決して殺さつ伐ばつとしている訳ではない。

　穏やかで、むしろ楽しそうにさえ見える。

　しかしこんな些さ細さいな一事であっても、少しでも自分が有利になるチャンスを逃すまいとする水面下の戦い。

　一かず大ひろの目には、オレンジ色の火花が飛び散っているかのように映った。

　女の子って、怖い。

　でも、そこもかわいい。

　そんな風に感じてしまう。声には出さないけれど。

「差し出がましいようですが、自分に提案があります」

　しゅたっ！

　今までずっと無言だったマツリが、機械仕掛けめいた仕し草ぐさで片手を挙げた。

「発言を許します。言ってみなさい」

「はい。失礼ながら、真さな愛えお嬢様を含めお三方とも、肝心の八や木ぎ本もと様のお気持ちを無視しているように見受けられます」

　三人が互いの顔を見合わせ、しゅんと項垂うなだれる。マツリの指摘が正しいのは、誰の目にも明らかだ。

「従って誰の告白から受けたいかというのを、八木本様ご自身に決めていただくのが一番よろしいのではないかと、自分は愚ぐ考こういたします」

　ぴしっ！

　さっきと同じような動作で、今度は一大の顔を指さす。

「そうだね！　一大に決めてもらおう！」

「カズ、誰からにするの？」

「はっきり答えてくださいませ、一大様」

　三人が座卓の対面から、ずいっと身を乗り出す。

　一大はその分、数センチ後ずさってしまう。

「えーと……」

　落ち着け、オレ──一大の思考が高速回転する。

　ここでうっかりな発言をしたら、それが新たな火種になる。

　恋人偽ぎ装そう事件は解決したが、多角関係は顕けん在ざい化かした事でますます厄介になってしまったのだから。

　角が立たないような公平な順番にするか。

　例えば五十音順とか生年月日順とか。

　いや、ダメだ。

　無言のままぶんぶん首を振って、浮かびかけたアイディアを放り出す。

　どんなルールにしても『誰が最初で、誰が最後か』というのを自分が予あらかじめ操作できる形にしたらまずい。

「そ、それじゃ……オレの提案だ！　ジャンケンで決めてくれ」

「何それ？　カズってばこの期ごに及んでふざけてんの？」

「違うよ！　こっちは告白される立場なんだし、オレが何かの基準で決めるより、完全に偶然に任せた方が公平だろ？」

　いきなり半泣きになりそうな鷹たか奈なに、慌あわてて説明する。

「う、うん……。それもそっか……」

「確かに一かず大ひろ様の仰おつしやる通りですわね。承しよう知ちいたしました」

「じゃ、行くよ。最初はグー、ジャンケンポンッ！」

　早少女さおとめが号令をかけ、三人が手を繰り出す。

　全員グー、全員パー、全員チョキ。きれいにあいこが三連続する。

「あいこでしょっ！」

　今度は鷹奈がグーで真さな愛えがパー、そして早少女がチョキというパターンのあいこだった。

　息が合っているのか。それとも三者三様というべきか。

　さらに数回の引き分けを繰り返し、結局一番は早少女、次に鷹奈、最後は真愛という順番が決まった。

「それじゃ、まずボクから」

　短いけれど深い呼吸の後で、早少女がまっすぐに一大を見つめる。頰ほおが微かすかに朱に染まっている。

「ステージでも言ったけど、ボクは本当に一大が好き。最初はニセとして利用しただけだったけど、あの日助けてもらって……。小学校の時の事件以来、男の人って怖くて身勝手だって思ってたけど、一大は違うんだって思って……。今は、本当に心から大好き！　だから両思いになって……つき合いたい！　これがボクの気持ち！」

　決して洗練された言い回しではない。むしろ荒削りでたどたどしい、何度も迷ってつまずく言葉運び。

　だからこそ言葉のプロが技術を駆使したのではなく、一人の女の子が剝むき出だしの気持ちをぶつけてきた事が伝わる。

「あ、ありがとう……」

　戸と惑まどいも覚えた一大だが、それ以上にストレートに感情をぶつけられるのが嬉うれしくもあり、面はゆくもあった。

「な、何だか恥ずかしいな。セリフならどんな言葉でも平気で言えるのに、自分の胸の内をこんな風に口にするのって……変な気持ち」

　早少女が視線を逸そらし、所在なさげに右手と左手の指を絡ませる。

　最初に校舎裏で告白された時の記憶が、一かず大ひろの脳裏にフラッシュバックする。今にして思えばあの時の早少女さおとめは『いかにも地味で純情な女の子』という芝居がかった態度だった。まあ実際に演技だったのだけど。

「それでいい？　じゃ、次はあたしね」

　早少女が数秒沈黙した後、今度は鷹たか奈なが一大を見み据すえる。

　けれど、それはほんの一瞬だけの事で、すぐに早少女よりももっと赤い顔を俯うつむかせて視線を逸そらして言葉だけを吐き出す。

「あ、あのさっ！　あたしもニセ彼氏頼んで……その時はあたし、自分の本心に気付いてなかった。身近に頼れる男が他にいないからって思ってたけど、本当はずっと昔からカズの事が好きだったんだ……と思う。別に何かきっかけがあった訳じゃなくて、近くにいるのが当たり前だから、いつから好きだったのか気付かないくらいで……。でも、今ははっきり言える！　あたしは、一人の女の子としてカズが好き！　大好き！　大好き大好き大好きっ！　終わりっ！」

　早口で一気にまくし立てると、そのまま両手で顔を覆おおう。だけど、むき出しの耳が真っ赤になっていた。隠している手も、ほんのりピンクに染まっている。

　不器用で、早少女よりももっとまっすぐな剝むき出だしの言葉。

　まるで技も何もなしに、ただ両手をぶんぶん振り回して走ってくる子供のケンカみたいな告白だった。

　昔からずっと一緒だった鷹奈の、今まで知らなかった女の子の部分がさらけ出される。

　だけど、もうそれに違和感を覚える事もない。

　鷹奈が女らしくなろうとして迷い、戸と惑まどっていくプロセスもずっと見ていたのだから。

　服装に気を遣い、料理にチャレンジし、乱暴でがさつで大食らいの己を恥じ──そして、その上でありのままの自分自身を受け入れた。

　幼い頃からの記憶が甦よみがえってくる。

　家族ぐるみのキャンプや海水浴のように一緒に過ごした無邪気なイベントもあれば、空手の大会で勇ましく活躍する彼女を一方的に見つめていた事もある。

　ニセ彼氏騒動で一気に花開いたけれど、以前の鷹奈に魅力がなかった訳ではない。

　それは高く跳ぶために必要な助走の期間。球根のうちに秘められた花が、鮮やかに開く時を待つ地中の冬。

「では、最後はわたくしですね」

　真剣そのもの──というよりは、思い詰めていると形容した方がふさわしい表情。真剣な眼まな差ざしを一大へと向け、静かに語り出す。

「最初から職場の先輩として信頼し、尊敬しているのは確かでした。しかし、気がつけばいつしかその気持ちは恋心へと変わっていたのです。わたくしは立場上、気軽に恋を楽しんだりはできません。ですが今までの偽ぎ装そうのように一かず大ひろ様を縛り付ける事のないよう、志し束づかおばさまにも理解いただけるよう、こうしてわたくしの戦いを始めたのです。叶かなう事ならば、一大様にお力添えいただきたく存じます」

　真さな愛えはまた頭を下げる。

　仕し草ぐさ一つからも、さっきの謝しや罪ざいとは異なるニュアンスが伝わってくる。

『スウィート・ドロップ』でバイトの先輩後輩として知り合った。

　上品でおっとりしていて世間知らずで、本物のお嬢様だと知った時には驚きもしたし、納得もした。

　あったばかりの頃に比べて、本質はそのままでも大きな変化を遂げているのがはっきりと理解できた。丁寧で穏やかな中に、何よりも硬く透明で純粋なダイヤモンドの芯が通っている。

　一大は、羽化を目まの当あたりにしていた。

　彼女を変化させたきっかけの一つが自分である事は、不思議でもあるし、同時に誇りにも感じる。

「さて、八や木ぎ本もと様は誰を選ばれますか？」

　淡々と事務的に、マツリが問いかける。

「ボクだよね、一大？」

「あたしでしょ、カズ！」

「どうかわたくしを、一大様」

　また三人が身を乗り出す。

「何たってあたしは幼なじみだもん。子供の頃からずーっと一番長くカズの側そばにいたんだから、あたしとつき合うのが当然だよね？」

「幼なじみっていっても、鷹たか奈なは中学以降はそんな毎日一緒だった訳でもないでしょ？　今一番一大の身近にいるのはクラスメイトのボクで間違いないよ」

「どれだけの時間側にいたかは問題ではありません。これから積み重ねていけばいいのですから。わたくしは生涯一大様と添い遂げる決意を既に固めております」

「そんなの、あたしも同じだもん！　昔、結婚するって約束したんだから！」

「それって結婚って何なのか分かってない子供の頃の話でしょ？　本人だって忘れてたんだし、そういうのは普通ノーカウントだと思うな、ボクは」

「ちょ、ちょっと待てっ！」

　先週喫茶店で見てしまった修しゆ羅ら場ばというか地獄絵図というか、あそこまで険悪なムードではないけれど、ちょっとのきっかけで主導権争いがどんどんエスカレートしていく。

「ごめんっ！」

　今度は一かず大ひろが頭を下げる番だった。

「ごめん……とは、わたくしの事を嫌いなのでしょうか？」

　真さな愛えの顔が、一瞬にして青ざめる。

「そ、そうじゃないよ！　候補っていう言い方は失礼だけど、意識はしてるよ」

　自分自身の気持ちに整理がついていないから、言葉の選び方もどこかもつれ気味になってしまう。

「早少女さおとめや鷹たか奈なには学校でも言ったけど、正直な話『実は本気でした』とか言われると、確かに嬉うれしい。でも、戸と惑まどいの方が大きいっていうか……まだ誰とも決められないっていうのが今のところのオレの正直な気持ち──結論なんだ。身勝手で優柔不断かも知れないけど、今はこうとしか言えない」

　これが、紛まぎれもない本心。

　三人の本気を理解しているからこそ、中途半端な気持ちで誰かを選ぶ事などできない。

　誰でもいいから彼女が欲しいと思っている頃なら、話は簡単だった。

　定員一名、先着順ですんなり決まっていただろう。

　だけど、こういう形で三人が並び立ってしまった以上、一大自身の気持ちはもちろん、選ばれなかった二人も最低限の納得ができるような基準が必要ではないだろうか。

　複数の女の子にモテモテというのは、実際直面すると嬉しいけれど責任重大だ。

　優しさも誠実さも公平さも、どんな状況でも無制限に発揮できる訳ではない。多分、モテを喜ぶ事と真心を尊ぶ人間である事は、両立し難にくいのだ。

　だったら今の自分が不誠実であるという事に、誠実に向き合うしかない。

　矛盾した言い方ではあるが。

「そうだよね。一大の立場としては、それが当然だよね、うん」

「まあ、あたしたちの今までのやり方に問題があった訳だし」

　早少女と鷹奈が肯うなずき合う。

「では、こうして無事に謝しや罪ざいと告白も済み、一大様がお答を出されるまでまだ時間が必要という事がはっきりした訳ですから、鷹奈さんも早少女さんも今日のところはお引き取りください」

　落ち着いた口調で、真愛が丁寧に頭を下げる。

　しかしその内容は提案やお願いというよりも命令だ。

　人の上に立つ事に慣れている人間としての、自然な振る舞い。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　だから何でそうなる訳？」

「そうだよ。一かず大ひろにこれ以上迷惑かけないようにしようよ」

　もちろん鷹たか奈なと早少女さおとめは納得せずに食い下がる。

「ですから、わたくしは自らの自由を勝ち取るため、志し束づかおばさまと対決する事を決めたのです」

　さっきはいなかった早少女に配はい慮りよしたのだろう。真さな愛えは、さっきと同じ説明をもう一度繰り返した。

　即すなわち、この行動が志束と交渉するためのセルフ誘ゆう拐かいである事。マツリは彼女自身の意思で協力してくれている事。とりあえず今夜のところは、志束は帰宅しない事。

「そ、それじゃあさ。一大の家じゃなくて、ボクのマンションにしようよ。前にもみんなでお泊まりした事があるし、セキュリティも行き届いているしね」

「オレもそれがいいと思うよ。志束さんときちんと交渉するってのには賛成だけど、やっぱり男の家に泊まるのはいろいろ問題があるし」

　早少女の提案は合理的で、一大にとってもありがたいものだった。鷹奈の家とは違って女の子だけだから、真愛としても気が楽だろう。

「確かに安全面では一見万全です。しかし、あそこは天てん弓きゆう院いん不動産が扱う物件。志束おばさまがその気になって無理を通せば、容易にわたくしを連れ出せるでしょう。グループとは無関係な一大様の家の方が、わたくしにとっては安心なのです」

　ああ言えばこう言う。

　鷹奈は幼なじみのお隣さんだし、早少女だって一大の部屋まで上がり込んだどころか、一緒にベッドの上でジタバタした事さえある。そこまでの事は知らなくても、夏に妹が来た際に早少女が我が家を訪ねたのは、真愛も知っているだろう。

　八や木ぎ本もと家へ泊まるのは、出遅れた真愛がようやく成功させた上陸作戦なのだ。

　後はここからどれだけ侵攻し、戦線を押し進めていくかの勝負になる。

　家出という強引な手段を使ってまで確保した拠点を、そう簡単に譲るはずがない。

「じゃ……じゃああたしも今夜、カズの家に泊まるっ！」

　鷹奈が立ち上がった。

「お、おいっ、鷹奈！　何でそうなる？」

「真愛だけがカズと一つ屋根の下で寝るなんて……我慢できないもん！　あたしだって、カズと一緒に寝た事はあっても、この家で一晩明かした事はないのに！」

「一緒に寝た？　それ本当なの、一大？」

「説明していただけますか？」

　鷹たか奈なの言葉に、他の二人が色めき立つ。

「ま、待てっ！　落ち着け！」

　一かず大ひろはまた慌あわてて誤解を打ち消さねばならなくなった。

「一緒に寝たって言っても、子供の頃にウチと鷹奈の家族が一緒に旅行とかキャンプしたとか、そういう時の話！　小学生時代とか！」

「しかしそれでも、一緒に寝たという事実は変わりませんね。一緒に寝たのですね」

　この釈明で早少女さおとめと真さな愛えは納得顔なのに、マツリだけがしつこくしつこく混ぜっ返す。

「じゃあ、ボクも泊まる！」

「お、おいっ！　早少女っ？」

　いきなり何を言い出すのか。

「男の一人暮らしに真愛が泊まるのが問題っていうのなら、女の子が沢山の方がいいんじゃないかな？」

「そんな理由があるかーっ！」

　思わず叫んでしまった。

「だいたい早少女、いくら何でもそりゃマズいだろ？　万が一にも、朝にこの家から出てくるところを目撃でもされたら……」

　ストーカーレベルの自称ファンがこの家に近づく危険は既に小さいが、それでも避けられるリスクは避けるに越した事はない。

　反応が好意的になったとは言っても、世間という無形のアメーバは無責任で流動的だ。何がきっかけで流れがひっくりかえるか分かったものではない。

「それこそ鷹奈や真愛と一緒に出れば、スキャンダルとかにはならないでしょ？　この状況でボクだけが引き下がる訳にはいかないもん！」

　本気の、しかも開き直った恋心というのは、かくも強烈で強きよう靱じんなものなのか。

　みんなのキューピッドとしていろんな恋愛を見てきた一大だが、一人の男を女二人で取り合ったり、他人の彼女に他の男性が横よこ恋れん慕ぼしたりという争いとはほぼ無縁だった。

　どのカップルもさほどトラブルなしで、きれいにくっついていたのだ。

　ニセ恋人三連発も面倒だったが、本気が三つ重なるのはもっと深刻でややこしく、慎重に扱わなければならない問題だった。

　恋愛感情の砲火が、一大の頭上で激しく交差し続けている。

「分かった！　分かったから！　泊まっていい！」

「ホント？」

「ありがとうございます」

「ごめんね、無理言っちゃって」

　諦め半分で一かず大ひろが了承すると、三人は顔を輝かせる。

　真さな愛えを諦めさせるのが無理っぽい以上、他の二人だけ帰らせても納得しない。

　それにもう夜も更ふけてきた。いっそ三人ワンセットなら互いに牽けん制せいし合って、三つどもえの均きん衡こうで暴発を食い止める効果も期待できる。

「ハーレムですね。ひゅーひゅー」

「でも、現状でこの家の主あるじはオレなんだから、指示には従ってもらう。いいね？」

　抑揚の乏しい口調で囃はやすマツリを無視して、一大は釘を刺した。

　まず鷹たか奈なは一度家に戻って、両親にちゃんと事情を説明した上で許可をもらう。ついでに自分の寝間着や、早少女さおとめ用にパジャマ代わりになるものを何か持ってくる。

　三人が寝るのは、本来両親が寝室に使っている一階の和室。布団は来客用の予備もあるから充分足りる。さすがにその部屋に四人も寝るといささか手狭なので、マツリだけは居間を使ってもらう。

「承しよう知ちいたしました。自分としても、さすがに真愛お嬢様と同じ部屋というのは恐れ多いので、その方が助かります」

　一大の指示に、マツリは案外素直に納得した。

「一人部屋の方が、気兼ねなくひとりエッチで乱れる事もできますし。もちろんすぐ側そばに他人がいるというシチュエーションも、気付かないよう喘あえぎ声を押し殺したり、逆に激しく乱れるさまを見られたりと、それはそれでいろいろと楽しみ方はありますが」

「……あー、そうですか」

　いろいろと危険なこの人を、他の三人と引き離した方がいいという判断は正しかった。

　真愛だけは意味が分からないようで小首を傾かしげているけれど、早少女と鷹奈はマツリの言葉に頰ほおを染めて目を逸そらしている。

「それと、泊めるのは原則として今夜一泊だけ！」

　変な雰囲気を吹き飛ばすべく、語気を強める。

「明日以降の事は、何とかもっといいやり方を考えよう」

「ですが一大様──」

「これは、真愛さんが何と言ってもダメ」

　言い訳が始まらないうちに、きっぱりシャットアウトする。

「やっぱり男一人暮らしのところに女の子が転がり込んでくるのは、いろいろ問題あるよ。志し束づかさんと交渉するにしても、真愛さん側の失点になりかねない。さっき言った条件に適かなう部屋を探そう」

　真さな愛えの要望に応えるとなると、かなり厳しい条件ではある。

　天てん弓きゆう院いんとは深い利害関係を持たず、安全で、もちろん真愛にとって信頼できる大人がいる場所。普通にホテルなどに泊まるというのは無理だ。九く比ひ戸と市界かい隈わいだと、高級なホテルはほとんどが天弓院グループの経営なのだから。

「夜中、オレは二階にいるからね。よっぽどの緊急事態でもない限り、階段は上がってこない事。絶対にね」

「それはつまり、残念ながら夜よ這ばい禁止という事ですね？」

「だから、はっきり言わないでくださいっ！」

　マツリの発言に、一かず大ひろは思わず叫んでしまう。

　一大だって健康な高校生男子だ。階下に見知った女の子が三人もいるとなると、いろいろ意識もするし興奮もする。彼女たちの相互監視に期待するだけでなく、こっちの自制心だって総動員しなければならない。

　物理的な距離を取るのも、そのために必要な措置だ。

「こ、これは抜ぬけ駆がけ禁止でいいよね？　もしこっそり忍んでいくようだったら、あたし、拳に訴えるかも知れないから……」

　ぽっと頰ほおを染めて、鷹たか奈なが他の二人に念を押す。

「それ言ったら鷹奈が一番有利じゃない！　鷹奈が力尽くで動いたら、ボクたちじゃ止めようがないもん！」

「あ、あああ、ああああ、あたし、そんな事恥ずかしくてできないってば！　こんなんで勢いつかなきゃ、カズの家にお泊まりとかも無理なのにっ！」

　声を上うわ擦ずらせ、わたわたと両手を振り回す。

「鷹奈さんがそう仰おつしやるのなら、ここは信用いたしましょう。では、くれぐれもお互い一大様に迷惑はかけぬよう」

　三人が見つめ合い、互いに肯うなずく。

　どうやらこれで、夜中の平穏は守られそうだ。

「分かった。じゃ、あたし何だかんだ持ってくるね」

　深呼吸で気持ちを落ち着けた後、鷹奈は一いつ端たん自宅に帰り、程なく大きなバッグを抱えて戻ってきた。

「ちゃんとおじさんＯＫしてくれたか？」

　鷹奈の父・鷲しゆう介すけは日頃は温厚な紳しん士しなのだけど、酒が入ると『娘は絶対嫁にやらん。一生オレの側そばに置く』とか言い出す事がある。

　しかも氷ひ魚お滅めつ神しん流りゆうの当主。クマをも倒す鷹たか奈なレベルの強さではないにせよ、素手で自然石割りやビール瓶斬り程度は朝飯前の人だ。

　ちゃんと話を通さないと、こっちの命が危ない。

　というか、通してもかなり危ない。

「大丈夫。パパはちょっとゴネたけど、ママが上う手まく説得してくれたから。あたしは何もいってないんだけど、ママってばあたしの気持ち、前から知ってたみたい」

「まあ、そんなモンかな……」

　愛まな娘むすめの恋心には、女親の方が敏さといのが自然だ。

　ついでに、何だかんだで夫は妻に頭が上がらないというのも。

「じゃ、布団とか適当に用意しといてくれ。オレはその間に風呂に入っておくから」

「お風呂？」

　不意に早少女さおとめが声を上げた。

「風呂っつーか、シャワー程度で手早く済ますよ。オレが先に使って、その後できちんと洗っておくから」

　女の子が使用した後で自分というのは、いろいろ問題がある。

　しかしまだ残ざん暑しよだし、就しゆう寝しん前にきれいにしておきたいのは当たり前。入浴しない訳にはいかない。だったらこのやり方が一番だろう。

「べ、別にボクはそこまで気にしないから、風呂掃除は簡単でいいよ。簡単で！」

「そういう訳にもいかないだろ」

　最初は他人の家の風呂を使うのに抵抗があるのかと思ったが、言ってる内容は正反対だ。しかも、見ると表情も妙に嬉うれしそう。

「簡単でいいんだってば！」

「あ……」

　不意に思い当たって、一かず大ひろは小さく声を漏らした。

　反応して、早少女の方も一瞬口を真一文字に引き締める。

「ご、ごめんね。ちょっと興奮しちゃって。そんな重要な話じゃないから。はは……」

「はは……」

　早少女と一大、二人の虚うつろな笑いがハモった。

「……その……幻滅した？」

「べ、別にそんな事ないからっ！」

　まだあんまり実感はないけれど、早少女の方が自分に惚ほれているのだ。しかもかなり熱烈に。女の子だって、好きな相手に対してちょっとフェチっぽい感情を抱くという事はあるのかも知れない。

　自分が今までぼんやりと夢見て憧れていたもの──男に都合のいいだけの、ただきれいな存在とは違う。

　これが目の前にある本当の恋で、生きている女の子で、星ほし川かわ早少女さおとめという一個の人間の実態──少なくともその一いつ端たんなのだ。

　タケシとミキみたいにつき合って初めて意外な一面を知ってしまう事だってあるし。

「カ、カズのすぐ後はあたしが入るもんね！　夏休みにカズん家ちのお風呂が壊れた時はあたしの家のを使わせたんだから、今度はあたしがここのお風呂使う番だもん！」

「それは何の理屈にもなっていませんわ。わ、わたくしにも、その……、一かず大ひろ様の残り湯に触れる権利はあるはずです」

　一大の発言で安全装置が外れたのか、鷹たか奈なと真さな愛えも名乗りを上げる。

　ただし口調や表情から判断すると、本気の本気というよりは早少女と張り合っているという感じだ。

「じゃ、じゃあさ！　あたしはカズの後じゃなくて一緒に入る！」

「げえええっ！　ま、待てっ！　落ち着け鷹奈っ！」

　鷹奈がいきなりとんでもない事を言い出した。

「ほ、ほらっ！　一人暮らしだから後ろとか洗いづらいでしょ？　だからあたしが背中流してあげる！　もちろん裸じゃなくて水着でさ。何てったって、カズに選んでもらった水着があるもんね。ちょっと待って。取ってくるから！」

　昔の思い出プラスすぐに水着を調達できるというホームの優位。

　自分の手札を最大に活いかす鷹奈の大技だ。

　いささか暴投気味というより、もはや露骨なビーンボールのような気もするが。

「そ、それならば別に鷹奈さんでなくても構わないでしょう！　一大様の背中はわたくしがお流しいたします！」

「真愛はそういうの、してもらう側でしょ？　ボクがやるよ」

　鷹奈に対抗しようとする真愛に対し、早少女は素早く弱点を突いて機先を制した。

「そんな事言ったって、二人は水着持ってないよね？　あたしの貸そうにも、サイズが合わないもんねーだっ！」

　鷹奈が堂々と胸を張って、バストを強調する。

　己の優位にさらに優位を重ねる強烈なワンツーパンチだ。

　早少女と真愛は、それぞれ自分の胸のラインをそっとさすり、小さくため息をついた。

　一大はバツが悪くて視線を逸そらし、それでもついチラ見をしてしまう。

「だ、だったらボクは水着なしでいいもんっ！　下着の上にワイシャツか何かで！」

「わたくしも割かつ烹ぽう着ぎですから、汚れても構わない服です！」

　しかしそれでもなお、鷹たか奈なの猛攻に残りの二人も食い下がり続ける。

「待て待て待て！　ストップ、ストーップ！　みんな落ち着け。正気に返れ！」

　一かず大ひろもつい、強いフレーズを口走ってしまった。

「と、とにかくそんなのはナシ！　オレはちゃんと一人で大丈夫だから！　背中も耳の裏もきちんと洗ってるから！」

　近所迷惑にならない程度に声を上げ、両腕を大きく広げて三人を制止する。

　さっきの『恥ずかしくて夜よ這ばいはできない』とかいう話はどこへ行ったのか。夜這いそのものでなかったら平気だとでもいうのか。

　目の前にライバルがいて、気持ちを隠す必要もないとなると、単に個々人がアピールする以上にエスカレートしてしまうようだ。

「そ、そうだよね。一大はいつも清潔にしてるもんね」

「わたくしとした事が、つい興奮してはしたない事を……」

「でも入る順番はちゃんと決めてよね。そうじゃないと、実力行使とかになっちゃうし」

「えーと……」

　放っておくとまた際限なく激化してしまう。先刻の『告白』と違って、これはどういう順番にしても変な遺恨が残ってしまいそうだ。

　だったら、悩ましいが取るべき方法は一つしかない。

「壇だんさん」

「何でしょうか？」

　仮面じみた真顔が答える。

「あなたにお願いします。オレがシャワー使った後、あなたがバスルームをきちんと清掃した上で、入浴を済ませてください」

「しかし使用人の身分で、真さな愛えお嬢様より先にお風呂を使うなどあまりに恐れ多い事です」

　いつもの無表情な瞳に、ほんの少しだけいたずらっぽい笑みが混じったのを、一大は見逃さなかった。

　やはり状況を、面倒な方へ面倒な方へと誘導するのが好きなのだろう。

「この家にいる間はオレの指示に従ってください。お願いします！」

「承しよう知ちいたしました。つまり濃厚な男のエキスを含んだ滴りの後始末。幅広になっていて先っぽから熱い液体を噴出する硬い物体を、自分の肉体を使って丁寧に清め上げろという事でございますね。その役目、責任をもってお引き受けいたします」

　風呂場やシャワーヘッドを洗うというだけの話を、何でこんな風に表現するのだろうか、この人は。

「お、お風呂掃除ならボクがやるよ！」

「この家は古いから、マンションのバスルームとかと造りが違うんじゃない？　早少女さおとめよりあたしの方が分かってるから！」

「わ、わたくしだって……不慣れですけど、一所懸命頑張ります！」

「だから三人の誰に頼んでも角が立つだろ？　三人を公平に扱うとなると、これしか選択肢がない」

　痛む額に手を当てて、一かず大ひろは説明する。

　マツリに任せるのもいろいろ不安だが、ここは彼女の職業倫理に期待しよう。

　というか期待するしかない。

「で、その後三人がどういう順番で入るかは、またジャンケンでもして決めてくれ」

　言い残すと、一大は寝間着と替えの下着を求めて、逃げるように階段を自室へと駆け上っていった。




「……じゃ、お布団準備しよっか。あたし、場所知ってるから」

「うん。そうしよう」

　一大の姿が消えると、三人は毒気と熱が抜けたような苦笑いの表情になった。鷹たか奈なに先導され、早少女も真さな愛えと一緒に和室に移動する。

　置かれている家具はタンスや本棚だけという、静かで落ち着いた雰囲気の八畳間だ。

　家族が不在で今はほとんど使われていないはずなのに埃ほこりっぽさはなく、清潔に保たれている。一大のマジメで几き帳ちよう面めんな性分が、こんなところにも表れている。

「よいしょっと」

　慣れた様子で鷹奈は押し入れを開け、取り出した敷き布団を広げた。

「ボクも手伝うよ」

「では、わたくしも」

　早少女に続き、真愛も押し入れに手を伸ばした。

　だが大きくて柔らかい上に取っ手も何もない布団というのは、慣れないと案外運びにくい代物だ。

　胸元にのしかかってくるとらえどころのない重量を、早少女は巧みに捌さばいてバランスを取ったが、真愛はそのままぺたんと押しつぶされてしまった。

「きゃっ！」

　幸い、倒れたのが先に敷いていた布団の上だ。

「大丈夫？」

　心配した鷹たか奈なが声をかけた。早少女さおとめは、上に乗っかった布団を持ち上げる。

　物が布団だからぶつけて痛むという事はないだろうけど、倒れた弾みで足首を捻ひねりでもしていたら大変だ。

「ええ……。別に何とも。ありがとうございます」

「真さな愛えはそこで見てて。元々そんな広くもない部屋だし、三人で動き回ってもかえって混乱しちゃうよ。準備はあたしと早少女に任せて」

「で、ですが、わたくしだけが黙って見ているというのも……」

「気にしなくてもいいってば。布団敷くのなんて大した手間じゃないし、ボクと鷹奈だけで充分」

「その大した手間でもない事が、わたくしにはできないのですね……。布団運びひとつさえも……」

　真愛はしゅんと項垂うなだれた。

「自分の分の夜具は、どちらになりますでしょうか？」

　和室の準備が終わる頃、マツリが顔を出した。座卓などを片付け、居間に彼女自身が寝るためのスペースを確保していたのである。

「多分、これ使っちゃっていいと思う」

　まるで自分の家のように取り仕切る鷹奈に、早少女は己の胸が微かすかに焦げるような感覚を覚えた。

　鷹奈は八や木ぎ本もと家を知り尽くし、ごく自然に振る舞っている。

　夏休み、二ふ美みの件でこの家を訪ねた時にも感じた事だけど、こればかりは口先でどんなに張り合っても早少女や真愛が今から巻き返せるものではない。

「おーい。オレ、風呂上がったから。マツリさん、後はお願いしますね。それじゃ、お休みなさい！」

　奥の方からかかった声に続いて、階段を上る早足の音が聞こえた。

　女の子たちの部屋に近づかないようにする、という一かず大ひろなりの節度であり誠意であり、気遣いなのだろう。

「では失礼して、自分が八木本様が全裸になって実行した生理現象処理の後始末をいたします。お三方はもう少々お待ちくださいませ」

　淡々とした口調で不穏な内容を口にすると、マツリは小さく一礼して浴室へと向かった。

「無理に押しかけちゃったから……一大にいろいろ気使わせちゃったね」

　布団の上に腰を下ろし、早少女さおとめは呟つぶやく。

「ま、まあ、あたしもつい勢いで……」

　鷹たか奈なもポリポリと頭を搔かいた。

「ごめんなさい。そもそもはわたくしのせいで……」

　伏し目がちに、真さな愛えは謝しや罪ざいする。

「ですが、今しか機会がないというのも事実なのです。都合や立場に縛られ、振り回されるだけでなく、お二方と対等に、一人の女性として一かず大ひろ様に向き合うために」

　そう言うと、真愛は早少女の手を握った。

「早少女さん、わたくしにその勇気をくれたのは、あなたです」

「えっ？」

「実は壇だんさんに手伝ってもらい、インターネットの掲示板で早少女さんの評価が覆る様を見ていたのです」

　胸に手を当て、真愛は語る。

「もちろん他にもさまざまなきっかけはありました。しかし誹ひ謗ぼうをはね返した一番の力は、早少女さんご自身が以前から積み重ねていた実績と評価でした。ならば同様に、わたくしも己の脚で立ち上がるためには、この身と心に実力と実績を蓄積しなければならない──そう悟ったのです」

「……真愛……」

　目頭が熱くなる。

「掲示板の件だけではありません。あのステージも拝見いたしました」

　真愛は目を閉じ、静かに追想を語り始めた。







　日曜の午後。

　謹慎中の真愛の自室に、マツリはスマートフォンどころかノートパソコンを持ち込んでくれた。

「幸いと言ってはなんですが、志し束づか様は仕事で明日まで帰宅いたしません。掲示板のテキスト程度ならまだしも、星ほし川かわ様の公演ならばある程度大きい画面でなければ充分堪たん能のうはできないかと判断いたしました。くれぐれもお手を触れぬようご注意を」

「ありがとうございます」

　マツリの心遣いに感謝し、机上のパソコンに目を注ぎ、耳を澄ます。

　定刻が訪れ、ユーモラスなクラスメイトによる諸注意説明に続き、早少女がステージに現れる。

　プライベートで早少女さおとめが歌うのを聞いた事はある。演技の仕事を番組の録画で──マツリに操作してもらって、見た事もある。

　けれど、こういう形で改まって歌うのを聞くのは初めてだ。

　たとえ学園祭のステージであっても『さつきほしみ』の名前で行う以上、彼女にとって磨いてきた技術のすべてを注ぐべき仕事のはずだ。

　重い責任だけは背負いながら今はそれを果たすための力を持たない真さな愛えは、早少女の強さに憧れる。

　一曲目は静かな曲調で、ロマンティックな内容。

　真愛はロックやポップスには疎うといが、幼い頃から一流のクラシックや伝統音楽に触れてきたため、耳は肥えている。

　早少女の歌いぶりは丁寧で表現のメリハリは効いているものの、音楽技術的には特に優れたものではない。あくまで芝居が本業で歌はそれほど得意ではないと以前にも言っていたし、これが精一杯なのだろうか。

　しかし、その印象は二曲目で覆された。

　本人が作詞したという『世界に二人きり』に、真愛は震えた。

　真愛自身の内側から沸き上がる感動と、早少女が言葉に込めた想おもいへの共感で、心臓がときめき、張り裂けそうになる。

　恋の喜びも、醜さも、すべて受け入れ、受け止め、競い合う恋こい敵がたきがいる事さえ必要であり必然なのだと説く歌詞は、紛まぎれもなく早少女の気持ちであり、鷹たか奈なの、真愛の気持ちでもあった。

　歌声の裏側からもメッセージがはっきりと伝わってくる。

『鷹奈も、真愛も、どこかでこれを聞いてるんでしょ？　ボクたちはやり直せる。やりなおさなきゃいけないんだ』と。

　溢あふれる涙で、画面がにじんだ。

　それでも、声だけははっきりと聞こえる。

　歌が終わり、早少女の語りが始まった。

『最初はその人の事を好きでも何でもなくて、ただ声優として芸域を広げるため、恋人気分を味わってみたくてニセの彼氏をお願いしただけだったんです』

　真愛の身体が、さらに強く震えた。

　その肩に、マツリの手が優しく添えられる。

『だけど……そうしているうちに本当に好きになっちゃって……。しかもボクの親友二人も同じ人を好きになったのが分かっちゃったんです。それで告白できないまま、ニセの関係が続いている中で今回の騒ぎがおきて、その人にも、ボクの周りにも、一杯迷惑かけちゃう事になりました』

　涙を拭ぬぐい、画面の中の早少女さおとめを凝視する。

　気高く、誇らしげな、迷いを断ち切った笑顔。

『でも、自分の気持ちに正直になる事に決めました！　やっぱりボクはその人が好きなんです！　今までの事を許してもらえるかどうか、そんな事は分からない。だけど好きなのは変わらないし、本当の両思いになりたい！　その人にまっすぐ向き合うし、だから恋こい敵がたきとも全力で戦います！　ライバルにも同じように全力で向かってきてほしい！　仕事を恋の言い訳にもしないし、恋を仕事の言い訳にもしません！』

「お嬢様」

「ええ、分かっています」

　画面の向こうの早少女には届くはずもない。

　それでも真さな愛えははっきりと肯うなずいた。

　これは、宣戦布告だ。

　しかし宣戦布告とは、一方的な攻撃の宣告ではない。

　戦いを挑むから受けて立てというメッセージであり、反撃を受け止める覚悟があるという決意表明でもあるのだ。

　ならば、自分も改めて戦場に向かわなければならない。

　早少女と、鷹たか奈なと、対等に競うために。

　しかし庇ひ護ごと拘束を受けたままではそれも敵かなわない。

「……このままではいけませんわね。壇だんさん、手伝っていただけますか？」

　静かに、しかし決意を込めて立ち上がる。

　もう一分一秒さえ惜しい。

　善は急げというが、自分がこれからしようとしている事は正しき行いではない。

　善悪を超えた──恋だ。







「……それで、こちらへ押しかけた次第。わがままで迷惑なのは百も承しよう知ちです。状況を利用して一かず大ひろ様に近づこうという下心があったのも否定いたしません。その上でなお、わたくしはこの道を選んだのです」

「……そう、なんだ……」

　告白する真さな愛えの手を、早少女さおとめは思わず握った。

「そっか！　やっぱり真愛も、あれを聞いて決心したんだね！」

　鷹たか奈なも手を重ねる。

　変わっていく自分自身への戸と惑まどい。嫉妬や独占欲、恋こい敵がたきへの競争心。彼氏を自慢したい見み栄え。そんなものまで飲み込んで膨れあがる恋の喜び──初めて知った気持ちをまっすぐに歌い上げた曲。

「うん。一かず大ひろにもだけど……鷹奈や真愛にも聞いてほしいって思って、歌詞を書いたんだ」

　届いていた。

　通じていた。

　感じてもらえた。

　表現する者である早少女にとって、それは大きな喜びだった。

「お待たせいたしました」

　その時、マツリが戻ってきた。

「浴室の清掃が完了いたしました。八や木ぎ本もと様の痕跡など毛の一本、汗の一滴、汁の一滴なども残らぬよう、舐なめ取るかのように完璧に。さてそんな有様ではありますが、どなたからお使いになられますか？」

　言わずもがなの事を、わざわざ強調する。

　大急ぎで一仕事終えてきたはずなのに、服装にも表情にもくたびれた様子は少しもない。風呂場を掃除するという作業の直後でありながら、メイド服には一滴分の濡ぬれ跡さえ見受けられなかった。

「ボク、後でもいいよ」

　本人の言う通り、マツリは浴室を完璧に清め上げた事だろう。

　そう考えると、真っ先に入りたいという気持ちは自然と萎なえてしまった。さっきまで張り合っていたのが、急にバカバカしくなってくる。

「んじゃ、悪いけどあたしが先に使わせてもらうよ」

　そう言って立ち上がったのは鷹奈だ。

　手にしているタオルも、彼女が押し入れタンスからストックしている新品を引っ張り出した品だ。もちろん一大の許可というか、指示の上で。

「うん。じゃあ、ボクはその後で」

「では、わたくしが最後ですね」

　早少女と真愛が互いの順番を確認し、浴室へ向かう鷹奈を見送った。





第２話　それぞれお風呂で思う事







　脱衣所で手早く裸になると、鷹たか奈なは浴室の扉を開けた。

　もわっと広がった熱い湯気が、頰ほおに触れる。

「あれ？　お湯……？」

　簡単にシャワーだけで済ますつもりでいたが、バスタブに湯が張られている。マツリが気を遣ったのだろうか。

「じゃ、せっかくだから使わせてもらおっかな？」

　プラスティックの小さな桶おけで汲くんだ湯を身体にかけてから、縁ふちをまたいでまず爪先を触れさせる。温度はやや低め。

　ちょっと温ぬるいかなと思ったが、マツリなりの気遣いだとすぐに気付いた。

　熱い湯が好きな人が、温めで不満を感じる事はあるだろう。しかし逆の場合、苦手な人はそもそも熱いお風呂に入る事すらできない。

　入る順番も不明、鷹奈や早少女さおとめの好みも分からないとなると、温度を低めに設定するのが無難だし、気遣いとしても適切なのだ。埋めて冷ますより、追い炊きする方が無駄もないだろう。

　実際にこれをやったのはマツリだが、多分一かず大ひろも同じように配はい慮りよしたはずだ。

　自分が同じ立場なら、こんな細やかな心配りができただろうか。

「こ、こういうところで劣等感感じてもキリないもんねっ！　あたしはあたしらしく、あたしのできる事、得意な事をしっかりやればいいんだもんっ！」

　ぴしゃんっ！

　湿った頰に気合いの平手を入れてから脚を差し入れ、そして肩まで湯の中に沈める。

「ぷふーっ」

　心地よい熱さに、思わずすぼめた唇から息が吹き出した。乳房が、浮力で上に引っ張られる微妙な感覚。

「カズん家ちのお風呂、かぁ……」

　いろんないきさつで子供の頃に使った事はある。それこそこの夏のトラブルとは逆で、氷ひ魚お家のボイラーが故障して八や木ぎ本もと家の世話になったり。

　それでも、こうして入るのは久しぶりだ。昔の記憶はさすがに薄れている。

「確か、昔は壁がクリーム色だったよね」

　ほんのりピンクがかった柔らかい色は、鷹奈の記憶とは異なるものだ。多分、塗り替えたのだろう。

　追い炊きのスイッチを入れた後、濡ぬれた指先で壁にすっと線を引く。

　両家は祖そ父ふの代──鷹たか奈なと一かず大ひろの父親がそれぞれ子供だった時分に隣り合った分譲地を購入し、前後して建てられたと聞いている。

　結構な築年数が経たっているので、どちらも一度ならずリフォームしている。それに土地の面積は同じだが、いわゆる建て売り住宅とは違って元から造りは同一ではない。例えば、浴室は八や木ぎ本もと家の方がやや小ぶりだ。

「……ずっと一緒のつもりでも、知らない事もズレてる事もあるんだよね」

　湯船の中で二の腕を揉もみほぐしながら、鷹奈は呟つぶやいた。

　同じ時を過ごしていても、何一つ変わらずにそのままという事ではない。

　家だって修理や模様替えをするし、生きている身体は育ち、変化していく。

　今度はお湯の中で、自分の身体のラインをなぞってみる。腕の動きで、水面がゆるやかに上下した。

　武術家である鷹奈にとって、入浴は裸になって己の肉体をメンテナンスし、実感する一時でもあった。筋肉に溜たまった一日分のささやかな疲れが、温ぬるめのお湯へと溶け出して消えていく。

　滑る指先が、バストに触れた。

「……いつの間まにこんなに大きくなっちゃったんだっけ」

　いわゆる女らしさとは縁が薄かった自分も、気付かないうちにしっかり『女』になっている。

「カズも、ずっと見てたんだよね」

　同じ時を過ごしたという事は、鷹奈の身体が女性らしくなっていくプロセスを全部一大に見られていたという事だ。

　まるっきり無防備な寝姿とかを思い出すと、急に恥ずかしくなってくる。

「それでもずっと側そばにいるのが当たり前だったんだから……これからだって一緒にいるのが自然だもんね。結婚したら、もっと身近になるんだし」

　鷹奈の顔が真っ赤になったのは、お湯の熱さのせいばかりではない。

　この家に自分が嫁入りするのか。それとも氷ひ魚お家に一大が婿として同居するのか。どちらでもない新しい家を建てるという手もあるけど、持ち家が二軒もあるのにそれはもったいなさ過ぎる。

　八木本鷹奈。あるいは、氷魚一大。

　頭の中に文字を思い浮かべると、ますます全身が火ほ照てってくる。

　これでは同じように名前と名字を入れ替えて、姓名判断までした桃もも乃のの事を笑えない。

「あ、そっか」

　パチャン！

　名案を閃ひらめいて両手を打ち合わせる。お湯の面おもてに波が立つ。

「名字がどっちかはともかく、せっかく隣り合ってるんだし、大きな一軒に建て替えるって手もあるんだよね！」

　土地の境界線を取り払って新しく大きなマイホームにする。余よ裕ゆうが出で来きた分、庭をうんと広くして、もふもふした感じの白い大型犬飼ったりして、子供が遊んだりして──。

「──って、あたしとカズのこ、こ、子供っ！」

　自分の想像に、自分で勝手に興奮する。

　名前と名字のシャッフルどころの話ではない。

　頭の中でモンタージュみたいに、一かず大ひろの顔と鷹たか奈な自身の顔のパーツをいろいろ組み合わせてみる。男の子にしたり、女の子にしたり。

　庭で我が子に稽けい古こをつけている自分に、エプロン姿の一大がお茶とお菓子を持ってくるようなシーンまで頭に浮かんでしまった。

　決して逆ではない。












　武術が得意で料理が苦手。そんなありのままの自分でいい──そう言ってくれたのは、一かず大ひろなのだから。

「で、でもっ！　結婚するってそーいう事なんだよね。真さな愛えほどシビアな話じゃないけど、あたしだって多分道場継ぐ事になる訳だしさっ！　ウチの流派は別に一子相伝とかじゃないけど、それなりに伝統もある訳だし！」

　顔を半分水面の下まで沈めると、息のせいでぶくぶく泡が立った。

　このままだとのぼせて倒れてしまいそうだ。

　八や木ぎ本もと家の風呂場でそんな事になったら、また一大に迷惑がかかってしまう。

　後もつかえているのだし、ここはさっさと上がってしまった方がいい。

　勢いよくバスタブから飛び出すと、身体の曲面に沿ってお湯の幕が流れ落ちていく。

　洗い場に上がった鷹たか奈なは全身にボディソープを擦こすりつけた後、シャワー用の青いコックを勢いよくひねる。

　吹き出した水の冷たさが、火ほ照てった身体に心地よかった。




「上がったよ～。次入っちゃって」

　鷹奈が和室に戻ってきた。

　ジャージ姿で顔からほんわか湯気を立て、洗い髪はポニーテールに結ばず、自然に下ろされたままだ。

「うん。じゃあボクね」

　入れ替わりに早少女さおとめが浴室に向かった。

　脱衣所で、籐とうで編んだ古めかしいカゴに衣類を入れていく。

「……人の家でお風呂使うのって、ちょっと変な気分」

　浴室というのは本来外の人間が簡単に利用しない、その家族の最もプライベートな空間の一つだ。そこへ踏み込むというのは、以前に一大の自室へ上がった時以上に距離が縮んだという感かん慨がいがある。

　たとえライバルと一緒であってもだ。

「あ、そっか。いつもはこれに一大の服も入ってるんだ」

　裸のまま膝を折り、カゴの中を覗のぞく。

　彼の肌に触れていたものと、自分のものが時を挟んた間接的な形だけど触れ合い、重なり合う──こんな些さ細さいな事でも、嬉うれしさと恥ずかしさがこみ上げてきてしまう。

「えへっ」

　緩ゆるんだ頰ほおに手を当てる。

　扉を開けて浴室に入り、真っ先に感じたのは湯船の大きさだった。

　早少女さおとめが現在住んでいるのはワンルームマンションだから、お風呂はトイレと一体になった小さなユニットバスだ。日頃使うのはもっぱらシャワーだけで、お湯の中にゆっくり身体を浸つからせたり、洗い場を使う機会は少ない。

　もちろん千葉の実家は普通の建て売り住宅だから、ここと同じように独立したバスルームになっている。ただ同じ一戸建てであっても、建築時期も施工プランも異なるようだ。こっちの方が広いし、造りや雰囲気はいろいろ違う。

　例えば洗い場の床にしても、早少女の実家は四角いタイルを隙間なく敷き詰めたスタイルだけど、ここは大小さまざまな楕だ円えん形をちりばめた風になっている。

　さっきの和室やこの浴室。この家という建物。そしてまだ会った事のない両親──八や木ぎ本もと一かず大ひろという人間を育んだもの。

「鷹たか奈な──も、なんだよね」

　彼を形作った材料として、鷹奈が幼なじみであるという事も無視できない。

　さっき話題になった小さい頃のキャンプや旅行の経験だって、今の一大を組み立てている欠かせない部品の一つには違いない。純情なくせに異性に対して気後れせず、親切に振る舞える『慣れ』は、鷹奈や二ふ美みとずっと接してきたからに違いない。

　だから、その事を羨んだり嫉妬したりするのはもうやめよう。

　自分が好きになったのは、紛まぎれもなく『鷹奈と幼なじみである一大』だ。

　そして『今、一大が好き』という一点において、自分より先に出会っていた鷹奈も、後から知り合った真さな愛えも、対等なのだから。

　お湯にちょっと指先を入れると、やや熱め。鷹奈が自分好みに調節したのだろう。

　早少女自身は、コンディションによってシャワーの温度を使い分けている。

　単に身体を洗うだけの時、仕事の疲れを取りたい時、気持ちを引き締めたい時──気分に応じて熱くする事もあればほとんど水に近い冷たさの時もある。

　早少女自身はこの温度でも大丈夫だけど、次に入るのが真愛だ。

　鈴りん音ねも交えて早少女のマンションに泊まった時や、夏に海でホテルの大浴場を使った時に何気なく話していたのを思い起こしてみると、真愛は比較的温ぬるめのお風呂が好みだったはず。

　だったら彼女が難なん儀ぎしないように多少埋めておいた方がいいか。

　そう判断して、バスタブの中に身体を沈めてから、蛇じや口ぐちを細く開いて少しずつ水を足す。

「いつも一大が使っているお風呂……かぁ」

　マツリがきっちり掃除したとは言っても、彼と何かを共有している感覚が胸に温かい。

　折った膝を少し伸ばすと、足の裏が浴よく槽そうの壁面に付く。

「一かず大ひろには、ちょっと小さいかも」

　元々声優専業ではなく子役時代は顔出しの仕事もしていたので、早少女さおとめは役者として身体感覚や空間把握能力は高い。

　それにニセ彼氏の候補としてずっと観察していたし、ストーカーから助けてもらった時や『ツボエグ』向け演技の練習をした時など、間近で触れ合ってもいる。

　だから一大の体格は、かなりはっきりとイメージできる。

　彼の身長、肩幅、胸板の厚さ──想像しながら、自分の肩を抱きしめる。

　さっきのお風呂掃除の件では勢いでつい変な流れになってしまったけれど、好きな人の事は全部感じたい。

　目で見える顔や身体、耳に聞こえる声だけでなく、触れ合った肌の感触や体温、ほのかに漂う体臭。

　もちろん自分の方も、ありったけ感じてもらいたい。

　知識として学ぼうとしていた時には想像もしていなかった気持ち。

「ううん。これってただの気持ちじゃない」

　きれいなだけの言葉で言い表してはいけない。

　頭で理解するというより、胸の内側から強く湧き上がってくるもの。

　これは多分『生きている』という事と直接繫つながっている、あいまいだけど熱い何かだ。

　複雑なカーブを描く胸を、早少女の手のひらがなぞる。

「ふぅ……っ」

　ため息をついて湯船から上がる。

　いろんな事を考えていたら、お湯の温度を下げたのに少しのぼせてしまった。

　プラスティック製のバススツールに腰掛け、鏡の脇に置かれた棚に目を向ける。無香料のボディソープの他、ヘアケア製品が四種類あった。

　男性向けは大人っぽいトニックシャンプーと、さわやかな柑かん橘きつ系けいが並んでいる。おしゃれにも気を遣っている一大としては、父親と同じので間まに合わせるという訳にはいかないのだろう。

　そんな男の子の気持ちを垣かい間ま見みられて、ちょっと頰ほほ笑えましい。

　これも、知り尽くしたい好きな人のディテールの一つ。

　星ほし川かわ家の男女比は一対三で父親が使っているのも男女兼用のものだから、こういうものを目にする機会自体、早少女には珍しいのだ。

　好奇心を刺激されて、柑橘系シャンプーの黒いボトルをプッシュする。ポンプのノズルからはとろりとした半透明の液体が少量流れてきた。

　それを手のひらで受けて、鼻先に近づけてみる。

「ん……」

　原液のままだと強すぎる、つんと鼻を突く──時折一かず大ひろから漂う男の子の香り。

「さすがにこれ、使ったらまずいよね」

　おそろいの匂いをまとうというシチュエーションにはときめくけれど、これはやり過ぎかも知れない。

　一瞬の陶酔から冷めた早少女さおとめは苦笑しつつ、手のひらのシャンプーを洗い流した。

　改めて、二ふ美み用と思おぼしきフローラル系のものを手に取って、丁寧に髪を泡立てる。洗い流してリンス、それからトリートメント。

　今の早少女にとっては、美しさのコンディションを整えるのも仕事のうちだから、ヘアケアやスキンケアはいつも入念に行う。

　けれど、今夜は特別だ。

　二階には上がるなと言われたのはちゃんと守るつもりだけど、同じ屋根の下に好きな人がいて一晩を過ごす。

　特別な夜には、特別な自分でいたい。

　いつもよりきれいな、磨き上げた自分で。




「じゃあ、次は真さな愛えの番ね。終わったら、浴よく槽そうのお湯とか落としちゃって」

　長い髪を濡ぬらした水分を丁寧にタオルに吸わせながら、早少女が戻ってきた。寝間着代わりにしているのは、鷹たか奈なから借りたスウェットの上下だ。

「え？　は、はい。承しよう知ちいたしました」

　促された真愛は、そそくさと廊下を渡って浴室へとたどり着く。

「こ、これは……どうすればよろしいのでしょうか……？」

　服を脱ぬぐところまでは何の問題もない。磨すりガラスのドアを開けて浴室に入った真愛は、しなやかな裸身を湯気にさらしたまま立ち尽くす。

　構造というか、仕組みは頭では理解できる。

　天てん弓きゆう院いんの屋敷にある浴室と本質的には変わりない。しかしあらゆるものが真愛の常識よりもずっとコンパクトにまとめられているため、具体的にどんな風に使うかとなるとちょっと考えてしまう。

　いろいろ観察してみると、浴槽側の壁には小さな制せい御ぎよ盤ばんがあった。

　恐らくは外にあるボイラーを操作、調節するためのものだ。デジタル数字で温度が示されているほか、さまざまな表示のランプが点ともっていた。

「わたくしがこれに触れても、大丈夫なのでしょうか……？」

　普通の電化製品と違って壁に埋め込まれ、家そのものに据すえ付つけられている品だ。しかも毎日必ず使う物。万一にも故障したら大変な迷惑だ。

　それにさっき早少女さおとめは、使い終わったらお湯を落とせと言っていた。きっと最後の順番が回ってきた者の自然な役目なのだろう。だが、それは単に浴よく槽そうの栓を抜くだけでなく、ボイラーの火の始末まで含んでいるはずだ。

　湯気を漂わせる水面に触れてみると幸い温度は真さな愛え好みの温ぬるめになっているので、特に操作パネルに触らなくても大丈夫なはずだけど。

「お嬢様。差し支えなければ、お手伝いいたしましょうか？」

　途方に暮れていると、脱衣所からマツリの声がかかった。

「あ、お願いします」

　何から何まで人に頼ってしまう自分に、羞恥を覚える。さっきだって布団一つまともに運べなかった。

　しかし変に意地を張って一かず大ひろに迷惑をかけては本末転倒だ。素直にマツリの申し出を受け入れよう。先に入浴を済ませた彼女がわざわざ来たのは、自分が慣れない風呂場で困るのを見越しての事だろうから。

「承しよう知ちいたしました。少々お待ちを」

　さらさらと衣きぬ擦ずれの音が聞こえた後、マツリが浴室に入ってくる。

　一糸まとわぬ白い裸身は細すぎずふくよかすぎず、手脚はしなやかに長い。成熟した大人の完璧なプロポーションを備えていた。

　微かすかな劣等感に胸が疼うずく。

『スウィート・ドロップ』で半年ほどアルバイトをしているけれど、自分は世間知らずの箱入り娘のままで異性と関わった経験が乏しい。だからどんな女性に男性が好意を抱くのかをよく知らない。

　それでも、一般に胸は大きい方が好まれるとは聞いている。

　自分だって店では客から私的な交際を求められた事もあるのだから、それなりに魅力的なのだろう。そういえば、あの時も一大が騎士のように助けてくれた。

　だが、こうして目の前に名匠の手になる女性美の具現化のごとき肢し体たいが存在しているのを見ると、湧き上がってくる気後れや敗北感は無視できない。

「お嬢様は一般家庭の浴室には不慣れでしょうから、自分にお任せを。まず、そちらの椅子に腰掛けてくださいませ」

　素直に従ってプラスティックのスツールに腰を下ろすと、マツリは真さな愛えの後ろから肩に温かい湯をかけて洗う。機能というか基本的な構造は自宅の大浴場と同じだが、八や木ぎ本もと家の浴室は二人並ぶにはさすがに狭い。マツリの胸の先が真愛の背に触れる。

　何だか必要以上にぐりぐりぐにゅぐにゅと押しつけられているような感じもするけれど、きっと気のせいだ。

「では、湯船にお浸つかりくださいませ。操作パネルにはお手を触れぬようご注意を」

「はい」

　危なっかしく縁ふちをまたぎ越えて、浴よく槽そうに身体を入れる。屋敷のバスタブは掘り下げ式なので、この形式には不慣れなのだ。

　程よい熱さは心地よいものの、狭くて手足が伸ばせず、何か妙な気分だった。

　早少女さおとめのマンションのはもっと小さいが、あれは身体を沈めるというよりシャワーを受け止めるための器だ。

　分かっている。

　こちらの方が普通の家庭で、自分が生まれ育った環境の方が特別なのだ。

　自分と一かず大ひろは、何もかも違いすぎる。

　それでも──それだからこそ、惹ひかれた。

　まだ見ぬ『最もふさわしい相手』などではなく、今、自分の側そばにいる八木本一大という一人の男性が好きという、この気持ちこそが現実であり真実だ。

　しかし自分が思い人と結ばれる道には、数多くの障害が横たわっている。

「お風呂一つ取っても、難しいものですわね……」

　呟つぶやいて、頰ほおを撫なでる。

「初めてですから、上う手まくいかないのは当然です。狭くてキツキツですが、ちゃんと濡ぬれていますし、そのうち気持ちよくなっていくでしょう」

「いえ。確かに浴槽の小ささには戸と惑まどいましたが、お風呂は心地よいですよ？」

　入浴すれば濡れるのは当然だろうに、マツリの言い方は少々奇妙だった。

　ふと視線を向けた弾みに、ついしげしげと彼女の身体を見つめてしまう。

　いつもは古典的なデザインのメイド服姿だからボディラインは目立たないけれど、こうして一糸まとわぬ姿を目にすると、その美しさに圧倒されてしまう。

「どうしました、お嬢様？　わたくしの身体に何か？」

「い、いえ……別に」

「八木本様の事が気にかかるのでしょう？　ご自分の身体が殿との方がたにとって魅力的かどうかと悩んでしまったのではありませんか？」

　マツリは使用人で真さな愛えとの関わりは長いし、何より人生の先輩だ。隠している内心などあっさり見抜かれてしまった。

「あまり気に病まれる必要はないと。肉体の外見的な美だけで、人は人を好きになる訳ではありません。人格はもちろん、行為に際しての相性というものもございます。例えば、どれほど見た目が好みに一致していても、お互いにＭ同士ではなかなか上う手まくいくものではございません」

「ですが、見た目が美しい方がより望ましいのは事実でしょう？」

　双方がＭサイズでは上手くいかないという話も興味深いけれど、今はそれよりも気がかりな事がある。

　女性美という事に関しては早少女さおとめも鷹たか奈なも、多分真愛よりも上だ。

「そもそも男性一般が何を好むかを気にしても始まりません。世間には貧乳の方を好む男性も存在しますし、そもそもお嬢様が考えるべきは八や木ぎ本もと一かず大ひろ様という一個人の事ではありませんか？」

「あ……そ、それもそうですね」

　やはり経験が不足しているせいで、変な方向に思考が先走ってしまっていた。

　そうだ。自分が向かい合わなければならないのは『男性』や『恋』という言葉でくくれる一般論ではない。

『天てん弓きゆう院いん真愛が思いを寄せている八木本一大』という世界に一人だけの、実際に目の前にいる存在なのだ。

「そろそろお上がりくださいませ。お身体を洗わせていただきます」

「いえ。そのくらいは一人でできますから……」

「ご遠慮なさらず。慣れないうちに無理をして、浴室を破は損そんでもいたしますと、八木本様も大変でしょう」

「それもそうですね。では、お願いいたします」

　言われた通り洗い場に上がる。

　半端なプライドで意地を張るのは愚かな事だ。既に無む理り矢や理り押しかけて泊まるという事で迷惑をかけてしまっているのだし、その上大きな物ぶつ損そんまで与えては申し開きができない。

「どうぞ立ったままで」

　マツリがスツールを隅に寄せた。確かに狭いので、座るよりもその方がいいだろう。

　むにゅっ。

　ぬるりっ。

　さっきよりもさらに奇妙な感触が、背中に伝わる。

「あ、あの……っ？」

「何でしょうか、お嬢様？」

「もしかして……スポンジを使っていないのでしょうか？」

「はい。ここの浴室は狭いので、密着した方が洗いやすいと判断いたしました」

　やはりマツリは己の身体に直接ボディソープを塗って泡立て、それを真さな愛えの背中に擦こすりつけているのだ。

「専門の浴場でしばしば行われる洗い方でございます」

「あん……っ！」

　くすぐったいような歯がゆいような感触に、思わず声が漏れた。

　むにゅりむにゅり。

　マツリの胸が背せ筋すじを何度も上下し、さらには両腕が前に回って腹はらの上で円を描くように動いている。

「あ、あの……もうちょっと……普通の洗い方は……？」

　背後の動きにつられて、ついつい真愛も身をよじってしまう。

「狭いので仕方ないのです。ちなみにこの洗い方を会得しますと、殿との方がたが大変悦よろこびます」

　男女が一緒に入浴するというのはどういうシチュエーションなのだろう。夫婦になれば当たり前の事なのかも知れないが。












　専門の浴場というのもよく分からない。温泉など、一般家庭の浴室では堪たん能のうできない特別な心地よさや効能を提供する店なのだろうか。

　まだまだ自分には知らない事の方が多く、学んでいかなければならない──奇妙なくすぐったさに耐えながら、真さな愛えは決意を新たにした。




「羊が一〇三匹、羊が一〇四匹、羊が一〇五匹……」

　二階の自室。

　夏用の薄い布団を頭から被って、一かず大ひろは必死に羊を数えていた。

　静かな夜だ。どうしても階下の気配や物音は伝わってしまう。話している内容が完全に理解できるほどではないけれど、水の音とか。

　つまり、早少女さおとめや鷹たか奈なや真愛が入浴しているという事実を一大に突きつけてくる。

　そうすると当然、いろんなビジョンが脳裏に浮かんでしまう訳で。

　全裸はさておき、三人それぞれのセミヌードくらいなら見た事もあるし。

　日頃は自制して紳しん士し的に振る舞っている一大でも、こんな状況の中では妄想に囚とらわれそうになってしまう。

　これは運命のいやがらせではなく一〇〇パーセント当事者たちのせいなので、神様に恨み言を吐く訳にもいかない。

　ただでさえ残ざん暑しよで寝苦しいのに、身体まで火ほ照てってくる。

　寝返りを打ったが、寝具の中に籠こもった己の体温はすぐには逃げてくれない。

　一いつ旦たん布団を飛び出し、蛍光灯を点つける。

「いっちに、いっちにっ！」

　自分で号令をかけて、まずは腕を大きく挙げて手足の運動。

　ラジオ体操第一である。

　それでももやもやした気持ちは治まらない。

『溜たまった性欲はスポーツで発散させろ』なんてのはよく聞くフレーズだが、あんなものはデタラメ、信しん憑ぴよう性せいゼロの迷信に決まってる。

　それが事実だというのなら、毎日激しく汗を流し、ヘトヘトになるまで練習している運動部の連中が悶もん々もんとしているはずがないのだ。

　しかし打つ手のない一大はとにかく身体を動かして、少しでもエネルギーを浪費するしかないのである。

　冷たい物でも飲んでクールダウンするにも、階下に下りていかなければいけないし。

「……ふぅ～……」

　うっすらと汗ばむほど動いたけれど、逆に目が冴さえるばかりだ。

　相変わらず足下からは、風呂場の物音が聞こえてくる。しかも水の滴りの中に微かすかな喘あえぎ声みたいのも混じって聞こえるし。

　まずい。

　妄想が幻聴レベルにまで膨らんだのか。

　何とか刺激をシャットアウトしなければ。

　思い立って一かず大ひろはデジタルプレイヤーを取り出し、イヤホンを耳に差し込んだ。比較的静かな曲調のものを選んでリピート再生にして、ボリュームも絞り気味にする。

　これで一階の様子は遮断できる。

　改めて布団に潜ってまぶたを閉じ、羊のカウントを一から再開する。

　明日は代休とはいえ早く眠らなければ。

　彼女たちより早く目覚めないと、また面倒な事が起きるに違いない。誰が起こすか先陣争いになったりとか。

　そんな事を考えていると、ますます目が冴えてしまうのだけど。




「あ、真さな愛え。火ぃちゃんと落としてきた？」

　バスルームから戻ってきた真愛に、鷹たか奈なが声をかけた。布団の上に腹はらばいの姿勢で、両手で頰ほお杖づえを突いている。

「ええ。マツリさんがよろしくしてくださいました」

　返事をしてから真愛は一度振り返り、きちんと膝を折ってしゃがんでからそっとフスマを閉じた。

　マツリにドライヤーを使ってもらったので、長い髪は既にさらさらに乾いている。

「ああ、そっか。ごめんね。気付かなくて。ボイラーも電気式だから、真愛はコントロールパネルに触れないのに」

　謝ったのは早少女さおとめだ。

　こちらは風呂上がりの日課として、やはり布団の上で軽いストレッチ中。髪はいつものツーサイドアップよりも束ねる量を増やして、いわゆるツインテールになっている。眠る際に、髪が傷まないようにするためだ。両脇に逃がすと、自分自身の下敷きになって擦すれてしまうのだ。

「いえ。まずわたくしが自分で気付いて、然しかるべき対処をしなければならない事ですから」

　真愛も自分の床の上に横座りすると、髪を緩ゆるく一本に編み込む。

「ロングだと、そういうのって手間かかりそうなんだよねー」

　呟つぶやいた鷹たか奈なは他の二人とは逆で、就しゆう寝しん時にはポニーテールを結ばない。

「まあ、ボクもたまに面倒になっちゃってそのままで寝ちゃう事もあるけど。夏にホテル泊まった時とかもそうだったし」

「鷹奈さんは、髪を伸ばそうと思った事はありませんの？」

「うん。まあ、子供の頃から動きやすさ優先だったんだよね。その……最近は長い方が女らしいかなーなんて考えないでもないんだけど、カズがあたしはあたしらしいままでいいって言ってくれたからさ」

　少し照れくさそうに、肩にかかる髪の先をくるくると指先に巻き付ける。

「か、一かず大ひろ様がそんな事を……？　つまり胸の大きな方がいいとか……」

　髪を編む真さな愛えの手が、一瞬止まった。

「多分それって鷹奈は鷹奈らしく、真愛は真愛らしくって事だと思うよ」

「そ、そうですか……。それでしたら」

　早少女さおとめがフォローすると、真愛は安あん堵どのため息をついた。

「ボク、前に一大にどんな女の子が好みなのか、いろいろ訊きいてみた事があるんだよね。胸のサイズとか、髪型とか」

「そ、それでっ？」

「どんな返事でしたの？」

　鷹奈がひょいと身を起こしてあぐらをかき、真愛もぐっと身を乗り出す。

「そ、そんなすごい目つきで迫らないでよっ」

　真剣な表情で顔を寄せる二人に、苦笑しながら早少女は手をひらひらと振った。

「髪型とか胸の大きさとか、特に極端なこだわりはないって言ってたよ。人それぞれで魅力的だって。さすがにあんまり歳としが離れてるのはアウトって言ってたけど。だいたい一大がすきな髪型とかファッションとかわかってたら、ボクがその通りにしてたってば」

　くすっ。

　早少女の説明に、鷹奈と真愛の口から揃そろって笑いが漏れた。

「結局そういう性分なんだよねー、カズって。八方美人って言うか、微妙に優柔不断っていうか」

「ですが、どのような相手にでも肯定的な気持ちで接して、美点を見み出いだそうとするのは得がたい人柄だと思いますわ。世間には他人の欠点ばかりをほじり出そうとする人間の方が多いのですから」

　一瞬の間まの後、三人は肯うなずき合う。

　確かにその性格は、紛まぎれもない一かず大ひろの美質だ。

　それに特定のプロポーションやディテールを偏へん愛あいするような傾向がないからこそ、三人全員に平等のチャンスがあるとも言えるのだから。

「ところで話は変わりますが、お二人にお訊たずねしたい事がございます」

「ん？　何？」

「ボクに答えられる事ならいいけど」

「『にくぼう』という言葉の意味はご存じでしょうか？」

「……それって……ええっ！」

「……にく……って、まさかっ！」

　思いがけない質問に、一瞬間まを置いてから反応したのは早少女さおとめ。鷹たか奈なのリアクションはさらに三秒ほど遅れた。

　片方は元引きこもりで、実は腹はらを割って話せる友達があまりいない。もう一方は中学からずっと女子校。

　どちらも普通の用法ではない特殊ワードには、さほど詳しい訳でなかったりする。

「ど、どうしていきなりそんな事訊きくのよ、真さな愛えってば？」

　鷹奈は真っ赤な顔で、無意味に両手を振り回す。

「何やら壇だんさんの大切な物らしいのですけど、具体的にどういう物なのか一大様に訊いても教えていただけなかったのです」

「……えーと……。こう言ったら何だけど。あの人、メイドさんとしては一流なのかも知れないけど言動にちょっと怪しいところがあるから、聞き流すべきところは聞き流した方がいいと思うよ」

　微妙に引きつった笑顔で、早少女がかわそうと試みた。

　マツリの変人ぶりには、夏にホテルで直面している。

「いえ。単なる箱入り娘から脱却するために、わたくしは世間の人々が知っている事を普通に知るべきなのです。現に早少女さんも鷹奈さんも知っている事を、わたくしだけが知らないというのは嫌なのです」

「えーと……。その気持ちは立派だと思うけど……」

「でも、ねえ……」

　早少女と鷹奈は、困り果てて顔を見合わせる。

「一大様も答えてくださらなかったという事は、やはりわたくしが世間知らずのままでも構わないと考えているのでしょうか……」

「ちょっ！　た、多分違うってば！　カズが教えなかったのは、多分違う理由！」

「その……いろいろと言いにくい話なんだよね」

　深刻な真さな愛えの様子に、二人は慌あわててフォローに入る。

「では、教えていただけますね」

「う、うん。分かった」

「仕方ないね」

　あくまで真剣に訊たずねる真愛に二人はまた顔を見合わせ、小さく肯うなずき合った。

「じゃ、じゃあ早少女さおとめが説明してよ！」

「た、鷹たか奈なから話した方がいいんじゃない？」

　しかしこの期ごに及んでお互いに責任を押しつけ合う。

「何か迂う闊かつには口にできないような、重大な秘密なのでしょうか？　それを皆知っているのにわたくしだけが知らないまま……」

「ま、待ってってば！　そういう理由じゃなくて……その、耳を貸して……」

　決意の表情で、早少女は真愛の耳元に唇を寄せた。

「その……男の人の……アレの事」

「アレ、とは？」

「だからさぁ……。その、いわゆるお○んちんの事」

「……まあ……」

　思い切って鷹奈がそのものずばりの単語を発音して、ワンテンポ遅れてから真愛の顔も朱に染まった。

　三人とも、真っ赤っかである。

「た、確かにそれでは、一かず大ひろ様がわたくしに解説するのははばかられますわね……。それにしても、その……男の人ならば誰でも持っているソレに、そのような特殊な呼び方があるなんて……」

「よ、ようするにさぁ。表立って口にできない言葉だから、いろいろとボカした言い方があるって事なんだよね」

「あのメイドさん。会話のちょっとしたスキにエロワード紛まぎれ込ませてくるから、用心した方がいいと思うよ。あの人から聞いた事をそのまま引用しちゃうのは、いろんな意味でマズいんじゃないかな？」

「は、はい……。承しよう知ちいたしました。ご忠告、ありがとうございます」

　鷹奈と早少女のアドバイスに、真愛はもじもじと指先を絡ませる。

　ある意味で親友同士のお泊まり会にふさわしい、他人の耳に入れてはいけないガールズトークだった。

　特に、二階で眠っている人には絶対に聞かれたくない。





第３話　朝の奇襲タイム







　カーテンの向こうから柔らかい光が差し込んでくる。

「……ぅん……っ」

　細くまぶたを開いた早少女さおとめの視界に映ったのは、見慣れぬ天井から吊つるされたシックなデザインの蛍光灯だった。

「あ……そっか……」

　一瞬混乱した後で、八や木ぎ本もと家に泊まっていた事を思い出す。

　ドキドキして眠れなくなるとか想像していたけれど、身体は正直というか、結局普通に眠りに落ちてしまった。

　多分隣に鷹たか奈なと真さな愛えがいるし、一かず大ひろ本人がなるべく顔を合わせないように早めに二階に引っ込んでしまったから、あまりそういう気分にもならなかったのだろう。

　左右を見ると、まるで箱詰めされた人形のようにまっすぐな姿勢の真愛と、布団に抱きついてしまっている鷹奈。どちらもまだ寝息を立てている。

「……一大は、今夜は二階に上がっちゃダメって言ってたんだよね」

　つまりもう夜が明けたからセーフ。うん、問題なし。

　頭の中でつじつまを合わせて、早少女さおとめはそーっとそーっと立ち上がった。

　しかし──。

　ビクンッ！

　またぎ越えようとした瞬間に、鷹たか奈なが反応して目を覚ます。

　とっさに小さくジャンプして飛び越えるが、着地のせいでそれなりに大きな足音が立ってしまった。

「ん。あ、もう朝……？」

　ふわぁと大きく口を開いて、目を擦こする。

　鷹奈の場合、寝ぼけてパンチやキックを繰り出す事があるから、早少女もつい大きく反応してしまったが、取りあえず今日は安全だったようだ。

「おはようございます。あら、早少女さん、どちらへ？」

　足音のショックのせいか、真さな愛えも起き上がった。

「え……えーと……どこへって、普通に顔とか洗おうかなって。二人はまだ寝てたから、起こしちゃ悪いと思ってなるべく足音立てないようにね。はは……」

　しまった──喋った後で、思わず口に手を当てるが、既に飛び出した言葉はブロックできない。

　人間後ろめたい事があるとどうしても口数が増えるし、今は寝起きで頭の回転が万全ではない。つい、しなくてもいい言い訳をしてしまった。

「じゃ、じゃあ洗面所は早少女が先に使っていいよ。うん」

　鷹奈がすっくと立ち上がる。

　既に彼女も早少女と同じ事に気付いている。早少女が顔を洗っている間に、一かず大ひろを起こしに行く気なのだ。

「い、いけませんわ、鷹奈さん。やはりまず身だしなみを整えませんと」

　真愛もそう言うと、編んでいた髪を解ほどき、枕元に置いていたポーチから櫛を取り出して手早く梳すく。

「あ……」

「そっか……」

　早少女と鷹奈が小さく呟つぶやいて、互いに顔を見合わせる。

　真っ先に一大を起こしに行けば、寝起きでまだ整えていない姿を見られる事になってしまう。それは女の子としてあまり嬉うれしくないシチュエーションだ。

　向こうに寝顔を見られるような関係になった後ならともかく。

　空気が、微妙な緊張をはらむ。

「や、やっぱりあたしも先に顔洗おっかな！」

　幼なじみでお隣さん。寝顔を見られるのなんて日常茶飯事だったはずの鷹たか奈なが、いきなり宣言する。やっぱりできるだけきれいな自分を見せたいのだ。

「順番順番！　ボクが先に行くって言ったんだし！」

　優先権を主張しつつ、早少女さおとめは髪の束ねを解ほどいて、いつものアクセを装着する。

「失礼。わたくしも急ぎますので」

　あくまで表面上は礼儀正しい真さな愛えだが、声には一歩も退ひかない決意の響きが込められていた。

　合図もなしに、三人が同時に洗面所へ向かう。

　思惑が一致した──ちゃんと顔を洗って髪をとかして、その上で一かず大ひろを起こす。

　これが最適解だ。

　全員が同じ選択をしたから、当然先を競うチェイスが始まってしまうのであった。




　どた、ばた。

「……ん……」

　物音が、閉じていたまぶたを僅わずかにこじ開ける。

　耳に違和感を覚えてイヤホンを引き抜く。プレイヤーはバッテリー切れで止まっていた。

「やばっ！」

　昨夜の事を思い出し、一大は布団をはね除のけて飛び上がった。

　大急ぎでパジャマを脱ぬぎ、着替えようとした時──。

「カズはあたしが起こすんだってば！　幼なじみだもん！」

「いえ。わたくしこそ！」

「ボクがやるよ！」

　先を争って階段を上ってきた三人がドアを開けた。

　どさささささっ！

　そのままもみ合って、部屋の中へ倒れ込んで重なる。

　一番下が頑丈な鷹奈で、華きや奢しやな真愛が上になったのはせめてもの幸運か。

「わっ！」

　一大は叫ぶ。

　今まさにパンツ一丁という、考え得うる最悪のタイミングだ。

「きゃっ！」

　倒れたままの三人の声がハモった。

　一応全員両手で顔を覆おおっているけれど、指と指の間かん隔かくは結構広い。

「オレ、もう起きてるから！」

　慌あわてて引き寄せたタオルケットで身体を隠す。

　ポーズだけだったら、まるでセクシーグラビアにありそうな『半裸にシーツを巻き付けるの図』である。露出度そのものは水着と変わらないけれど、本来見せるものではない下着姿だとやっぱり恥ずかしい。

　このあたりの感覚は男女とも同じなのかと、改めて実感する。

　一呼吸ついて観察すると、完全寝起きの一かず大ひろとは違って三人ともちゃんと顔を洗って髪も整えていた。激しく先を競いながらもきれいな姿以外は見せたくないという、女の子の気合いがひしひしと伝わってくる。

「で、では、お召し替えをお手伝いいたします！　タンスには電気が通っていませんから、わたくしが触れても大丈夫ですわよね？」

　立ち上がって真さな愛えが申し出る。昨日と同じ割かつ烹ぽう着ぎ姿だ。

「真愛は引っ込んでて、あたしに任せて！　カズの部屋なら何度も入って知ってるもん！　今日着たい服とかも想像つくし」

「ちょ、ちょっと待って。二人とも！　一大が困ってるでしょ？　ここはおとなしく引き下がろうよ。ね？」

「早少女さおとめさん……妙に物わかりがいいですわね？　もう夜じゃないから二階に上がってもセーフと、そういう事を最初に思いついたのはあなたですのに」

「ははぁん。あたしたちが押したから、逆に一歩退ひいてカズの好感度をアップさせるって作戦ね？」

「べ、別にっ！　一大が本当に困ってるんだから、そうした方がいいって素直に思っただけだもんっ！」

　うろたえる顔に、見えない文字で『図星』と書かれていた。

「と、とにかく。早少女の言う通り一人でできるから！　頼むから出てってくれ！」

　たとえ下心であっても、今の発言はありがたい。このまま居座られていたら身動きがとれない。

　一大が懇願すると、早少女に引っ張られて不承不承真愛と鷹たか奈なも部屋を出て行く。

　ほっと胸を撫なで下おろし、一大はいそいそとＴシャツとジーンズに着替えた。

　休日で自宅なのだから、いつもならもっとラフな部屋着でゴロゴロするのだけど、さすがに女の子が三人──加えてマツリまでいるとなると、最低限ちゃんとした格かつ好こうをしないとまずい。

　時計を見ると、まだ朝の六時だった。

　ぴしゃんと顔を叩たたいて気持ちを引き締めると、一階へと下りていく。四人は、居間で待っていた。

「おはようございます、一かず大ひろ様」

「おはよう、一大」

「おはよ、カズ」

「朝立ちの具合はいかがでしたか？」

　一人だけあいさつではない事を口にした。

　それぞれ頑張って整えてはいるけれど寝起き間まもない乱れが残っている早少女さおとめたちとは違って、マツリだけは例によって完璧なメイドスタイル。このままの状態で二四時間休みなく働き続けていると言われても信じてしまいそうだ。

「えっと、おはよう」

　朝の我が家に女の子──それも自分に好意を持っている恋こい敵がたき同士──が三人も揃そろっているという異い常じよう事じ態たいだ。

　このところの騒動でかなりトラブル慣れした一大でも、どういう距離感で接したらいいのか分からない。

「あ、そうだ。朝メシ、どうする？　簡単なものしかできないけど」

　こういう時は黙っているより、何でもいいから具体的な話をする方が楽だ。鷹たか奈なは隣の実家に戻って食べるという手もあるが、ここは三人を公平に扱うのが得策だろう。

「あ、だったらボクが作るよ。お邪魔しちゃったから、少しは恩返ししないとね」

「あたしに任せてよ。ここの台所とか、カズの食べ物の好みとか、一番知ってるのはあたしだからさ」

「まず一大様にご迷惑をおかけしたのはわたくしなのですから、恩返しというのならわたくしが行うのが筋というものです」

　三人が一斉に立ち上がり、ダイニングキッチンへと向かう。

　しまった。

　どうしてこのシチュエーションを想定しなかったのか。

　さっき予兆を目にしたばかりなのに。

　三人は隙あらば一大に接触しよう、いいところを見せようと狙っているのだ。

「ちょ、ちょっと待って！」

　制止してももう遅い。

　キッチンになだれ込んだ鷹たか奈なは戸棚を開いてパックのご飯やフリーズドライのスープを取り出し、早少女さおとめは冷蔵庫を開いてストックしてある野菜や卵を探り当てる。

「せっかく好きな人にご馳ち走そうするんだから、手作りがいいに決まってるよね？」

「無理に背伸びして、失敗したら元も子もないじゃない？　時間もないんだし、あたしは自分に出で来きる事をやるだけだもん」

　しかし鷹奈よりも早く、早少女がガスコンロを二口とも独占した。片方でフライパンを熱し、もう一方には両手鍋をセットしてお湯を沸かす。

「あー、ずるいっ！　あたしにも一個譲ってよ！」

「ちゃんとした料理作るんだから、両方必要だもん」

　不満の声を上げる鷹奈を振り返って勝ち誇るように笑い、早少女はキャベツを刻む。

「あ、あの……」

　真さな愛え一人が完全に出遅れた形になり、おろおろと視線をさまよわせている。

　こういう庶民の家に立ち入るのもほぼ初めてだろうし、『スウィート・ドロップ』でもキッチン業務には携わらない。

「ふ、ふんっ！　おかずは早少女が作るとしても、ご飯は今から炊いても間まに合わないし、そっちはあたしの担当だもんね」

　鷹奈がパックライスを温めようとしたその時──。

「そ、そのくらいなら、わたくしも一応使い方は分かります」

　強引に割り込んだ真愛が、電子レンジの扉を開けた。

　ぽんっ！

「きゃっ！」

　情けなくも軽やかな音と共に、レンジから白い煙が上がる。

　触ると電化製品が壊れるという、真愛の謎体質が発動したのだ。

「真愛さんも、鷹奈も退どいて！」

　二人を押しのけ、一かず大ひろはレンジのプラグをコンセントから引き抜いた。

「も、申し訳ありません！　昨夜のお風呂は自制したのですけれど、今はつい焦ってしまって……」

「危ないから真愛さんは下がってて」

「……はい……」

　しおれたような真愛を横目に、レンジの具合を確かめる。どこかがショートしたのか、もう発煙は止まっていた。

「これじゃご飯温められないじゃない。どうすんのよ？」

「まだパック開封してないんだろ？　だったら元のところにしまっておいてくれ。別におかずだけでもいいし」

　パックライスはお湯で温める事も出で来きるが、時間がかかりすぎる。五人分となればなおさらだ。今はコンロが二口とも塞がっているし。ご飯のために氷ひ魚お家のキッチンを借りるというのも、ちょっとやり過ぎのような気もするし。

「はい。こっちはできたよ」

「じゃ、じゃあお皿はあたしが出すもんね！」

　早少女さおとめが声をかけると、鷹たか奈なは張り合って戸棚から出した皿やお椀わんを並べる。このあたりはいわば勝手知ったる他人の家という感じだ。

「おい。これ、四人分しかないぞ？」

「え？　あ、そっか。メイドの人もいたんだっけ」

　慌あわてて鷹奈はもうひと組の食器を出す。ダイニングキッチンのテーブルは四角形。長辺の一つに二人分がセットされた形だ。

「じゃ、じゃあさ！　カズはあたしの隣に座って！」

　鷹奈はすかさずそこに陣取って、隣の椅子の座面をぽんぽんと叩たたいた。

「あーっ、ずるいよ。鷹奈！　勝手に席決めて！」

「そうです。一かず大ひろ様が誰の隣に座りたいか、ご本人の意思が何よりも尊重されるべきです。どうなさいますか、一大様？」

　また追い詰められた。

　こんな事になるのなら、マツリの存在には気付かない方がよかったのかも。

「え、えーと……。オレがここに座るから、例えば真さな愛えさんと壇だんさんが隣に並ぶとかって、ダメかな？」

「ダメ、一大！」

「ダメです、一大様！」

「ダメだってば、カズ！」

　即座に三人の反論が返ってくる。

　一大の意思が尊重されるという話はどこへ行ったのか。

「自分の事ならばお気になさらず。主人と一緒に食事を取るというのは、メイドの作法から外れておりますし」

　いつの間まにか、そのマツリが立っていた。

「そ、そう？　じゃあまず四人で食卓囲むって事でいいよな？」

　短辺の一つに腰を下ろすと、早少女が左手に真愛が向かいに座る。こうなると隣と正面、ポジションとしては一長一短だから特にもめたりはしない。

「じゃあ、ボクの手料理を……あっ！」

　焼いたベーコンとオムレツ、それにキャベツのスープを取り分けて、早少女さおとめが小さく声を上げた。

　明らかに少ない。

　日頃自炊していても単純に一人分を四倍すればいいという訳ではないから、分量を見誤ったのだろう。特にオムレツは大きくなるときちんと火を通すのが難しくなるため、ところどころ焦げたりしている。

　おまけに主食もない。朝食としてはかなり物足りないボリュームだ。

「ご、ごめんね……」

「わたくしが電子レンジを故障させてしまったばかりに……」

　早少女と真さな愛えがうつむいた。結果的に食器を並べただけの鷹たか奈なも、バツが悪そうに苦笑している。

「数分、お待ちいただけますか？　こちらにある品物を使わせていただきます」

　不意に、マツリが申し出てきた。

「え？　でも……」

　もともと一人暮らしで食材のストックも限られている上に、病気で外出できなかったからここ数日買い物もしていない。それも早少女がほとんど使ってしまったし、もう大した物は残っていないはずだ。

「大丈夫。今から追加のおかずを用意いたします。もちろんこの場合のおかずとは、自じ慰いに用いるものではありませんので、この場でいきなり下半身を露出して待機などなさらぬようご注意のほどを」

　ぶっ！

　いつものように強引にエロに結びつける話運びに、一かず大ひろは思わず吹き出した。

　不自然な言葉遣いに早少女と鷹奈も恥ずかしそうなのはもちろん、二人から目め配くばせを受けた真愛も微妙な表情を浮かべている。

　しかしマツリはそんなリアクションを気に留めたりはしない。

　あくまで冷静な態度で戸棚や冷蔵庫の中、さらに隅に置いてある袋を確かめる。風邪で寝込んでいる間に、鷹奈やクラスメイトが持ってきてくれた見舞いの品だ。また生鮮食料品はさすがに残り少ないが、冷凍庫には長期保存用のちょっとした材料がいくらか残っている。

　冷蔵庫に残っていたソーセージをぶつ切りにして、冷食のミックスベジタブルと一緒にスープ煮に仕立てる。

　別の鍋に温めた牛乳にチーズ風味のシリアルバーを割り入れ、煮に崩くずれる前に火を止め、少量の塩とコショウを加える。もちろんスプーンで一匙さじすくって、きちんと味見するのも忘れない。

「お待たせいたしました。どうぞ」

　追加の料理と、レンゲが配られる。昨夜のうちにチェックでもしていたのか、食器のありかも完璧に把握しているらしい。

「う、うん。いただきます」

　一かず大ひろは恐る恐る、奇妙な『シリアルバーのミルク煮』をスプーンですくって口に運ぶ。

「美う味まい！」

　思わず声が漏れた。

　最初はゲテ物かと思ったけれど、リゾットのようなオートミールのような、洋風のおかゆっぽい一品に仕上がっている。

　おかずの方もあり合わせの材料を使っての即興なのに絶ぜつ妙みような味付け。スープ煮に仕立てたのは、調理時間を短縮しつつ他のもののボリューム不足を補うため。

　自分や早少女さおとめはもちろん、専業主婦である母と比べてもレベルが違う。

「何これ？　すごい！」

「……負けたわ」

「……これほどとは……」

　鷹たか奈なや早少女も感動しているし、舌の肥えている真さな愛えも驚いて目を丸くしている。

　考えてみれば、天てん弓きゆう院いんの屋敷では専門のコックがいるから、マツリの手料理を口にする機会などなかったという事か。

「料理は本来の業務ではありませんが、メイドのたしなみとして一通りの技術は身につけております」

　誇る様子もなく、淡々とマツリは告げる。

　皆が食べ終わると、食器の後片付けもマツリが一人でやってしまった。ごく自然に、こちらが何かをしようと思う暇いとまさえ与えずに処理してしまったのだ。食器を手早く洗い、本来あるべき場所へきちんと仕し舞まう。

　初めて訪れた他人の家とは思えない手際の良さだった。

「鷹奈、お前そろそろ学校に行く時間だろ？　それに、真愛さんも。早少女とオレは代休だからいいけど」

　マツリの仕事ぶりに見とれているうちに、時計の針が進んでいる事に一大は気付いた。

「わたくし、今日は学校をサボる事にいたします」

「えっ？」

　真さな愛えの口から飛び出したのは、彼女らしくない意外な言葉だった。

「せっかく家出したのに学校に行ってはおばさまに連れ戻されてしまいますもの。こういうのって初めてですけど、何だかドキドキしますね」

『これはここにいる皆の秘密』とでも言いたいのか、しなやかな人差し指を唇の前に立てて小首を傾かしげる。

　無邪気そうな、何か企たくらんでいそうな、複雑な陰影を持った笑顔。

　既に同意済みなのだろう。マツリも無表情のまま肯うなずく。それだけ真愛の決意が固いとなると、一かず大ひろとしても半端な常識論で反対するのは難しい。

「じゃああたしも……って訳にはいかないか。これでも特待生だし、大会も近いし、ズル休みとか出で来きないもん。あたしが戻ってくるまで、抜ぬけ駆がけとかしないでよ！」

　軽く一発、空中にジャブを放つ。

　シュン！

　空気を切り裂く鋭い音を残し、鷹たか奈なは足早に去って行った。

　残された真愛と早少女さおとめが、微妙な表情で互いを見る。

「あ、あの！　一大様。ホウキや雑巾の類たぐいを貸していただけませんか？　朝食の準備では働くどころかご迷惑をおかけしてしまいましたが、機械を使わない掃除ならば、わたくしもお役に立てます」

「それならボクがやるよ。真愛と違って、一人暮らしで慣れてるもんね」

　真愛を押しのけるようにして早少女が前に出る。

　鷹奈の警告は無駄だったようで、競争がスタートする。

「いえ。やはりわたくしが！」

「ボクに任せてってば！」

「えーと……」

　返答に困る。

　閉店後の清掃などは、確かに真愛もやっている。しかし喫茶店のフロアをモップで磨くのと一般家庭の掃除では全然勝手が違う。うっかり家のあちこちにある電化製品に触れでもしたら、またトラブルが起きてしまうし。

　その意味では早少女の方がまだしも頼りになるのだろうけど、やっぱりここで頼んだりしたら不公平になってしまうのではないだろうか。

　要するに今朝から続いているのは『家庭的な女の子』のアピール合戦なのだから。

「八や木ぎ本もと様」

　そこへ、マツリが割って入った。

「洗濯物は、庭に干してよろしいのでしょうか？」

「え？」

　洗濯機が回る音に、今さら気付く。

「か、一かず大ひろの洗濯物っ？　あ……そ、その、別に変な意味じゃないよ。風邪で寝込んでたんだから溜たまっているはずなのに、ボク、気が利かなかったなぁって、反省してるだけだから！　ホント！」

　一瞬笑顔になった後で、早少女さおとめが慌あわてて言い訳する。

「……残念ですわ。洗濯機となると、わたくしは手出しが敵かないませんもの……」

　真さな愛えはハンカチの端を嚙かんで悔しがる。

「えーと、マツリさん？　勝手に洗濯しちゃったの？」

「ええ。濃厚な牡おすの匂いがたっぷりと染み込んでおりましたので、勿もつ体たいないとは思いましたが」

　この家では脱衣所兼洗面所と洗濯機のある洗い場は別室になっているので、早少女たちに風呂を使わせる際も気にしていなかったが、洗濯物は溜めっぱなしになっていた。












　マツリ一人が、それを目ざとく発見したのだ。

　母親はともかく、自分の下着を赤の他人に洗われるというのはかなり恥ずかしい。それが妙齢の美人ならなおさらだ。たとえ性格に難ありなエロエロメイドであっても。

　それでも、真さな愛えや早少女さおとめに見つかるよりはまだマシと考えるべきなのか。

「えっと……後でオレの部屋に干すから、後は手を出さないで」

　狭い裏庭というか縁えん側がわに物干し台があるけれど、それを使うと我がパンツが早少女たちの目に触れる事になってしまう。

　既に家に上がり込まれた以上、私室だけは絶対の聖域として死守するしかない。

　今朝、侵略されそうになったけれど。

「そうですか。残念ながら承しよう知ちいたしました。では、屋内の清掃に移らせていただきます」

　そう口にした途端、まるで手品のようにマツリの手の中にハタキが出現した。もちろん、一かず大ひろが普段使っている八や木ぎ本もと家の物だ。

「お嬢様も星ほし川かわ様も、そして八木本様もどうかお休みになっていてください。家事は、全て自分が担当いたしますので」

　丁寧だが、反論を許さないきっぱりした宣言。

　仕方がないので、一大たち三人は居間へと移った。何をするでもなく、ただぼんやりと座り込む。

「……わたくし、本当に一人では何もできませんのね……。簡単な料理一つさえ……」

　気まずい沈黙を破ったのは、真愛の呟つぶやきだった。

「ボクも、そんなに自慢できないよ。自分一人分の家事をどうにかこなしてるだけって分かっちゃった。ボクたち全員、思ったより女子力低いんだね」

　早少女もぼやく。

　多分、この場に鷹たか奈ながいても同様の感想を口にしただろう。

　何な故ぜか機械が壊れる真愛は別格としても、鷹奈だって家事能力に褒められる点はゼロなのだ。まあ、最近は頑張って努力しているのは事実だけど。

「ね？　一大はその……女の子は家事とかちゃんとこなせる家庭的な娘こがいいのかな？」

「どうなんです、一大様」

　ずいっ。

　二人が身を乗り出して訊たずねる。

「い、いや、その……そりゃ出で来きるに越した事はないと思うけど……」

　男としての、率直な感想が口からこぼれる。

「つまりわたくしたちよりも壇だんさんの方が？」

「そ、そうじゃないってば！　あくまで出で来きないよりは出来る方がいいって程度の話で、それを基準に選ぶ訳じゃないからっ！　一通りの事は自分で出来るし、男は仕事で女は家庭とか、そういうこだわりとかないし！」

　話が変な方に転がりそうだったので、慌あわてて軌道修正する。

　確かに現時点では、誰を彼女にするか迷っている。

　三人の気持ちに真剣に向き合おうとすればするほど、安易な気持ちで選んでいいのかと考えてしまい、どうやって結論を出せばいいのか悩んでしまう。

　しかしあくまで気にかかっているのは早少女さおとめ、鷹たか奈な、真さな愛えの三人だけ。マツリをそういう対象だと考えた事がないのは、昨日もはっきり自覚した。

「別に何もかも自分一人で出来る必要はないんだよな。苦手な事、無理な事は誰かに頼ったっていいんだからさ」

　ほっ。

　一かず大ひろの言葉に、真愛と早少女が胸を撫なで下おろす。

「そうですわよね。優れた技術の持ち主に然しかるべき報酬を払って雇用するのも、いわば持てる者の義務の一つですし。天てん弓きゆう院いんの家に入っていただいた後は、一大様が家事をする必要などはありませんわよね。もちろんご本人が趣味として楽しみたいというのなら、それを止めたりはしませんけど」

「ボ、ボクだって結婚しても当然仕事は続けていくけど、別に一大に家庭を守ってもらおうとか考えてないし？　一大は一大で好きな仕事をして、家事も育児も夫婦で分担するのがいいよね？」

「ちょ、ちょっと待て！」

　高校生でつき合うつき合わないという話なのに、何でいきなり結婚とか子育てなんてレベルにまでメーターの針が振り切れてしまうのか。

　しかし一大の戸と惑まどいには構わず、真愛はさらに話を続ける。

「わたくしの場合、我が子には幼い頃から天弓院の後継者としての資質を育て、自覚を育むようにする必要があります。ですが教育を人任せにする事なく、親として充分な愛情を注ぐつもりですわ。わたくしの両親がそうしたように」

　気付く──というか、思い出す。

　真愛は立場が立場だ。

　恋だって気軽に楽しめる訳ではない。

　現に志し束づかから見合いや婚約相手の選定を迫られているように、彼女にとっては結婚というのは遠い将来の話ではない。

　早少女さおとめだって既に働いている社会人。

　そういえば鷹たか奈なも抜ぬけ駆がけ告白をした時に『自分は道場を継ぐけれど、一かず大ひろが武道を極める必要はない。事務方を担当してもいいし、全然関係ない仕事に就いても構わない』なんて話をしていた。

　一般論として女子の方が精神年齢が高いとか、実は将来の設計までしっかり考えてるなんて話も聞くけれど、やっぱりこの三人は特別だ。

　そんな彼女たちが自分に好意を寄せているという事実に、どうしても戸と惑まどってしまう。

「悪い。昨日も言ったけど、オレはまだ迷ってるところだからさ。落ち着いて考えたい」

「そうだね。こんな風に強引に迫っても、一大が困るだけだもんね」

　一〇〇パーセント純粋な優しさではない。

　多分、戦略的な駆け引きコミでの発言だ。

　今朝鷹奈が指摘した通り、他の二人が『押す』タイプだから、早少女は要所要所で『退ひく』作戦を選択している。

　それをズルいとは思わない。

　一大自身、彼女欲しさに本心を隠して立ち回っていたのだし、人間が本気で何かを成し遂げたり手に入れようと願ったりする時に、搦からめ手てから攻める要素が紛まぎれ込むのは自然な事だと、今は理解している。

「申し訳ありません。つい、先走ってしまって……。ですが、わたくしはそこまで考えた上で一大様とお付き合いしたいと考えていると、了解くださいませ」

　一方の真さな愛えは、どこまでもまっすぐに押し通す。

　単にライバルとの駆け引きだけで言えば、ここまではっきりと言ってしまうのはむしろマイナスだろう。あまりに重く、深刻で、面倒な問題がついて回るとアピールしているのだから。

　だからこそ下手に包み隠さないのが真愛の真剣さ、誠実さだ。

「八や木ぎ本もと様」

　悩んでいると、マツリが姿を見せた。

「八木本様の衣類の洗濯とお住まいの掃除、完了いたしました。それと、ついでなので故障した電子レンジも直しておきました」

「えっ？」

「はい。簡単な断線だけでしたので。使用に問題はないかと存じますが、用心のため専門家に検査してもらう事をお奨すすめします」

「あ、ありがとう。確かに助かるけど……。壇だんさん、そんな事までできるの？」

　バタバタしていたせいで、修理の手配をすっかり忘れていた。

「真さな愛えお嬢様のお世話係を仰せつかった際に必要になると思いまして、基礎的な技術は習得いたしました。屋敷には専門の技師もおりますので、今まで使う機会はありませんでしたが」

　さらりと言ってのけたが、料理はまだしも電気製品の修理点検なんていうのは、いわゆるメイドのお仕事の範はん疇ちゆうを超えている。

　乾燥機から取り出した洗濯物を自室に干し、ついでに家中をざっとチェックしたが、各部屋を掃いて拭ふいて、おまけに日頃は手抜きがちな靴くつ箱ばこの中やキッチンシンクの下まで完璧にきれいにしてある。

「あはは……ここまでレベルが違うと、負けたとかそんな気分にもならないね」

　一かず大ひろだけでなく早少女さおとめもあっけに取られている。

　真愛だけはマツリの実力を把握済みだからか、落ち着いたままだ。

「では、お昼にいたしましょう。その後、昨夜お嬢様方が使用したシーツの洗濯や布団干しなどをいたしますので」

　言われてみると、いつの間まにかそういう頃合いになっていた。

「昼って、どうすんの？　材料も今朝で使い切っただろうし……」

　そもそもまだ残ざん暑しよが厳しいから、生鮮食料品はあまり買いためないようにしている。風邪の見舞いでもらった栄養ゼリーやシリアルはまだ残っているけれど、さすがにみんな揃そろっての昼食でそれはない。

「一緒にお買い物に出かけましょう、一大様。早少女さんにはお留守番をお願いして」

「真愛は立場上、外に出て関係者に見られたらまずいでしょ？　買い物だったらボクと一大が行くよ」

「早少女さんだって、まだファンの目に触れる恐れがあるではありませんか。大たい勢せいは好意的でも、まだ完全に世間から受け入れられた訳ではありません」

「でも、真愛は買い物だってほとんど経験がないでしょ？」

「だからこそこの機に体験し、学ぼうと考えているのです」

「え、えーと……」

　二人の申し出が一大を悩ませる。

　片方だけを連れて行くというのは、明らかに悪あく手しゆだ。けれど三人で一緒にというのも避けたい。

　何と言っても地元。それも住民の入れ替わりが少なく、古くからの近所づきあいが残っている住宅街だ。両手に花で買い物なんかしている姿を知り合いに見られたら、いろいろと噂うわさになってしまう。

　かと言って一かず大ひろが一人で買い物に出かけるというのも、賢けん明めいな選択とは言いがたい。

　早少女さおとめも真さな愛えも、そして今はいない鷹たか奈なも、既に本心をさらけ出してなりふり構わないモードに突入している。当人たちだけにするのは不安だ。

　その事を考えると、ますます真愛の居場所選定が難しくなる。やっぱり早少女や鷹奈の家という訳にはいかないのか。

「本日は晴天で気温もやや高めという絶好の野外露出日和ですので、素そう麵めんなどいかがでしょうか？　今朝は先に作られていたスープやオムレツとの兼ね合いで避けましたが」

「あ、そっか。それがあったか。じゃあ、お願いします」

　一大も忘れていたが、戸棚の中にもらい物の乾かん麵めんが残っているはず。一言多いのを別にすると、実にいい提案だった。

「承しよう知ちいたしました」

　優雅にスカートの端をつまんで一礼し、何事もなかったかのようにキッチンへ向かって去って行く。

「何もかも一人でこなす必要はないとは言っても、やっぱり壇だんさんのような方を目まの当あたりにすると、自分の力不足が身に染みますわね」

「ボクも同感」

　ため息をもらす真愛に、早少女も苦笑して同意する。

「まあ、覚えなきゃならない事だったら、頑張ってできるようになるしかないんじゃないかな？」

　家事は一通り無難にこなせる一大も、実際に一人暮らしを始めてから徐々に慣れた面が大きい。女の子のファッションや、その他の幅広い雑学も『女の子に好かれたい』という必要性──というか下心から会得したのだし。

　ほどなく、マツリがお盆を手に戻ってきた。

　ガラスの大きなボウルには氷水と素麵、三人分の麵つゆ入り小鉢、刻みネギやおろしショウガなどもきちんと薬味皿に用意してある。

　簡単な昼食だが、見た目も涼しげ──細やかな気配りに一大はまた感心する。

　ちゃんと自炊はしていても、準備や後片付けが面倒くさいから食器はいちいち見み栄ばえを気にする事なく、同じものを使い回すのがパターンになっているのだ。

「じゃ、いただきます」

　三人が声を揃そろえてあいさつし、それぞれつるつると麵をたぐる。

「ん？」

　舌が心地よい違和感を覚える。

　もちろん麵つゆも冷蔵庫にストックしてあるものが基本だろうが、恐らくは別にかつお節で取った出だ汁しを加えて味を調えてある。

　思えば、あの人も『メイドになる』という目的──というかその先にある真の目的を果たすために並大抵でない努力を重ね、さまざまな一流のスキルを身につけた実例だ。

　一歩ずつステップを重ね、困難を乗り越えていけば何とかなる。

「まずは真さな愛えさんをどこに泊めてもらうか。やっぱりそれが問題だよなぁ……」

　目の前の課題が、思わず口を突いて出る。

　天てん弓きゆう院いんグループと関わりが薄く、信頼できる大人。しかもなるべく真愛、早少女さおとめ、鷹たか奈なの誰とも利害が絡まない中立的な人物となると、まるっきり心当たりがない。

　そもそも高校生男子だ。教師を別にすると成人の知り合いなんてそんなにいないし、近場には親しい親類もいない。

　やっぱり何とか説得して、家に戻ってもらった方がいいのだろうか。

　もちろん放りっぱなしではなく、志し束づかともきちんと話をして、少しでも真愛の希望が叶かなうように頼んだ上でという事になるが。

　何のアイディアも出ないまま昼食が終わり、そのまま午後の時間が過ぎていく。

　家の仕事は全部マツリが片付けてしまったし、早少女も真愛も特にする事がなく、何となくつけっぱなしのテレビを眺めたり、他た愛あいない世間話をしたりするだけだ。

　もちろん時折微妙な空気の中で互いに牽けん制せいはする。

「ボクはやっぱりウェディングドレスに憧れちゃうな。特にクリスチャンって訳じゃないんだけど」

「日本人なら白しろ無む垢く打ち掛けというのも素敵です。こういう伝統を守るのもわたくしたちの社会的責任の一いつ端たんですし。一かず大ひろ様はいかが思われますか？」

　例えば結婚情報誌のＣＭが流れたりすると、こんな話が始まったりするのだ。

　そのたびに対応を迫られる事もあって、肝心かなめの『真愛の預け先』に関する考えがちっともまとまらない。

　そんなこんなで、気がつくともう夕方になっていた。

　こうなったら毒を喰くらわば何とやらで、今夜も我が家で引き受けるしかないのか。

　覚悟しかけた時──。

　甲高い急ブレーキの音が、外から聞こえてきた。

　ピンポンピンポンピンポン！

　八や木ぎ本もと家のチャイムが乱打された。





第４話　大人な人々







「は、はーいっ！」

　休みなく打ち鳴らされるチャイムに不吉な予感を抱きつつ、一かず大ひろは玄関へ向かった。

「どちら様ですか？」

『八や木ぎ本もと君、真さな愛えがいるんでしょ？　開けなさいっ！　開けないと強硬手段を執るわ！』

　誰かは想像通りだったが、剣けん幕まくは想像以上だった。

　志し束づかの声には普段の彼女らしい冷静さがない。

「べ、別に立てこもってる訳じゃないです。すぐに開けますから！」

　インターフォン越しになだめながら、一大は開かい錠じようする。

「うぐっ！」

　扉を開けると同時に、志束の細腕が一大の襟えり元もとを締め上げた。

「今すぐ真愛を返しなさい！　場合によっては誘ゆう拐かい事件として訴えるわよ！」

　彼女の後ろにはおなじみの、シュワルツェネッガー似のボディガードが三人、壁のように立っている。

「は、放してっ！　お、落ち着いてくださいっ！」

　志束だけでなく、自分自身にも言い聞かせる。困った状況だが、何とか真愛のプラスになるように事を治めなければ。

　観察すると、志束の髪は僅わずかに乱れ、ブラウスの襟もくたびれている。出張先から戻った後、着替えもせずにまっすぐ駆けつけたのだろう。

「そうです。落ち着いてくださいませ、志束おばさま。残してきた手紙の通り、これはわたくし自身の意思と判断で実行したのです。一大様を責めるのは間違っております」

　家の奥から、割かつ烹ぽう着ぎ姿のまま真愛が姿を見せる。

「何を言っているの、真愛！　さっさと家に戻りなさい。大きな騒ぎにはならなかったとはいえ、今が微妙な状況なのは変わらないのよ」

　一大から手を離し、志束が訴える。

「存じておりますわ。だからこそ、思い切って行動を起こしたのです。時間が経たてば経つほど、わたくしが動く効果は乏しくなりますから」

「真愛っ！」

「ちょ、ちょっと二人とも！　ウチの玄関口で言い争いされても困ります。志束さんたちも取りあえず中に入ってください！」

　双方の顔をきょろきょろと見ながら、志し束づかたちを手招きする。

「……それもそうね。確かに近所迷惑だわ。ごめんなさい」

　多少は冷静さを取り戻したのか。志束が乱れた前髪を指先で整え、ヒールを脱ぬぐ。

「田た峰みねはわたしと一緒に来て。五ご利りと胡こ満まん堂どうは玄関に残って番人。この家に、一切他人を入れない事。いいわね？」

「承しよう知ちいたしました」

　トリオ・ザ・アーノルドのうち一人だけが志束に従って上がってきた。見た目での区別は難しいけれど、多分名指しされた田峰なのだろう。

「どうぞ、こちらへ」

　居間に通して座布団を勧めると、志束は背せ筋すじを伸ばして正座した。真さな愛えはその真正面に相対したので、自然と一かず大ひろと早少女さおとめは左右の辺に位置する形になる。

「星ほし川かわ早少女さん……ね。真愛から話は聞いているけど、こういう風にきちんとお会いするのは初めてね」

「は……はい」

　仕事柄大人と顔合わせするのにも慣れているはずの早少女だが、志束のトゲのある態度に気け圧おされているらしく、肩をすぼめて緊張している。

「今回は、困った事に巻き込んでくれたわね。あなたが駅で彼と腕を組むところ、わたしもたまたま目撃していたの」

「そ、それは……軽率で油断してたって、反省しています。あの時はちょっと舞い上がっちゃっていました」

「早少女さんを責めるのはおやめください、おばさま。確かに早少女さんがきっかけを作ったかも知れませんが、そもそもはわたくしが一大様に彼氏役をお願いした事、そして本当に好きになった事が原因なのです」

　しかし、真愛が強い口調で言葉を挟む。

「……とにかく早少女さんは席を外してくれないかしら？　込み入った話だから、部外者は席を外してくれると助かるのだけど」

「いいえ。わたくしとしては是非とも早少女さんにも同席していただきたいのです」

　志束に言われて立ち上がりかけた早少女だが、真愛の視線を受けてそのまま腰を下ろす。

　気まずい空気に、一大は志束・真愛・早少女と、無言のまま視線を移す。

　そこへ、マツリがお茶を運んできた。

「壇だんさん、あなたが手引きしたのね。どういうつもりなの？」

　傍はたで見ている一大も背筋が凍りそうな、鋭く冷たい眼まな差ざしがマツリへ向けられる。

「どのような叱しつ責せきも覚悟しております。ですが志し束づか様、自分は使用人として天てん弓きゆう院いん家のために善かれと考えて行動した次第」

　マツリも平然とその圧力を受け流す。

　志束は、いらだたしげに湯飲みをあおった。

「志束おばさま」

　短いが緊張した沈黙を、真さな愛えの言葉が破った。

「今回の謹慎、わたくしのウソがそもそもの原因で、おばさまはわたくしや財団の事を充分に慮おもんぱかってくださった事は理解しております。しかし、それでもなお納得できない。最良の道は他にある。そう考えて、わたくしはおばさまと戦うべく行動に出たのです」

「だからって家出して、無関係な人の家に転がり込むのは無む茶ちやよ。八や木ぎ本もと君は、単にニセの彼氏役を頼んだだけの人なんでしょ？」

「確かに最初はそうでした。ですが、さきほども説明した通り、今では心からお慕いしております。この気持ちにウソはありません」

「星ほし川かわさんの配信で聞いたから、一応そのあたりは知っているわ。真愛と、そちらの星川さんと、もう一人は──」

「氷ひ魚お鷹たか奈なさんです」

「ああ、その子ね」

　真愛が名前だけ告げると、志束は納得顔で肯うなずいた。

　かつて財団が後援した空手大会の優勝者というだけならいちいち記憶していないだろうけれど、恐らくは早少女さおとめ同様に友人として時折真愛の口に上るのだろう。

「その……実はボクたちがみんな本気になった事を隠したままで一かず大ひろにアプローチしたせいで、どんどん状況がこじれちゃって……」

　最初に頼んだ事情やその後の展開など、ステージでの告白だけでは分からない詳細を早少女が説明する。

「……はぁ……」

　志束は怒るのにも疲れたのか、それとももつれにもつれた状況に呆あきれたのか、大きくため息をついた。

「八木本君、あなたがさっさとはっきり決めていれば……っていうのは筋違いね。あなたの方から浮気したのならともかく、好きになられた側の責任なんて追及する訳にはいかないもの」

「はは……まあ、そういう事になりますか……」

　一大としては曖昧な笑みを浮かべて、こう答えるしかない。

　さすがにこの件に関して自分が全面的に責を負う必要がないとは思うけれど、かと言って素直に容認しても何だか自慢しているみたいだし。自分がなかなか決断しないせいで、混乱に拍車がかかっているのも事実だし。

「あなたも年頃だし、社会勉強として外の世界に触れて新しい刺激を受けて、恋に憧れるのは、わたしだって理解できるわ」

　冷静さと真面目さを取り戻した志し束づかが、改めて真さな愛えへ向き直る。

「だけど、立場というものを考えて。あなたは天てん弓きゆう院いん記念財団の後継者。気ままが許される立場ではないのよ」

「それはもちろん理解しております。ですがおばさま、わたくしが人を愛する気持ちも知らず、ただ己の役割を受け継ぎ、受け渡すだけの存在で、果たして本当に財団当主としての務めが果たせるのでしょうか？」

　真愛も毅き然ぜんと応じる。

　天弓院記念財団は、単に利り潤じゆんを追求するだけの組織ではない。

　伝統文化や芸術の保護、教育や医療の支援、国際交流など、幅広い社会貢献で利益を還かん元げんしている。

　例えば、中三の時に鷹たか奈なが優勝した空手大会の後援にしても『日本の伝統文化である武道の保護と、青少年の健全な育成への支援』という理由によるものだ。












「人としての喜び、幸せ──それらを実感する事なく机上の知識や効率だけで、何を助けるべきか、支えるべきかを判断するようになっては、それこそ財団の真の目的を見失ってしまいます」

　真さな愛えの堂々たる論陣に、志し束づかはメガネの位置を直しながら考え込む。

「……確かに、あなたの意見にも一理あるわ。考え方そのものは立派。だけど、やはり彼とあなたとでは住む世界が違うのは確かよ。状況が微妙なのも忘れないで」

「あの……微妙な状況って言うのは？」

　一かず大ひろが訊たずねる。

　そう言えば最初に怒鳴り込んできた時にも、そういう事を言っていた。

「……そうね。真愛にもしっかり理解してもらう必要があるし……」

　こめかみを指先で揉もみほぐしながら、志束が説明を始めた。

　発端は、かつて一大に難癖をつけてきた三み隅すみたちのような財団の非主流派だ。

　今回の『一大と早少女さおとめのツーショット写真』が流出した当初は誰も気付かず問題にならなかったが、数日遅れでどこかから噂うわさが耳に入ったらしく、こちらの身辺を嗅ぎ回るような動きを見せているのだという。

「そんな時にあなたが変な動きをしたら、連中につけ込まれる事になるわ。だからとりあえず家に戻って」

　最初とは打って変わった優しくなだめる志束の口調だが、真愛は首を横に振った。

「ここで妥協しては、またずるずると流されるだけのわたくしになってしまいます。敢あえておばさまに逆らった以上、何らかの納得できる結論──少なくとも意義のある妥協点を見み出いだすまでは、戻るつもりはありません」

「でも年頃の男の子、しかも一人暮らしの家に泊まり込むのは無む茶ちやよ」

「あ、いや。それはオレも考えてます。どこか信頼できる大人の人のところにお願いしようって話に」

　真愛の気持ちを尊重するにしても、この点に関しては一大も志束と同意見だ。

　まだ具体的なビジョンは立っていないのが悩ましいところではあるが。

「なら、警護だけはつけさせてもらうわ。あなたの安全だけは確保しなくちゃ」

「せっかくですが、お断りいたします。それでは、結局わたくしが志束おばさまの保護下にある事は変わりませんもの」

「いや。オレもそれくらいは受け入れた方がいいと……」

　単なる不安ではなく、三隅のような具体的な『敵』が動く恐れが僅わずかでもあるのなら、セキュリティを固めるのは必須だ。

　しかし、一かず大ひろがその言葉を口にした時、玄関口の方からドタバタと物音が聞こえてきた。

「困ります。関係のない方に立ち入られては……」

「関係ないって何よ！　あたしはお隣さんで、カズの幼なじみだもんっ！」

「ですが……ほがっ！」

「げふっ！」

　一大は慌あわてて音のする方へ走り出す。

　案の定そこにはノックアウトされたアーノルド二名と、パンパンと平手をはたいて手のホコリを落とす鷹たか奈なの姿があった。物音が聞こえてから玄関に向かうまで数秒しかなかったはずだが、彼女にとっては充分すぎる時間だった。

「あ、カズ！　どうなってんの、これ？」

「……見れば分かるだろ。真さな愛えさんのボディガード。志し束づかさんが来てるんだよ」

　倒れている男を指さす鷹奈に、現状をかいつまんで説明する。

「お前まさか、本気でやったんじゃないよな？　全然知らない相手でもないだろ？」

「だってあたしがカズの家に入ろうとするのを邪魔するんだもん。大丈夫、ちゃんと手加減して、後を引かないようにしてあるから」

　本職で二人がかりであっても、素手で鷹奈と勝負になるはずがない。実力差があるから標的にダメージを与えるのでなく、きれいに気絶させるためのパンチを使い分けるだけの余よ裕ゆうもある。

　柔道で『絞め落とす』のならまだしも、打撃系の武術で手加減しながら急所にピンポイントで命中させ、後遺症が残らぬよう一瞬でノックアウトさせるなんて、どれだけの実力差があれば可能なのか。

「……何て事なの……」

「おばさま、紹介いたしますわ。先程の話にもありましたわたくしの友人で、もう一人の恋こい敵がたきでもある氷ひ魚お鷹奈さんです」

　一大を追いかけてきた志束がぽかんと口を開けていると、さらに後から来た真愛が説明する。

「あ、どうも。初めまして。ごめんなさい。この人たちがいきなり取り押さえようとしたもんだから、つい」

　鷹奈本人はちょっと恐縮した様子で、きちんと頭を下げた。

　大ざっぱな性格でも古武道道場の娘だ。目上への礼儀は守る。

「……いいえ。わたしも冷静さを欠いていて、彼らに誰も入れるなと厳命していたから、それが仇あだになったのね」

　そんな会話をしているうちに、アーノルドたちが小さくうめき声を上げて動き出した。鷹たか奈なの攻撃の仕方もよかったのだろうが、さすがの頑丈さだ。

　回復した二人に田た峰みねも加えた三人に志し束づかが八や木ぎ本もと家の警備を命じた後、今度は鷹奈も交えて居間での相談が再開された。

「じゃあさ。真さな愛えはあたしが守るっていうのはどう？　学校とかは無理だけど、どこに泊まるにしてもあたしも同行するから」

　中断されていたセキュリティの件で話題が再開すると、鷹奈がアイディアを出した。

「そうだな。オレも、学校には通うべきだと思う。送り迎えは壇だんさんに頼むとかして。志束さんと対決するにしても、そこはちゃんとした方が」

　日中は鷹奈の都合もあるし、学校なら警備は万全だ。ズル休みを続けていては交渉面でも真愛が不利になってしまう。

　徹底的な全面対決ではなく有利な妥協点を見み出いだすのが目的なら、ここは譲歩すべきポイントだ。

「そうね。学校は欠席しない事、それと八木本君の家ではなく、信頼できる大人のところに身を寄せる事。あなたが考えをまとめる時間が必要なのは確かだし。数日程度なら、反主流派も大きな動きは見せないでしょうから」

　真愛の決意の固さに、志束も不承不承だが折れた。

「問題は誰の家か、だよなぁ……」

　一かず大ひろは腕を組む。

　安全面を考慮すれば、氷ひ魚お家というのは悪くないチョイスだ。

　鷹奈の都合にも適かなうし、家族全員武術家。しかも地元の警察にも顔が利く。鷲しゆう介すけも顕あけ美みもちゃんと話せば受け入れてくれるだろうし。

　しかしあくまで鷹奈のテリトリーで、しかもここの隣というのが面倒の種になる。

　しかも鷹奈が真愛に同行するという事になると、多分早少女さおとめも一緒になる。本人が希望するか、他の二人が牽けん制せいのために呼び寄せるかはさておき。

　このややこしい状況を受け入れてくれるような度ど量りようがあって、信頼できる大人なんて誰がいるのか。

「あ……っ！」

　ポン！

　思わず手を叩たたく。

　うってつけの人がいるのを、今まで失念していたのだ。




「それで、私のところに来たという訳かね？」

「はい。ご迷惑をおかけしますが、お願いできないでしょうか？」

　九く比ひ戸と市郊外にある古い家の和室。一かず大ひろは膝を折り、目の前で胡座あぐらをかく甚じん平べい姿の老人に深ふか々ぶかと頭を下げた。

「ははは、構わんよ。もう隠居した身としては、誰かに頼りにされるというだけで嬉うれしいもんさ。この歳としになると、昔なじみともなかなか会えんし」

「ありがとうございます、マスター」

　厳密に言えば元マスターなのだけど、自然とこの呼び方になってしまう。

　大おお船ふね有ゆう悟ご──一大がバイトしているメイドカフェ『スウィート・ドロップ』の前身である純喫茶『甘かん露ろ』の経営者兼店主だった人だ。

　年齢はもう八〇を超えているはずで、髪などはかなり薄くなっているものの背せ筋すじはしゃんと伸びていて言葉も明めい瞭りようだ。使い込まれた黄つ楊げのパイプを手の中で弄もてあそんでいるが、火は入っていない。中学時代の一大が客として『甘露』に行くようになった頃には、既に禁煙していた。

「わがままを言って、申し訳ありません」

　一大の隣に座った真さな愛えが一礼すると、後ろに並んだ早少女さおとめ、鷹たか奈な、それにマツリと志し束づかも一斉に頭を下げた。

「堅苦しい事言わないで、任せてよね。真愛ちゃんとは知らない仲じゃないし、こういう時に頼りになるのが大人ってもんだもんね」

　有悟の後ろでは、朋とも店長が『えっへん』という態度で胸を張っている。店から急いで駆けつけたので、メイド服のままだった。

　知り合いの大人として一大の心当たりは朋店長だったが、失礼ながら本人はあまり頼りにならないので、無意識のうちに除外していた。

　しかし先代の有悟なら、人格的にも社会的にも信頼感充分だ。

　そこでまず店に連絡して朋店長に事情を説明し、そこから有悟へ話を通すように頼み、こうして引き受けてもらう事になったのである。

　真愛自身にとっても無縁の人ではないし、考えてみれば今回の件を頼むには最適の人物と言える。

「息子たちがみんな独立してしまったから、この家の広さも持てあまし気味でな。どういう事情であれ、若い人が来てくれると活気があって嬉しくなるよ」

　シワの多い顔に笑みが浮かぶ。

　大おお船ふね家が位置する古い住宅街は、市の中心部を挟んで一かず大ひろたちの家とは反対側にある。土地も建物も広めだが、有ゆう悟ごの言う通り子の世代はみな独立して既に家を離れ、妻にも先立たれているので、現在の住人は有悟と朋ともの二人だけである。

「では、くれぐれもよろしくお願いします」

　再度一礼し、志し束づかが立ち上がる。

　あくまでこれは真さな愛えたちの依頼。志束が直接干渉しては本末転倒という判断だ。ただし、最低限の監視兼学校への送り迎えとしてマツリは残しておく事になる。

「じゃ、オレもこれで失礼します」

　泊まるのはあくまで女の子だけだから、一大も一緒に大船家を辞す。

　玄関の外には、トリオ・ザ・アーノルドと自動車が二台待っていた。リムジンではなく、普通のセダンと護衛用の黒いワンボックス。マツリが真愛を連れてきた車は、ちょうど空いていた大船家の車庫に収めてある。明日以降、真愛の送り迎えにも使うためだ。

「八や木ぎ本もと君、家まで送るわ」

「ありがとうございます。助かります」

　セダンのドアを開ける志束の申し出を、一大は素直に受けた。もう夜だし、歩いて帰るにはいささか遠い距離である。

　ハンドルを握っているのは、天てん弓きゆう院いん家に招待された時にも世話になった運転手だった。手慣れた操作で滑らかにセダンが走り出すと、後ろからワンボックスが影のように付き従ってくる。

「いろいろごめんなさいね。真愛のせいで、迷惑をかけてしまって」

　後席で隣り合った志束が、苦笑混じりに詫わびる。

「いえ。そんな……。ニセ彼氏云うん々ぬんの件は、オレにも責任の一いつ端たんはある事ですし」

「保護者としては、真愛が自分の意思をはっきり表明して、行動できるようになったのを喜ぶべきなのかも知れないわね。今まで過か保ほ護ご気味だったから……」

　眉み間けんを押さえて、志束が苦笑した。

「それでも、アルバイトとか許したじゃないですか」

　過保護だとしても、彼女の立場としてはやむを得ない判断だったのだろう。

　財団の唯一の後継者でまだ未成年。自身もまだ若い志束が急きゆう遽きよ帰国して後見人になったという事は、それだけ財団内部の味方が少なかったからだろう。

「八木本君」

　不意に、志束の声音が硬くなった。

「真愛が本気であなたの事を慕っているのは分かった。でも、あなたの方はどうなの？」

「オレの方……ですか？」

「一度は交際を許した訳だし、あなたが誠実な努力家だという事も、わたしなりに理解しているわ。でも、今までは偽ぎ装そうだった訳よね？」

「……はい」

「つまり今までのあなたの覚悟は、真さな愛えのウソにつき合ってわたしをだまし通すというものであって、将来に渡って天てん弓きゆう院いんに関わるという覚悟ではなかったという事になるわ」

「分かっています」

　自分としては充分な決断をし、腹はらを据すえたつもりだったが、あくまでニセ彼氏としては『真愛と本当に結婚はしない』事が前提だった。

　彼女と本気でつき合うというのを選択肢に加えた以上、これまでとは比べものにならない慎重で不動の決意が必要になるだろう。

　結婚して天弓院家の一員となって、一かず大ひろ自身が財団や関連企業の経営に携わるのはもちろん、親類縁者までが天弓院にコネクションを持つ事の影響まで考慮しなければならない。

　例えば自分自身や両親は善良な凡人でも、そこからさらに二、三親等離れた者が地位や財産を目当てにすり寄ってくるという事態も考えられる。

　一大だって、親戚で心当たりがあるのはせいぜい伯父・伯母や従兄弟いとこくらいで、それも通り一遍のつき合いだけ。

　親戚全員が欲のないいい人という保証なんて、もちろんできるはずもない。

「正直、まだ迷っています」

　真愛の好意は嬉うれしいし、光栄だとも思う。

　もちろん恋愛対象として考えてもいる。

　しかし、三人の中の誰を、どうやって選ぶのかという事。自分自身の本当の気持ちは未いまだにはっきりしない。

「こんな状況だから、あなたとしても悩ましいところよね。わたしだって真愛を選べとも拒絶して諦めさせろとも言いにくいし……」

　志し束づかの唇から、似つかわしくないため息が漏れた。

「ごめんなさい。優柔不断で」

　そんな事を話しているうちに、セダンは八や木ぎ本もと家に到着した。ドアが、静かに開く。

「いずれにしても、まずは真愛本人が自分なりの結論を出すのを待つしかないわね。おやすみなさい」

「はい。送っていただき、ありがとうございます」

　ただ何となく『彼女が欲しい』と思っていた時とは違う。

　誰かを好きになるというのはもっとシンプルな事で、好きかどうか分からない状態なんて気持ちになるなんて、あの時には想像もしていなかった。

　そして、惚ほれられた側として選ばねばならないという問題──去って行く車を見送りながら、一かず大ひろはその重さとややこしさを痛感していた。




「さて、夕食はどうする？　急だから何も用意がなくてな。何か出前でも取ろう。若い娘だから、店屋物よりピザとかの方がいいか」

　有ゆう悟ごは、マガジンラックを探ってデリバリーピザのチラシを選び出す。

「おかまいなく。お世話になりっぱなしで悪いですし」

　早少女さおとめが恐縮していると、またマツリがすっと手を挙げた。

「差し支えなければ、自分が何かお作りいたしますが」

　一大の家でも大概だったが、普通の日本家屋の中にメイドさんというのは結構異様な光景だ。しかも今はメイド姿の朋とも店長もいるから違和感二倍である。

「気持ちは嬉うれしいけどね。食材が全然ないんだよ。ウチは、朋が全然料理とかできないからなぁ」

　度ど量りようが大きいのか、孫娘がメイドカフェを経営してるから慣れっこなのか。マツリ相手でも平然とした態度で有悟が肩をすくめる。朋がぷぅと頰ほおを膨らませたが、反論しないのは事実だからだろう。店でも一大がキッチン担当なのだし。

「ちょっと、気が利かなかったね」

「うん。今夜のご飯くらいは途中で買ってきておいた方がよかったかも」

　早少女と鷹たか奈なが苦笑いする。

　一大が朋に電話をかけて了承を取り付けた後、二人は一度それぞれの家に戻って、教科書や着替え、洗面用具その他、お泊まりに必要なものを持ってきたのだが、さすがに食材までは用意してなかったのだ。

　困る早少女たちを無視して、マツリはあくまで冷静かつ事務的に話を進める。

「明日の朝食の事もありますし、ここに来る途中で遅くまで開いているスーパーマーケットを見かけました。そこで買い物もしてきましょう」

「そうか？　じゃあ、お言葉に甘えるとするか」

「大おお船ふね様におかれましては、食べ物の好み、あるいはアレルギーなどありましたらお知らせください」

「別に食べられないものはないな。ただし歳としが歳なんでね。最近は食が細くなった。そのあたり考えてくれると嬉しいが、若い子もいるんだからあまり年寄り向けにしないでおくれよ」

「承しよう知ちいたしました。では」

　炊すい飯はんジャーに米と水を入れてから出て行ったマツリは、二〇分ほどで戻ってきた。どこに仕し舞まっていたのか、両手に食材のたっぷり入ったエコバッグを提げている。

「へえ……」

　一応自炊している早少女さおとめは感心で声を漏らしたが、鷹たか奈なや真さな愛えは気付かないらしい。

　店までの距離と買った量を考慮すると、よほど効率的な動線で買い物したのでなければ、こんな短時間では済まなかったはずだ。

「では、キッチンをお借りいたします」

　先に仕込んでおいたジャーのスイッチを入れ、明日の分の食材を冷蔵庫に収納し、手早く調理を開始する。

　手品めいた見事な手際で野菜や魚が捌さばかれ、炊きあがりのアラーム音が鳴るのとほぼ同時に料理が完成した。

　ちょうど旬のナスとサンマの煮付け。サトイモと厚あつ揚あげのごま味み噌そ煮に。豆腐の吸い物。恐らくは有ゆう悟ごに合わせたのだろう。家庭的な雰囲気の純和風献立だった。

「ほう。こりゃすごい出で来きだな。では、ありがたくいただきます」

　きちんと両手を合わせ、有悟のあいさつで夕食が始まった。

「ん、美お味いしいっ！」

　早少女は今度も舌鼓を打ってしまった。

　食べ盛りの男子がいる今朝とは全く路線の違う、淡泊で上品な味付けだ。それでいて、若い早少女たちが物足りなく感じないよう七味のピリ辛を隠し味に、厚揚げでボリュームを補っている。あり合わせでどうにかした今日の朝食と違って、材料の選択から始めているので仕上がりは数段上だ。

　八や木ぎ本もと家でも感じたがここまでレベルが違うと、自分と比べて勝ち負けを判断するというより、ジャンルそのものがまったく異なるという印象だった。

「ほう。こりゃ美う味まいな。男の孫がいたら嫁に欲しいくらいだ。朋ともも少しは見習えよ」

　有悟だってこう口走ってしまうくらいだし。

「ふ、ふーんだっ。あたしは経営者なんだから、家事の得意な男の子をお婿さんにもらって専業主夫してもらえばいーんだもんっ！」

　舌足らずな口調で朋が反論すると、途端に空気がビリッと帯電した。

「朋店長。それは、どなたか具体的な心当たりがあっての発言でしょうか？」

　押し殺した口調で、真愛が訊たずねる。

「男の子って事は、年下狙いな訳？」

　鷹たか奈なも声を尖とがらせた。

「え？　別に誰かって事は考えてないよ」

　自分が口にした言葉が含む危険なニュアンスに気付いていないのか。朋ともはきょとんと首を傾かしげた。

「本当に？」

　早少女さおとめも確認する。

「そーだよぉ。ただ、そーいう人がいたらいいなぁって思っただけ」

　緊張を孕はらんだのはその一回だけで、後は和なごやかに食は進む。もちろん食べ終わった後の片付けも全てマツリが手際よく済ませてしまった。

　結局、本物メイドの圧倒的家事能力を前に、この家でも早少女たちにできる事なんて何もないのであった。





第５話　ガールズトーク・タイム（みんなでお泊まり編）







　入浴も簡単に済ませた早少女たちには、二階の部屋が寝室として与えられた。

　元は有ゆう悟ごの息子たちが使っていたもので、現在はほとんど家具もない空き部屋になっている。隣り合った二つの六畳間だが、間を仕切っている襖ふすまを外したので大きな一室として使用できる形だ。

「先にお布団敷いちゃいましょ。四組ねー」

　有悟は年齢の割には健康とは言え階段の上り下りは膝に来るので、みんなを案内したのは朋だ。さすがにメイド服からピンク色の子供っぽいパジャマに着替えて、押し入れを開けて布団を引っ張り出す。

「あ、お手伝いします」

「わたくしも」

「いいからいいから。お客様なんだから、おもてなしは任せて」

　早少女や真さな愛えが手伝いを申し出たが、朋は一人で「うんしょうんしょ」と呟つぶやきながら、四組の夜具を用意した。

「あれ？」

　鷹たか奈なが首を傾かしげて自分、真さな愛え、そして早少女さおとめを指さす。

　マツリは例によって『お嬢様と同じ部屋は恐れ多い』という事で一階の別室を使う事になっている。

「やーねぇ。もちろんあたしに決まってるじゃない」

　布団の上にぺたんと座り、朋ともは偉そうに胸を反らした。

　そんなポーズでも、ほとんど膨らみが見えない。

「えっ？」

「女の子のお泊まり会なんだし、夜中恋バナとかするでしょ？　するよね？」

　大きな目をキラキラ輝かせて、朋が三人に迫る。

「え、えーと……」

「その、まあ……ねぇ」

　早少女と鷹奈は困り顔を見合わせる。

　今回お世話になるとはいえ、この人とは格かく別べつ親しい訳ではない。

　友達がバイトしていて、自分でも一、二度客になった喫茶店の経営者──昨日まではただそれだけの間柄。

　個人的な恩義や感情的な親しみという点では、同じ『スウィート・ドロップ』関係者でも二ふ美みも交えて四人で来店した際に接客を担当し、気を利かせて適度に放置してくれた沙さ羅らの方が上だ。

　けれども泊めてもらう以上、この要求を無む下げに断るのも気まずい。

「失礼ですけれど、朋店長とわたくしたちとでは、いろいろと話がかみ合わないのではないでしょうか？」

　おまけに昨日の夜は変な話題も出てしまったし、万一にもあの流れを引っ張ってしまってもまずい。

　おずおずと、微妙に反応をうかがう緩ゆるやかな口調で真愛が訊たずねた。

「どーして？」

「ですから……その……年齢が……」

　早少女が気にしつつ避けていたポイントを、真愛は遠慮がちにだけどはっきり口にしてしまった。

「そ、それは……あたしだって大人だけど、まだ若いもんっ！　ぴちぴちだもんっ！」

「ぴちぴちって言い方が若くないと思うな、あたしは……」

　身も蓋もない感想が、鷹奈の口から飛び出した。

　確かに外見だけは同世代どころか年下の中学生にも見える。背は低いし、童顔だし、何しろ全然胸がない。

　それにしたって、実態はまがりなりにも二年以上前から店を取り仕切っているカフェの経営者だ。実年齢は志し束づかとどっこいどっこい。二〇代半ば過ぎどころか、下手をしたらアラサーなのではないだろうか。

「あたし、中高一貫の女子校だから、今一番の後輩って四歳さい差になるけど、それでも結構違うなーって思う事あるもん」

　学年の違いを指折り数えて、鷹たか奈なが苦笑する。

「う、うん。ボクだと妹と二歳差だけどジェネレーションギャップ感じるもんね」

「それって前にテレビで見た『何とかの法則』って奴やつ？　若ければ若いほど、一年の違いを大きく感じるっていうの」

　朋ともの頰ほおがぷぅっと膨らむ。

　しまった──早少女さおとめは己の失言にうろたえる。

　鷹奈の言葉が失礼にならないよう『一歳二歳の違いでもギャップはある』というフォローをしたつもりだったのに、逆に追い打ちになってしまった。

「と、とにかくっ！　ボクたちは明日も学校があるし、朋店長もお仕事でしょ？　あまり夜よ更ふかしはいけませんよね？」

　何とか話を打ち切ろうと、早少女も急いで寝間着に着替える。

　早少女は昨日と違って自前のパジャマ、鷹奈はジャージ、真さな愛えはゆったりしたナイティ。寝床の位置は自然と、奥から朋、真愛、早少女、鷹奈という並びに決まった。

「じゃ、おやすみなさい」

　ちょうど蛍光灯の真下になった早少女が灯あかりを消そうとヒモに手を伸ばす。

「そんな事言わないでさぁ～。もっと夜更かしして恋バナ聞かせてよ、恋バナぁ～」

　しかし、朋はしつこく食い下がる。

　機嫌を損ねていないという点では安心したが、布団の上でじたばた手足を動かす姿は、やっぱりちゃんとした大人には見えない。

「そんな事言われてもさぁ……」

　鷹奈が困っているのは、単に照れているだけではない。

　泊めてもらうよう頼んだ際に、事情は説明してある。当然その中で『ニセ彼氏三件同時』の件なども話してるので、今さら付け加える内容はあまりないのだ。

「そ、それよりボクは朋店長の話が聞きたいなっ！　人生の先輩として、恋の参考になるような事を教えてもらいたいっていうか」

　こういう時は向こうに喋らせれば、こっちが根掘り葉掘り訊たずねられるリスクは減る。早少女さおとめは咄とつ嗟さに話題を切り替えた。

「えー。そんな事言われても、あたしだって今のところ浮いた話とかないしー」

「べ、別に今じゃなくても、あたしたちくらいの頃のエピソードとかさ」

　早少女の意図を察したのか、鷹たか奈なも調子を合わせてくる。

「あたし、中学からずっと女子校だったもん。なかなか出会いとかなくって」

「女子校って、ひょっとして聖せい穹きゆう？　だったらあたしの先輩？」

「あー、そういう事になるのかな？　今はどうなの？　あたしの時代は文化祭とかも全部招待制だったし、なかなか男の子と知り合うチャンスとかなくて」

「その辺は今も一緒かなぁ。別に男女交際禁止とかじゃないけど、出会う機会そのものがないからあまり浮いた話がないって感じで。そのせいか女の子同士で……って子も出てくるし」

「そうそう。昔もいたよ。運動部の先輩とかつきまとわれるよね～」

「それで苦労したんだよねぇ、あたし」

「あー、分かる分かる。鷹奈ちゃんって、空手強いんでしょ？　そういうのってかっこいいもんねー。後輩にモテそうな感じ？」












「まあ、それもあるんだけど……」

「あ、背が小さいから上級生からもかわいがられちゃう？　分かる分かるっ！　そっちはあたしもちょっとあったから」

　自然と話が弾んだせいか。もう年の差の件は気にしていないようで、朋ともはうんうんと笑顔で肯うなずく。

「今は今で、仕事忙しくて、やっぱり男の人とかなかなか知り合えないしねー。お客さんはいっぱいいるけど、あくまでお客さんだし」

「で、ではっ！　お客様ではなく同僚というか、従業員はどうなのですか？」

「家事得意な男の子捕まえるとか言ってたよね？」

　些さ細さいな言葉遣いから食卓での会話を思い出したのか。真さな愛えと鷹たか奈ながすかさずチェックを入れる。

「従業員って女の子ばっかりだし……って、まさか八や木ぎ本もと君？」

　具体的な名前が出ると、早少女さおとめも思わず息を飲む。

「は、はは……はははは……っ！　やだぁっ！」

　しかし、朋は論ろん外がいとばかりに陽気に笑った。

「まあ、マジメだし働き者だし、気が利くし、でもやっぱり年下すぎるもん。対象外だから安心して」

　強こわ張ばっていた空気が、すぐに緩ゆるんだ。

　決してそんな事はないと早少女も頭では分かっているのだが、親友三人で取り合うような形になってしまったせいもあって、どうも一かず大ひろの身近にいる女性はみんな潜在的な恋こい敵がたきみたいに感じてしまう。

「近頃はさ、友達の結婚式に呼ばれても、独身組はそろそろみんな焦ってきてる感じなんだよねー。男の人と知り合うチャンスがない人はもちろんだけど、職場とかで出会いがある人はある人で、それなのにまだ独り身だからってプレッシャーになっちゃうし。女子高だから昔のクラスメイトっていう線は最初っからないし」

　推定二〇代後半ならではのシビアな話が湧いてきた。

「あたしはまあ仕事が忙しいし面白いから、恋とか結婚とか考えるヒマなんかないって感じだけど、友達の中には婚活パーティに参加したり結婚紹介所に登録したりしてる人も多いんだよねー。結構みんな焦ってるし。だからみんなも、今のうちにちゃんと捕まえられるなら捕まえといた方がいいよー」

「は、はは……そうですね」

　相づちを打つ早少女の笑いが微妙に引きつった。

　こちら三人の事情は知っているはずなのに、どうしてこの人は無責任に煽あおるような事を口にするのか。

「まあ、結婚して旦だん那な子供持ちもいるけど、そっちはそっちで愚ぐ痴ちっぽい話が多いしさー。昔の友達でも気兼ねなく何でも話せるのは、今店を手伝ってもらってる円まる美みちゃんくらいなんだよねー」

「あの……他の皆とはこういう話はなさらないのですか？　沙さ羅らさんとかカリナさんとか」

　真さな愛えが、バイトの先輩たちの名前を挙げる。

「えーとねぇ……。これ、内ない緒しよだよ」

　朋ともが声を潜めた。

「何が内緒なのでしょうか？」

「本当に内緒の内緒の内緒だからねっ！」

「だから何？」

　秘密を強調しているせいでかえって興味を引かれて、鷹たか奈なも訊たずねてきた。

「カリナちゃんも真ま帆ほちゃんも、実は彼氏いるんだよね。もちろんお店では秘密だけど」

「ふぅん。そうなんだ」

「へえ……」

「まあ、そうなのですか」

　さんざんもったいつけた割にはリアクションは淡泊だ。

　鷹奈や早少女さおとめにとってはそもそも店で一、二度見知っただけの人たちだし、真愛にしても別に驚くほどの事ではないのだから。

「あ。やっぱりああいうお店だから、お客さんの期待を裏切らないようにって事ですか？」

　ふと思い立って早少女が質問する。

　仕事柄、エンドユーザーに一種の『恋人幻想』を抱かせるという話なら、早少女自身にとっても無縁の話ではない。ついこの間、それで大騒ぎになった訳だし。

「うん。ウチはお店としてのサービスと女の子のプライベートをきちんと弁わきまえてくれるお客さんが多いけど、やっぱり彼氏がいるって分かるとがっかりしてノレない人もいるし。真帆ちゃんは即売会で知り合ったオタク仲間とつき合ってるんだって。二個年下の高校生って言ってたかな？　カリナちゃんはアメリカにフィアンセがいるっていう話」

　単に『彼氏がいる』というだけでなく、具体的な話になると早少女たち三人もぐっと興味が湧く。

「年下とか、あんまりイメージできないなぁ」

　この四人の中では、早少女だけが身近に何組ものカップルを見ている。一かず大ひろが仲を取り持ったものも、そうでないものも。

　校内という環境のせいもあるのか男女同じ学年か男子の方が上というのが普通で、女の子の方が年長という組み合わせはほとんど記憶にない。このあたりはやっぱり『男の方が頼れる存在であってほしい』という気持ちの表れなのかも知れない。

　まあ、厳密に誕生日を考えれば女子の方が一時的に年上になるのだって珍しくないはずだけど、そこまで気にしている人もいないのか。

「カリナさんは、確かまだ大学生で日本文化研究のために留学してきたのでしたわよね？　婚約者というのは親が決めた方なのでしょうか？」

　真さな愛えが敏感に反応したのは、やはり『フィアンセ』というキーワードだ。

「んー。詳しくは知らないんだけど、元々親同士が勧めた間柄ではあるんだけど、高校時代に本人同士が約束したって言ってたよ。あ、それから沙さ羅らちゃんはついこの間までつき合ってた人がいたんだけど、いつまでも口ばっかりでしゃんとしないから蹴飛ばして捨てたって話」

「はは……。あの人ならありそう」

　二ふ美みの一件で来店した時の、豪快だがさっぱりしていて適切な応対を思い出しているのだろう。鷹たか奈ながほんの少し引きつった笑いを浮かべた。

「そうだよね……。ボクたち、いろいろあって臆病だったりウブだったりしたけれど、みんな普通にいろんな形の恋してるんだよね」

　早少女さおとめ、鷹奈、真愛──それぞれ普通でない境遇だったり、特別な才能を持っていたりするから、普通の高二が目にしないような世界を知っている。

　それでもなお世界は、人間は多様性にあふれている。

　さまざまな生き方があり、恋があるのだ。

「いろんな恋してるとか言うと、ずーっと彼氏ナシのあたしが悲しくなっちゃうじゃない。もーっ！」

「あ！　ご、ごめんなさいっ」

　朋ともの舌足らずな声が、感かん慨がいにふける早少女を俗っぽい現実に引き戻した。

「まあ、あたしだけじゃなくて円まる美みちゃんもそういう話には無縁で、いろいろ苦労してるけどね」

「その方は、店長の古くからのお知り合いなのでしょう？『スウィート・ドロップ』厨ちゆう房ぼうの人手不足は明らかでしたのに、どうして今まで……」

「円美ちゃん、高校出た後は調理師学校に行って、ちゃんと修業しておっきなホテルのレストランに勤務してたんだよ。だけど、そこで先輩とちょっとケンカみたいになっちゃって退職して、一年くらい引きこもり気味だったの」

　今までにも何度か声をかけたのだけどなかなか首を縦に振ってもらえず、先日ようやくＯＫをもらえたのだと朋ともは付け加えた。

「直接お客様を相手にするような役職でなくても、仕事してれば他人と関わらない訳にはいかないからねー。実力とは別に、人間関係って大事なのよ。円まる美みちゃんって、昔からその辺は苦手で、愛想笑いとかできないし、口べたなくせに思った事ポロッと言っちゃうようなところもあるし」

「それは……苦労が多そうですわね」

「ボクも前、変な奴やつにつきまとわれたのがきっかけで登校拒否してたから、ちょっと気持ちは分かるかも」

「社交的になれとか他人が言うのは楽だけど、性格なんてそう簡単に変わるもんでもないからね。あたしだっていきなりおしとやかになろうとして失敗したし」

「うんうん。でも、やっぱりお客さんに美お味いしいもの食べさせたいって、あたしの店なら変な格式とかうるさい上下関係とかなしにやってけるだろうし」

「そっちの気持ちも……分かるな」

　早少女さおとめは、小さく肯うなずいた。

　身に付けた技術、プロとしての技を振るわずにはいられないという、熱意や意欲というきれいな言葉だけでは言い表せない。

　ある種の、業ごうじみた衝動。

「その事で朋店長にお伺いしたい事があるのです」

「ん？　何？　婚活の事？」

「そうではありません。お仕事の件です」

「ああ、そっちね」

　真さな愛えの真剣な態度に反応して、朋も居住まいを正す。

「店長はその……失礼ですが料理を作ったりコーヒーを淹いれたりするのは、あまり得意ではないのですよね？」

「そ、そーだよ。でもちゃんとお店の経営者としては上う手まくやってるんだもんっ！　あたしがダメでも、八や木ぎ本もと君や円美ちゃんが美味しいもの作ってくれれば、お店としてはそれでいいんだもんねっ！」

「そこです。それなのにどうして、有ゆう悟ごさんのお店を継ごうと考えたのですか？」

　この質問で、初めて早少女も些さ細さいな不自然さに気付いた。

　有悟の息子たち──朋の親の世代はそれぞれ別の仕事に就いたのに、孫である朋だけが店を継いでいる。

　しかも本人が料理好きでもなく、業態も純喫茶からメイドカフェに鞍くら替がえしているというのは、何か理由がありそうだ。

「えーと、別に大した理由はないんだけどね。あたし、ただ単におじいちゃんのお店が好きだったの。コーヒーの味とか、そういうのじゃなくて、お客さんがお店を楽しみに集まってくるあの空気そのものが好きだったんだ」

　昔の店を思い出しているのか。朋ともはまぶたを閉じて顔を上げる。

「おじいちゃんは本当にコーヒーマニアっていうか、凝り性のプロなんだよね。すっごく味にうるさくて。身体はあの通りまだ元気なんだけど、全盛期のクオリティの味が出せなくなったから店を畳むしかないって言い出して」

　今夜初対面だが、朗ほがらかでおおらかな人という印象だった。頑固な職人気質かたぎというイメージは少々意外な気もするが、仕事とプライベートは別という事か。

「でも、あたしはそれが嫌だったから自分が継ぐって言っちゃって」

「でも、何でそれでメイドカフェになっちゃった訳？　カズが最初にバイト始めた頃は、昔の通りの純喫茶だったんでしょ？」

　鷹たか奈なも興味深そうに話に加わった。

「うん。だから最初はおじいちゃんのお店の雰囲気そのまま残そうと頑張ったんだけど、やっぱり無理でねー。でも、考えてみたら『甘かん露ろ』だって何十年もお店続けてて、お客さんだって入れ替わったりしてる訳でしょ？」

　八〇過ぎの有ゆう悟ごが、若い頃から営んでいた老舗しにせの喫茶店。店の歴史で考えれば、まだ一〇代の一かず大ひろなんて新参も新参だ。

「どうせおじいちゃんの味を期待する人を満足させるのは無理なんだし、だったら新しいお客さんが居心地よく楽しんでくれる場が提供できたらいーなぁって思って……。でも、今は昔みたいに喫茶店に腰を落ち着けてゆっくり楽しむっていうスタイルは流は行やらなくなってるんだよね。コーヒー通は自宅で楽しむ人が増えたし、ちょっとした時間を潰すシアトルスタイルのカフェの方が主流でしょ？」

「確かにそうかも……」

　早少女さおとめも考え込む。

　言われてみれば街で目にするカフェのチェーン店は狭いカウンター席が中心で、客がくつろいで長居するデザインにはなっていない。家庭用のコーヒーメーカーも本格的かつ手頃なものが普及している。

「じゃあ今時お客さんが『お店そのものを楽しむ喫茶店』って何だろうって考えたら、メイドカフェっていうのが思いついたのね」

　経営が楽しいというのは本当なのだろう。

　己が重ねてきた工夫を語る朋ともは、本当に楽しそうに見えた。

「さすが店長です。立派なお考えがあったのですね」

「えへっ。まあ考えたのは本当だけど、実際には味で商売できないから半分やけっぱちみたいなものだったんだけどねー。これが当たっちゃって。真さな愛えちゃんが加わってからぐっとお客さんも増えたし」

「ちゃんと繁盛してるんだから立派ですよね」

　見た目は中学生だし、言動はいろいろ頼りないけれど、こういうところはやっぱりちゃんとした大人で経営者だと、早少女さおとめは感心する。

「でも星ほし川かわちゃんだってプロの声優さんとして働いてる訳だし、真愛ちゃんは将来おっきな財団とか引き継ぐために勉強してるんでしょ？　氷ひ魚おちゃんもスポーツ特待生で空手道場継ぐんだっけ？　あたしが高校生の頃は、お祖じ父いさんのお店があってもそういう事とか全然考えないで遊んでばっかりいたもん」

「ボクもたまたま素質があって子役から始めて、演じる事が楽しいだけだから、店長さんと同じですよ」

　小学校の頃は本当にただ楽しいだけで、さすがに職業人の自覚なんてなかった。プロフェッショナルとしての意識が芽生えたのは、仕事を再開してからだ。

「あたしだって別に真剣に考えてる訳じゃなくて、代々継いでるからあたしもそうなるだろうなって思ってただけだし。褒められるほどじゃないっていうか」

　鷹たか奈なも、どこか照れ混じりの苦笑を浮かべる。

「わたくしは幼い頃から将来天てん弓きゆう院いんを継ぐ者として育てられてきました。思いがけず両親が早くに他界し、責任に直面したのですが、正直今まではその重みを自覚していなかったのだと思います」

　ゆっくりと、慎重に言葉を一つずつ選ぶ口調で、真愛は語る。

「朋店長のお店で働かせていただいて、同僚の皆様やお客様と直接触れ合い、わたくしは初めて働いて社会に対して責任を持つ事の意味を知りました。単に知識や概念として頭に詰め込むだけでなく、我が事として実感できたのです」

　静かな声に、はっきりとした誇りと喜びが込められている。

「そしてあの方を好きになって……心から何かを大切にしたいという気持ちを本当に知る事ができたのだと……そう、思います」

　しん。

　短くも重厚な静寂が、部屋を満たす。

「な、なんだか重たい話になっちゃった。あたし、正直こーいうの苦手。ははは……っ。じゃ、そろそろお休みなさいだね～」

　戻ってきた音は、朋ともの気まずい笑いだった。

　灯あかりが消え、今度は闇と一緒に長く安らかな静寂が訪れた。





第６話　天てん弓きゅう院いん志し束づかの戦い







「おお、おはよう」

　翌日。早少女さおとめたちが目を覚まして階下に下りると、既に有ゆう悟ごは起きていて、裏庭で体操をしていた。

　ちなみに朋店長はまだ布団の中で、マツリは朝食を作っている。

　大おお船ふね家の洗面所は広いので、三人が並んで身支度をしても大丈夫だ。

「ひゃははくひんふふへほ、はほほへほははっへんひゃひょへ？」

　歯ブラシを入れたまま、口の端から泡をはみ出させた鷹たか奈なが告げる。当然発音は不ふ明めい瞭りようだけど、言いたい事は分かる。

『じゃあ確認するけど、早少女も分かってんでしょ？』だ。

「学校での抜ぬけ駆がけは禁止ですわよ」

　ちゃんと喋れない鷹奈に代わり、真さな愛えが髪をくしけずりながら付け加える。

「分かってるってば。どうせこの状態じゃお弁当攻勢もできないし」

　鏡の前、眉のコンディションをチェックしながら、早少女は答える。

　勢いというか流れで一緒に外泊する事になってしまったので、一かず大ひろに昼食を作っていく事もできない。それに学校でも『実はニセの恋人で現在絶賛アプローチ中』という事実がバレてしまったので、今までのようにイチャイチャする意味はない。

　それにクラスメイトたちは、他の恋こい敵がたきに対して中立という態度を決めているとも聞いているし。

「真さな愛えちゃん。せっかくだからまたお店の方に顔出してよ。いきなり辞めたから沙さ羅らちゃんたち心配してたし」

　遅れて起きてきた朋ともがパジャマ姿のまま、朝食の席で提案する。

　ちなみに献立は今朝も有ゆう悟ごに合わせて純和風ヘルシー路線だった。

「そうですわね。このまま辞めてしまうにしても、あいさつの一言もないというのは礼を失しておりますし」

「じゃあ、今日か明日の放課後にでも、ちょっと顔出してよ」

「はい。承しよう知ちいたしました」

　早めの朝あさ餉げは滞りなく終わり、三人はそれぞれ学校へ向かう。もちろん真愛はマツリの車で送られていった。

　いつもとは違うルートをちょっと新鮮な気持ちで通り、早少女さおとめは何事もなく学校へ着く。

　他のクラスの生徒がちらっとこちらを見てひそひそ話しているのは、やっぱりあの告白の件だろう。

　覚悟して実行したとはいえ、思い出すと耳まで火ほ照てってしまう。

　役者をやってるくらいだから人から注目されたり大胆な行動をするのには耐性があるつもりだったけれど、やはり演技や仕事とプライベートでは全然違う。

　これも、経験しなければ分からなかった恋の本質。

　真っ赤に上気した顔を少しでも隠したくて片手を頰ほおに添え、早少女は逃げるように教室へと駆け込んだ。

「お、おはようっ！」

　既に席に着いていた一大に声をかける。

　先週の頭まで──恋人のフリでいちゃついていた時よりも胸がドキドキする。

「お、おうっ。おはよう……」

　一大の方も距離の取り方に困っているようで、あいさつがぎこちない。

　当事者二人だけでなく、周りのクラスメイトも微妙にどう反応していいのか困っている気配だ。

　そんな中、ミキだけが果敢に声をかけてきた。

「おっはよーっ。早少女さおとめちゃん」

「お、おはよう、ミキ」

「一応クラスじゃ八や木ぎ本もと君の気持ちを尊重して中立って事になってるけど、あたしは個人的に早少女ちゃんの味方だからね。頑張って本物の彼氏彼女になっちゃいなよ！」

「う、うん。ありがとう。でも、ボクたちの問題だしね」

「それは分かってるってば。でも、八木本君があたしたちの恋の相談に乗ってくれたみたいに、早少女ちゃんの方から救援要請があれば、建前上中立でもアドバイスするくらいは構わないって事でさ」

　自発的に早少女の背中を押したりはしないが、求められれば手を貸すくらいは構わないというスタンスという事らしい。少なくとも、漂う雰囲気からするとクラスの女子の大勢はそんなところか。

「うん。ありがとうね」

　礼を述べて小さく手を振ると、離れていった。

　後は二人だけでごゆっくりという事らしい。




　一かず大ひろにとっては未いまだ問題山積みでも、学校全体としてはお祭り騒ぎの余熱も昨日の代休で冷めた平常運転だ。午前の授業は何事もなく終わって昼休みになった。

「早少女。ちょっといいか？」

　チャイムが鳴り終わらぬうちに、一大は早少女に声をかけた。

　ざわっ！

　クラスメイトたちの視線が一斉に集まる。

「あ、いや！　そういうのじゃないから！　ちょっと相談したい事があるだけ！」

　両手を大きく振って何かを期待する空気を拡散すると、そのまま屋上へと向かう。手を握ったりはしないけれど、早少女もそそくさとついてきた。

　例によって、屋上には誰もいなかった。

　ここを独占していた一大と早少女が実はニセ恋人だったと知れ渡っても、昨日の今日で代わりにこの場所を使おうという者はいないようだ。

「ごめんね、一大。今日はお弁当とか用意できなくて……」

「外泊中だしな。そう思って、こっちが用意してきた」

　そう言って、持参した巾きん着ちやく袋ぶくろから二人分の弁当を取り出す。と言っても、簡単なサンドウィッチだが。

「あ、ありがと。いただきます」

「そういや、ちょっと意外かな？」

「え？　何が？」

「鷹たか奈なや真さな愛えがいないから、学校じゃ猛攻かけてくるかと思った」

　一昨日の夜からの展開を考えると、ライバルの手が届かないここは早少女さおとめだけのテリトリー、絶好のアピールタイムのはずだ。

「ん。鷹奈や真愛とも約束したの。とりあえず学校ではおとなしくしてるって。正直、今までニセ恋人で大っぴらにイチャイチャしてた分、ボクもちょっと恥ずかしいし。それに、今はまず真愛の事を解決するのが最優先だと思うから」

　チーズサンドをかじりながら、早少女が答えた。

「オレの話もそれなんだ。昨日は、どうだった？」

　ここに来たのは、今までのようにいちゃつくというか、いちゃついている事をアピールする偽ぎ装そう工作のためではない。一かず大ひろが複数の女の子から好意を寄せられている真っ最中なのは周知の事実でも、真愛の状況などは万一外に漏れたらまずい情報だ。

「大丈夫。特にトラブルとかなかったし」

「そうか……。何とか早いうちに、穏おん便びんに解決したいよなぁ」

「うん。ボクたちに何かできる事があればいいんだけど」

　早少女にしても、ライバルであると同時に親友だ。

　一大を譲る気持ちは毛頭ないけれど、それ以外の面では真愛にもちゃんと幸せになってほしいと考えている。

　要は分け合える幸福や本人固有で他人と競う必要がない幸福と、たった一つをみんなで奪い合う幸福があるから話がこじれる訳で。

　険悪になっている最中でも、一大がネットで早少女を誹ひ謗ぼうする書き込みに反発してしまったように『親友に幸福になってほしい』という気持ちの根っこにウソはないのだ。

「さすがに何日もあのままって訳にはいかないよな……。マスターの好意に甘えっぱなしっていうのもマズいし」

「よかったら一大も、放課後大おお船ふねさん家ちに顔出してよ。さすがにボクたちも落ち着いたし、みんなで相談した方がいいと思う」

「……そうだな」

　環境が変われば多少は冷静になるし、さすがに有ゆう悟ごという第三者の目があるところでは派手な争奪戦は控えるだろうし。

「ボクのトラブルは解決して、仕事の方だってこれからも上う手まく続きそうだけど、真愛の問題はこれからなんだよね」

「そっちの仕事は万事ＯＫって事か」

「うん。本当は一かず大ひろにもちゃんと報告しなきゃいけないんだけど、バタバタしてて後回しになっちゃった。ごめんね」

　直前にネット世論の流れが変わったせいもあって、早少女さおとめの大胆告白は概おおむね好意的に受け取られた。

『幻ソワ』関係者の中でも『彼氏』の存在を快く思っていなかった局側のプロデューサーも現金なもので、プラスの話題作りになったと手のひらを返したらしい。

　深夜アニメの主役級ヒロインのオファーが何件も飛び込んでいるが、早少女がまだ学生である事と、話題に乗って急に仕事を増やすと何のきっかけで反動があるかも分からないという判断で、洋よ梨り子こ社長と野の間まマネージャーが慎重に吟味しているところだとか。

「そりゃよかったな」

「うん、ありがとう。一大のおかげ」

　早少女の場合、本気の恋とは別に当初の不純な目的──役者としての実力アップ──はしっかり達成された。鷹たか奈なも桃もも乃のとの件にケリをつけたから、ニセ彼氏としてのミッションは完了している。

　だが、真さな愛えは違う。

　彼女は未いまだに、天てん弓きゆう院いんの家に束縛されている。

　面倒なのは、例えば家を飛び出して完全に解放されるというのが解決策にならない事だ。

　真愛自身が唯一の後継者としての責任感は持っているし、今の立場から逃げ出したいと考えている訳でもない。

　己を磨くための時間と、その期間の自由が欲しいだけだ。

　はっきりした着地点が見当たらないだけに、解決が難しい。

「「はぁ……」」

　真昼の陽光がため息をつく二人を照らし、くっきりと濃い影を描き出していた。




　真愛の件があっても、財団代表代行として日々果たさねばならない仕事は変わらない。

　細々とした実務は各セクションの担当者に任せるにしても、最終的決済や各種チェック、取引相手との意見交換など、責任者である志し束づかが行わなければならない事は山積みだ。

「ふぅ……っ」

　高性能パソコンが複数台設置され、無数の書物とファイルで壁面を埋め尽くした、いわば外部まで拡張した志束自身の頭脳とも言うべき部屋。

　文化支援部門から上がってきた稟りん議ぎ書しよを読み終え、志束は小さく息をつくと、メガネを外して眉み間けんを揉もみほぐす。

『代行、お客様がお見えになってます』

　不意にインターホンから、秘書の声が聞こえた。

「来客の予定はなかったはずだけど？」

　激務の最中だ。わざわざ屋敷まで来訪して来た相手には悪いが、アポイントメントのない以上は引き取ってもらおうか。

『それが、その……三み隅すみ様でして……』

「何ですって！」

　真さな愛えや志し束づかの影響力を排して財団の乗っ取りを目もく論ろむ、一族反主流派の筆頭。以前に真愛と交際する一かず大ひろに無理難題をぶつけてきた男。

　それがどうしていきなり？

　どうせろくでもない目的だろうが、天てん弓きゆう院いんの血筋の中では格上だ。邪険に扱う訳にもいかない。

「失礼のないように応接室へお通しして。わたしも、すぐにそちらへ向かうわ」

『それがその……直接談判すると言って上がり込み……』

　秘書の声は、重いドアが開く音で断ち切られた。

「失礼するよ。火急の用件なのでね」

　入室してきたのは、もちろん三隅だった。

　一緒にいるのはボディガードだけではない。他にも二人──三〇過ぎの瘦せぎすの男性は来くる栖す。それよりはやや年長の、太った女性は天弓院盾じゆん子こ。

　それぞれ本家──真愛に近い血筋を持つ天弓院記念財団の理事ではあるが、三隅同様財団を私物化しようとしたり、分割解体して己の取り分を確実にかすめ取ろうと企たくらんだり、あるいは非営利事情を切り捨てて収益拡大を徹底せよと主張する派閥の有力者だった。

　即すなわち、志束にとっては明確な敵。

　それが己の聖域と呼ぶべき部屋へと、ずかずかと侵入してくる。抑えきれない不快さに、眉間が強こわ張ばる。

「事前の連絡もなく失礼ではありませんか？　ここは、財団代表代行であるわたしの執務室ですよ。用件があるのなら、応接室でうかがいます」

　下げ卑びた笑みを隠そうともしない相手に圧力を加えるべく、厳しい声音を投げかける。

　だが──。

「そう。あくまでも代表代行。あなたがその職に就いているのも、この屋敷に住んで真愛の後見人となっているのも、非常時ゆえのやむを得ない措置がそのまま既成事実化しているに過ぎない」

　口元をにやにやと歪ゆがめ、三み隅すみが尊大そうに胸を反らした。

　イタリア製の高級オーダースーツだが、襟えりのラインがシャープで生地の色合いも明るい若者向けで流行に沿ったデザインだ。三隅本人の年齢や体格にはまったく似合っていない。その上で偉ぶった姿勢を取るとますます不ぶ格かつ好こうに見える。

「わたしは忙しいんです。曖昧な物言いは時間の無駄でしょう？　お話は単刀直入に仰おつしやってください」

「以前君から紹介してもらった、ええと何といったかな？　あの一般市民の……そうそう、八や木ぎ本もととか言ったか？」

　癇かんに障る言い方はイヤミのつもりだろうが、かえって三隅自身が一かず大ひろを必要以上に意識している事を強調してしまっていた。

「あの男、真さな愛えの恋人と聞いていたのだが、どうやら別の女性とつき合っているという噂うわさが聞こえてきてねぇ」

　やはりそうか。

　既にネットの最前線では『さつきほしみの宣言』によって鎮火した一件が、情報に疎うとい三隅たちの耳には今頃届いたという訳だ。

「その件については、真愛本人ときちんと話し合いました。あなたに紹介した時点では相思相愛ではなく、真愛の方が一方的に好意を寄せていて、八木本君は真愛に求められて恋人役を演じたという事です」

　下手にごまかすと後々矛盾をフォローしきれず、かえって不利になる。ここは最低限の事実を包み隠さず伝える方がいい。

　そう志し束づかは判断した。

「あら？　それでは志束さんは真愛お嬢様と共謀して、財団の理事でもある三隅さんをたばかったと──そういう事ですの？」

　分割派の顔役である盾じゆん子こが、わざとらしく反らした手の甲を口元に当てて訊たずねる。

「それは──」

　志束は返答に詰まる。

　ここで『そうだ』と答えれば真愛と志束、二人の悪意が証明され立場はぐっと悪くなってしまう。しかし正直に『自分も知らなかった』と言えば、志束自身の能力不足が指摘される上に、真愛から信頼されていないという事で代表代行の立場が危うくなる。

　どちらを選んでも大きな失点だ。

　いっそ『自分が真愛に指示して実行させた』と言えば、責任を一身に被って真愛自身だけは守る事ができる。

　しかしそれは一時しのぎだ。

　自覚と意欲が芽生えたとはいえ、現時点での真さな愛えはまだまだ未熟。志し束づかが側そばで支えなければ、あまりに危うい。

　特に、本来は水面下で対立している乗っ取り派と分割派が共謀して本丸を切り崩しにかかっている現状では。

　三人が一緒に現れたのは、結託をこちらに見せつけるため。そしてどこか一派が抜ぬけ駆がけしたり真愛や志束と裏取引をしたりしないよう、相互に監視し合うため。

　コンマ秒単位のスピードで、志束は判断を下した。

「──その件に関しては、ここでわたしの口から説明する事ではありません。いずれ、真愛本人からお話があるでしょう」

　どう答えてもデメリットが大きいのなら、回答そのものを断固として拒絶するしか手はない。

　血筋や格はさておき、実務上の地位はまだこちらの方が上だ。

　少なくともこの対応で、時間は稼げる。

「その真愛お嬢様はどこです？」

　利益優先派を束ねる来くる栖すが、細い目で志束をねめつける。

「学校に決まっているじゃないですか」

　これは単なるごまかしではない。きちんと登校した事は、マツリから報告を受けている。

「ふぅん……。学校ね。まあ、そうでしょうね。ちゃんとそこから、この屋敷に帰ってくるといいのですが……」

　含みを持たせようとしているのなら、露骨すぎて稚拙な言い方だ。

　しかしそれでも、この男が現状について少なくとも情報の一いつ端たんを握っている事はこちらにも伝わった。

　真愛の志束への反抗、勝手な外泊──いずれも大きな傷になる。

　臨時の理事会でも招集されて追及されれば、唯一の直系である正当後継者の真愛の立場そのものは安泰でも、志束の代表代行解任はあり得ない話ではない。

　その後、真愛は実権のない単なる名目上のお飾りにされて、乗っ取り派・分割派・利益優先派の主導権争いが起こる。そうなれば守り続けてきた財団の理想も理念も、何もかもお終しまいだ。

　どんなに長い間、慎重に大切に守り続けてきた伝統でも、一度失われればもう元には戻せないのだ。

「まあ、お二人とも。今日のところは代表代行もお忙しいようだし、説明したくないというのだから、ひとまずはおとなしく引き下がろうじゃあないか。我々は、嫌がらせをしに来たのではないのだから」

　空々しい口調で『代行』に強くアクセントを置く。

　人間性への嫌悪が本物の吐き気さえ催もよおす事を、志し束づかは初めて知った。

「そうだな。遠からず代行などではなく真さな愛え本人の口から、ちゃんとした回答をいただかなくてはね」

「万が一にもその心がけや能力に問題があるのなら、わたしたち理事がきちんと支えてやる必要がありますものね」

「では、いずれ。くふふふ……」

　含み笑いを残し、三人は退出していった。

「く……っ！」

　舌打ちは一度だけ。

　怒りや嘆きに費やす時間がもったいない。

　三派が手を結んだという事は、こちらが油断している間にそれなりの裏工作は終えているという意味だ。既に、後手に回らされている。

　志束はケータイを手にすると、財団理事の一人に電話をかける。

「伯父様、お世話になっています。志束です。実は……」

　理事会の中にも、真愛や志束の味方はいる。

　数の上では少数派だし、既に一線から身を退ひいた『長老』たちだから実務の面では頼りにならないが、それなりに顔は利くし、古くからの理念を尊重するから三み隅すみや来くる栖すの考えを苦々しく思っている者が大半だ。

　まずは彼らの団結を高め、こちらへの支持を求める。

　三隅たちの多数派工作への対抗策としては心こころ許もとないが、数少ない味方まで切り崩されては勝機がゼロになる。

　それから天てん弓きゆう院いんの内部ではなく、先代と縁の深い他企業の重鎮などに真愛の後見人になってくれるよう打診するという手もある。

　他の後ろ盾があれば、自分がいなくても何とかなる。そうすれば最悪、今回の『不祥事』をすべて自分のせいという形にして引責辞任、天弓院家からの絶縁を条件に、真愛の立場は守られる。

　志束が最初の留学を控えていた中一の時だ。

　親戚が集まる新年の祝賀会で天弓院の先代──真愛の父から教えられた事がある。

『今、普通に使われている〈経済〉という言葉は、幕末に〈エコノミー〉の訳語として仏典にある〈経世済民〉を当てたのが始まりだ。これの本来の意味は〈世の中を経営・運営して、民を救済する〉という事。単にお金を儲もうけるという意味ではないんだ』

　膝を屈かがめて視線の高さを合わせながら、諭すように、しかし子供として見くびったり甘やかしたりする態度ではなく、誠実に向かい合う。

『将来天てん弓きゆう院いんに残るにせよ、別の仕事をするにせよ、君が経済を学ぶのなら、その事を忘れないでほしい。そのような広い視野、深い見識を持つのが本当の賢さであり、世界全体を豊かで幸福にする力になる。期待しているよ』

　幼い志し束づかは、その言葉に肯うなずいた。

　あれが、経済人としての自分の原点だ。

　天弓院の分家に生まれ、利発さを評価され、だから将来に向けて経営学を学ぶのが当たり前だと考えていただけの志束に、明確な指標と誇りを与えてくれた言葉。

　そして自らその考えを体現し、実行している先代夫妻は目標であり、憧れでもあった。

　だからこそ二人が事故死した時に急きゆう遽きよ帰国し、財団を守ろうとしたのだ。

　言い換えればそれは、志束一人が奮闘しなければあの時点で天弓院記念財団の実態か理念か、いずれかが失われていたという事である。

　留学前に知っていた真さな愛えはほんの子供だったから、特に明確な印象を持っていた訳ではなかった。あくまで恩ある先代の忘れ形見としか考えていなかった。

　だが──。

『早々のご帰国ありがとうございます。志束おばさまの事は、常々両親から聞いておりました。財団の存続と発展のため、どうぞ未熟なわたくしにご助力とご指導をお願いいたします』

　真愛は、そう言って頭を下げた。

　ほんの数日前に家族の全てを失ったばかりの小学六年生がだ。

　孤独や悲しみを感じていないのではない。ただ、それに耐えている。いや、耐えようとしている。瞳は涙で潤み、今にも泣き出しそうだけれども、己の感情が溢あふれ出すのを懸命に堪こらえているのだ。

　あの時、志束は悟った。

　地位ある者が果たすべき高貴な義務という教えは、この少女に受け継がれ、確かに息づいている。ならば、この死を好機として天弓院を食い荒らそうとする身中の虫から彼女を守るのが、自分が果たすべき使命なのだと。

　あれから五年近くが過ぎ、今また危機が迫っている。

　この危難を乗り越えるには、真さな愛え自身が成長するしかない。

　些さ細さいなアルバイトから始まり、八や木ぎ本もと一かず大ひろとの出会い、そして親友でもあるニセ彼女三組の間の均きん衡こうという、神の配剤とも思える奇跡的な巡り合わせの末に、真愛の中に当主としての心構えが芽生えたのだ。

　せめてあと五年。

　真愛が素質を開花させ、気高さに見合う実力を得るために時間を稼がなければ。

　そのためなら自分の地位や名誉など、全部代価に支払っても構わない。

　悲壮な覚悟を胸に、しかし今の志し束づかにできる事はあまりに限られていた。




　放課後──一大は早少女さおとめと連れだって大おお船ふね家を訪れた。

「ただいま……って言うのも変だよね。お邪魔します、星ほし川かわです」

「おお、お帰り。八木本君も一緒か。他の二人は、先に帰ってきてるよ。メイドの人は、買い出しに行ってもらってる」

　奇妙なあいさつをする早少女を、有ゆう悟ごが笑顔で出迎えた。

「まあ、一大様」

「カズ、いらっしゃい……って、あたしの家じゃないのにこれは変か。もともと有悟さんとはカズの方が親しいんだもんね」

　居間では四角いちゃぶ台で、制服姿のままの真愛が文庫本を広げていた。現在の大船家には、勉強に使えるような机がないのである。

　そして隣では、鷹たか奈ながせんべいを囓かじっている。こっちが読んでいるのはマンガだ。

「気持ちも落ち着いただろうし、これからの事を話し合おうかと思ってさ」

　一大と早少女も、座布団の上に腰を下ろす。

「あ、お茶は勝手に飲んでいいって、有悟さんが」

　鷹奈が雑誌を閉じる。

「わたくしがお淹いれしますわ」

　真愛がエアーポットから急須に湯を注つぎ、一大と早少女に湯飲みを差し出す。電気によるサーモ機能がないから、彼女でも使えるのだ。

　出されたのは、スーパーでも売っているごく普通の玄米茶。

　店ではコーヒーの味にとことん拘こだわっていた有悟が、自宅ではこんな感じで寛くつろいでいるのかと思うと、ちょっと意外だった。

「これからの事と言いますと、わたくしたちの将来についてですね？」

「ち、違うよね、カズ！　あたしの事だよね？」

「ま、待てってば！　何でいきなりそっちに先走る？」

　もう彼女たちがいる現場に一かず大ひろがいると、何がきっかけでアピール合戦が始まるか分かったものではない。

　約束があったとはいえ、学校でおとなしくしていた早少女さおとめの節度がありがたい。

「これからの事っていうのは、要するに真さな愛えさんの家出の件だよ」

　真面目な話だと態度で示すべく、一大は正座して意識的に背せ筋すじをまっすぐ伸ばした。

　それを見て、横座りだった真愛も膝を正す。

「条件闘争って言ってるけど、真愛さん自身はどういう譲歩を引き出したいの？」

　単刀直入に切り出す。

　ニセ彼氏三連続問題もそうだったが、複雑に絡み合った問題を一塊のまま、抽象的に解決しようとしても上う手まくいくはずがない。

　一個ずつ、具体的なパーツに分解すれば糸口も見つかるはず。

「……それは……その……。思えば外出もアルバイトも禁じられた追い詰められた状況で、早少女さんの歌に勇気づけられ、しかも志し束づかおばさまが不在という好機で、衝動的に行動してしまっただけかも知れません」

「ついノリでやっちゃったって事だね」

　口ごもった末に出てきた真愛の告白を、鷹たか奈なが簡単な言葉に翻訳した。

「何をいつまでにどうしたいのか、それをはっきりさせないとズルズル長引いてしまうよ。志束さんとも気まずくなって、ますます面倒になるし」

「そうですわね……。ご助言、ありがとうございます」

　真愛は畳に指先を置き、丁寧に頭を下げた。

「基本的なところといたしましては、やはり今後は婚約やお見合いを勧めるのを止やめてもらうのが最優先でしょうか。できれば『スウィート・ドロップ』でのアルバイトも再開したいですし……」

「うん。そのくらいなら、話の持っていき方次第で志束さんもＯＫしてくれると思うよ」

　そもそもがニセ彼氏という小細工が最悪の形で発覚したせいで、必要以上にこじれてしまったのだ。

「真愛さん自身ちゃんと財団を継ぐ気持ちはあるんだし、バイトとかの社会経験も含めて、そのあたりきちんと勉強するっていう事なら反対はしないと思う」

「一大様」

　真愛の瞳がきらきら輝く。

「一大様は、そこまでわたくしの将来に心を配ってくださるのですね」

　ビクッ！

　歓喜する真さな愛えとは対照的に、早少女さおとめと鷹たか奈なが厳しい目で身構える。

「あっ！　い、いや、その……勘違いされたら困るんだけど、真愛さんを選んだっていう訳じゃないから！　友達としての助言だから！」

「友達……？　それはつまり『君の事はいい友達だと思っている』という、おばさまの蔵書にもあるようなお断りの言葉……？」

「そ、それも違うから！」

　誤解を解こうとした言葉が、新たな誤解を生み出す。

「その……今はまだ彼氏彼女じゃないけど、三人とも恋人候補の、特に大切な友達なんだってば。だから、特別な友達として真愛さんにも幸せになってほしいっていう気持ちは本当だから！」

　客観的に考えると、ずいぶん身勝手な内容を言ってるような気がする。

　最初のきっかけが向こうにあるとはいえ、結局女の子三人の間をどっちつかずでふらふらしている訳だから。

「ですが……わたくしの幸せは一かず大ひろ様抜きにはありえません」

　真剣な表情で真愛が告げる。

「そ、それ言うならあたしだってそうだよ！」

「ボクも！」

「志し束づかおばさまと交渉するのならば、一大様との交際を認めていただくのも必須条件です。正式に婚約すれば、わたくしの立場も安定し、将来に向けての勉強にも専念できるようになりますから」

「ちょっと待って！　それじゃ結局真愛の都合でカズを縛っちゃうって事でしょ？　それってよくないよ」

「一大はそれでいいの？　天てん弓きゆう院いんの家に入っても構わないの？　一大本人の気持ちが一番大切で、彼に決めてもらうためにボクたち仕切り直したんじゃない！」

「えーと……」

　言葉に詰まってしまう。

　正直なところ、そこまで本気で将来の事を考えている訳ではない。

　しかしここではっきり『ＮＯ』と答えるのは、『真愛を選ばない』と断言してしまうのと同じ事だ。

　敢あえて言えば、天弓院に入る覚悟や積極的な意思がある訳ではないけれど、無数の選択肢の一つには『真愛を選んで、婿入りする』というものも存在する。

　絶対に拒否したいという訳ではないのだ。

「どうなんですの、一かず大ひろ様？」

　悩んでいると、真さな愛えが問い詰めてくる。

「ごめん……。まだ決められないから、答えられないけれど……一つだけ、今はっきり言える事がある」

「何ですの？」

「何よ？」

「教えて、一大」

「確かに、気持ちの問題を無視して状況だけで判断すれば、オレが真愛さんの恋人になれば問題は解決するのかも知れない……。けど、だからこそそんな理由で真愛さんを選んじゃいけない……そう思うんだ」

　確かに一大が真愛と婚約し、将来は天てん弓きゆう院いんグループの一員として働く事を承諾し、志し束づかもそれに同意すれば、現状のトラブルはほぼ解決する。

　真愛が嫌いという訳ではない。魅力的だと思うし、彼女にしたい候補としては頭の中の三分の一を占めている。

　恋愛が何かを始めるきっかけになったり、何かを続けていく力になる事はあるだろう。

　さまざまな感情を実感して、役者としての表現力を広げた早少女さおとめのように。

　今まで無頓着だったファッションに感心を持つようになった鷹たか奈なのように。

　そして真愛が志束の庇ひ護ごと束縛から離れ、己を高めようとしているように。

「何かを『解決』する手段として恋愛を使うのは、やっぱり間違っている。そうするのが好都合だからって理由で、つき合う相手を選んじゃいけない……んじゃないかな？」

　誰でもいいから彼女がほしい、という時には想像もできなかった。ニセ恋人三件に巻き込まれ、そして今『選ぶ側』になって考えるようになった事だ。

　じゃあどんな理由で選ぶのかと言われると、まだそれもはっきりしないのだけど。

「……そうですわね。わたくしが、少々先走ってしまいました」

　しゅんと項垂うなだれた真愛が小声で答える。

「うん。分かってくれれば、オレも嬉うれしいよ」

　しかしこれは問題を棚上げしただけだ。

　恋愛を解決手段として用いないという事は、真愛が置かれている状況をクリアする道筋が相変わらず見えないままという意味でもあるのだから。

　どうすればいいのか──四人が全員考え込む。

「はは。行き詰まっているようだな。少しリラックスして気分を変えれば、いいアイディアも浮かぶんじゃないか？」

　空気の凝った部屋の中に、有ゆう悟ごが現れた。

　お盆の上には、コーヒーとミルフィーユが人数分。

「全盛期と同じ料金を取って店で出せるほどじゃあないが、我が家に来てくれたお客さんに振る舞う程度なら構わんだろうさ」

　一かず大ひろの内心の疑問を読み取ったかのように笑顔で答え、カップと皿を並べる。ケーキは、マツリが買ってきたものだという。

「若いうちはいろんな事に悩むのもいいもんだ。私はもう子供も孫も育て終わって、仕事も引退。後は余生を楽しむだけの身だが、君たちにはまだまだ伸びしろがある。しがらみも能力の限界もあるから、どんな道でも好きに選べるとは言わんが、それでもまだまだ可能性はあるんだ」

「……確かにそうですけどね」

　一大の頰ほおが、中途半端に緩ゆるむ。

　人生の大先輩である有悟の助言はありがたい。

　確かに力不足な事もあるし、両立しない事もあるから、どんな夢でも信じれば叶かなうという訳にはいかない。

　例えば美お味いしいコーヒーを淹いれる能力のない朋ともが、メイド喫茶へと模様替えして店を存続させたように、工夫で道が開ける事だってある。

　それでも一大が真さな愛えと鷹たか奈なと早少女さおとめ──同時に三人の彼氏になるなんてのは不可能だし、この状況を永遠に続けている訳にもいかない。

　その時、チャイムが鳴った。

「おや、誰だろうな？」

　玄関に向かう有悟を、一大はつい目で追ってしまう。

　戸を開けると、そこに立っていたのは志し束づかだった。

「失礼します。急な用件ができてしまったもので……」

　いつもの張り詰めた表情ではない。顔色が青白い。

「まずは上がってください。コーヒーでも淹れましょう」

「いえ。このままで……」

「おばさま！　どうしたのですか？　わたくしが何らかの結論を出すまで待ってくれるという約束ではありませんか？」

「どうなさったのですか、志束様？」

　呼ばれるよりも早く、声を聞きつけた真愛が居間を飛び出して抗議する。主あるじの来訪に、台所に引っ込んでいたマツリも顔を出した。

　二人を前にして、志し束づかはただ力弱く首を左右に振った。

「ごめんなさい……。わたしもあなたの気持ちを尊重したかったわ。だけど、事態はそれどころじゃなくなったのよ」

　立ち尽くしたままで、志束は絞り出すように説明する。

　三み隅すみを始めとする天てん弓きゆう院いんの反主流派に今さら『一かず大ひろが本当の彼氏ではない』事が発覚してしまった。それを好機と、本来は反目し合っているはずの各派閥が手を組み、志束の追い落としや真さな愛えの責任追及などに動き出したという。

「最悪の場合、わたしが泥を被る事であなたの立場だけは守るつもりよ。それでも、早急に手を打たないと財団の存亡に関わる状況だわ。あなた自身の口から三隅や来くる栖すに何らかの説明をしなければならないでしょうね」

「……そんな……」

　真愛の顔も青ざめる。

「しっかりしてよ、真愛！」

　その細い肩を、鷹たか奈なが両手で支えた。

「その連中がどんだけ手強いのか知らないけどさ。カズを巡ってあたしや早少女さおとめに立ち向かうのと、どっちが辛い戦いな訳？　ピンチってのはさ、攻め時でもあるんだよ！　相手が殴りかかってくれば、こっちの拳も届くんだから！」

　武道家らしい物言いで励ます。

「……ですが……このままでは志束おばさまや財団そのものにも……」

「だからこそ真愛がしっかりしなくちゃダメなんでしょ？」

　うつむき震える真愛の指を、早少女が握りしめた。

「ボクの歌で、勇気出せたんでしょ？　それって恋愛専用の勇気？　違うよね？」

「鷹奈さん……。早少女さん……」

　真愛が顔を上げた。

　その瞳には、小さいが強い光が点ともりかけている。

「その……今回の件は、オレの存在がトラブルの種になっちゃってるし、スケール大きい話だからオレ自身が力になれるかどうかは分からないけどさ。それでも真愛さんは一人ぼっちでも無力でもないんだ。それに相手がはっきりしているんだから、冷静になれば対処の糸口はあると思う」

「一大様……」

　肩も手も塞がっているから、一大はどこにも触れられない。だから、ただまっすぐな笑顔を真さな愛えに向けた。

　確かに厄介なトラブルかも知れないが、見方を変えれば早少女さおとめの件よりは具体的だ。

　何人存在するかもどこまで本気なのかも分からないファンの群れという、とらえどころがない雲のような存在に立ち向かうのとは違う。

　財団の反主流派というのは目的も明確だし、はっきりとした顔も名前もある人間たちなのだから。

「お嬢様」

　それまで静観していたマツリが、いつも通りの冷静な口調で告げる。

「確かにお嬢様は世間知らずの箱入り娘でした。それは事実です。しかし、その箱のフタを自らの手で内側から開き、既に半分ほど身を乗り出しているのです。もっとご自分を信じてもよろしいのではありませんか？」

「わたくしの……力……？」

「たとえるのならば、まだ膜は破られていないにせよ、もう先っちょは入っているのです」

　いい事言ったと感心したのに、どうしてこの人は余計なオマケをくっつけるのか──一かず大ひろは頭を抱えたくなった。

「だ、壇だんさんっ！　あなた何を……っ！」

　これまで自分の前では猫を被っていた使用人の意外な発言に、志し束づかが言葉を詰まらせる。

　だが──。

「ご安心を、志束おばさま。壇さんがこれまでにも、言葉の端々にその……特殊な言い回しを混ぜていたという事を、わたくしもつい最近知りました。これからはそれを鵜う吞のみにしないよう注意いたします」

　ちっ！

　無表情のまま、マツリが小さく舌打ちするのを一大は聞き逃さなかった。

　やっぱりこの人、真愛が気付かないのを楽しんでいたのか。

「それでも壇さんが優秀なメイドであり、わたくしの事を理解し、気遣ってくれるのも事実です。ですから、どうか彼女の扱いは今まで通りで」

　真愛の笑顔を見て、一大も気付いた。

　マツリがあくまでも『何も知らない真愛にエロワードを教える』のを続けるつもりなら、志束の前で今の発言をするのは致命的なミスだ。

　それにもかかわらず言ってしまったのは、マツリ自身が身近な人間として真愛の成長と、変わる局面の重要性を理解しているからに違いない。

「一大様」

　真さな愛えが、一かず大ひろへと向き直る。

「本当に、わたくしに解決できる事だとお思いですか？」

　数秒、沈黙して考える。

　軽々しく気休めを口にしたりはできない。

　マツリが真愛を信じて発言したように、一大は真愛から信頼されている者にふさわしい言葉を告げるべきだ。

「もちろん保証なんてできない」

　だから、まずこう言った。

「財団内の敵って言っても、オレが少しでも会った事があるのは三み隅すみさんって人だけだし。だけど人間と人間の関係だから絶対に不可能な事なんてないって、オレは信じてる」

　そして、こう結論した。

「そうですか……」

　真愛の瞳に、光が点ともった。

　それは小さいけれど、純粋で力強い、揺らめかない輝きだ。

　心なしか微かすかな圧力まで感じる。

「思えばわたくしがアルバイトを始めた時、最初に考えていたのはただ『もっと広い世界を知りたい』『多くの人と接したい』『志し束づかおばさまのようにきちんと働ける人間になりたい』という漠然としたものでした。たとえるなら特定の誰かを前にして心をときめかせるのではなく、ただお話の中の恋に恋をしているような、幼い気持ち。何を学ばなければならないかさえ知らずにいたのですね」

『恋に恋して』のあたりで、なぜか志束が恥ずかしそうに視線を逸そらした。

「ですがそこで実際に出会ったのは、名前を持たない『世界』や『人々』などではありませんでした。朋とも店長。沙さ羅らさんや真ま帆ほさん、カリナさんなど諸先輩方。実際に一人一人のお名前を知る機会はありませんが、それぞれ違う形で店を満喫するお客様」

　それぞれの顔を思い描いているのか、真愛はまぶたを閉じる。

「そして、他の誰でもない一大様」

　再び目を開き、一大の手を取る。

　触れてきた指は華きや奢しやで、柔らかい。

「ニセの恋人を引き受けてほしいというわたくしの身勝手なお願いを快く引き受け、親族からの無理難題にも立派に応えてくださいました。本当にありがとうございます」

「う、うん。まあ……。でも前に三隅さんから難癖つけられた時は鷹たか奈なや早少女さおとめに助けてもらったし、土壇場では真愛さん自身がフォローしてくれたしね」

　とんでもないイベントだからはっきりと記憶に残っている。

　プロのボディガードと一本勝負をやらされた時は、鷹たか奈なからトレーニングを受けたパンチで何とか切り抜けたけれど、本物の名画と模作を見分けろと言われた際はまるっきり打つ手がなかった。

　それを、真さな愛え本人が堂々とその場で答を教えてくれたのだ。

「あの時わたくしは言いました。助けてくれる人からの信頼を得る事も、またその人自身の力の一部であると。ならば今、わたくしにその力──頼れる人が側そばにいるという力があると、信じてもよろしいのでしょうか？」

「もちろんだよ！」

　触れたままの指を、一かず大ひろは力を込めて握り返した。

「当然！」

　鷹奈がぐっと力こぶを作る。

「ボクだって！」

　早少女さおとめは笑顔でウインクした。

「これはわたくしが挑まれた戦いです。しかも、わたくしの大切なものを侵害し、奪おうとする者との戦い。ならば絶対に負ける訳にはいきません」

　一大には分かった。

　彼女が言う『大切なもの』というのは単に天てん弓きゆう院いんの家や財団という組織ではない。

　代々受け継がれてきた理想や理念、そして今この時それを全力で支えている志し束づかという具体的な人間だ。

「おばさま」

　手を放し、真愛は志束へと向き直る。

「まず改めてお詫わびいたします。今回の家出の件、わたくしが浅慮でした」

「えっ？」

　いきなり頭を下げた真愛に、志束が目を丸くする。

「おばさまと対決し、交渉する必要があったのは確かです。ですがわたくしは焦りのあまり己の身柄を交渉材料にするという、誤った手段を取ってしまいました。身一つで戦おうというのなら、文字通り己の肉体を守るだけの力と、日常生活を問題なく営む技能が必要だというのに。布団の上げ下ろし一つ満足にこなせなかったのですから」

「わ、分かればいいのよ」

　単に驚き戸と惑まどっているのではない。志束が気け圧おされていると、一大は感じた。

「それでは明日──では間まに合いませんわね。いろいろ準備や根回しも必要ですし。そうですね。三日後の金曜、三み隅すみのおじさま方を招待していただけますか？　そこでわたくしから皆様にお話しいたします」

　不安も揺るぎもない、毅き然ぜんとした態度できっぱりと告げる。

「そ、それは……手配できるけれど……。招待って、どこへ？」

「向こうが戦いを仕掛けてきたのです。ならば挑まれた王者が出向いていく必要はありません。こちらのホームグラウンドへ来ていただきましょう。早少女さおとめさんへの中傷をはね除のけたのが早少女さん自身が積み重ねてきた実績であったのと同じように、わたくしも己の蓄積を武器として戦えばいいのです」

　返答は抽象的だったので、志し束づかはまだ小首を傾かしげたままだ。

「多くの人に優しく、公正に、誠実に接する。これは豊かな者の義務でしょう。しかし同時に容認しがたい敵に対しては容赦せず、徹底的にたたき伏せる──これも、守るべきものを持つものの責任です」

　ぞくっ！

　一かず大ひろの背せ筋すじに冷気が走った。

　かつてニセ早少女──鈴りん音ねのキスをブロックした手を消毒された時の凄すご味みに似ているが、ずっと強く、冷たい。

　アルコールで皮膚を拭ふいた後の、鮮烈ではあっても一瞬で消えてしまう刺激とは違う。精緻な彫刻に触ってみたらそれが鋼鉄製だったかのような、優美で繊細でありながら強きよう靱じんさを内に秘めた冷たさ。

　見ると、早少女と鷹たか奈なはこの雰囲気や口にしたフレーズに心当たりがあるのか、納得顔で肯うなずきあっている。

「真さな愛え……あなた……？」

「安心してくださいませ、おばさま。わたくしは、戦います。そして勝ちます」

　決意表明と呼ぶにはあまりに穏やかで優しく、それでいて気高く力強い声音。

　一大は確信した。

　むしろこれは、予言なのだと。





第７話　星が生まれた日







『本日貸し切り』

　ポップな書体でそう書かれた木製のプレートが『スウィート・ドロップ』のドアにかかっていた。

　もともと営業オプションとしてちょっとしたパーティなどにも利用できるが、今日は状況が異なる。客席に着いているのは、この店本来の客層とは異なる人々だった。

「まさか、真さな愛えがこんな店で働いているなんてねぇ」

　テーブル席の一つを占める三人組の一人──天てん弓きゆう院いん盾じゆん子こが大げさに嘆く。

「まったくだ。天弓院家の品格というものをどう考えているのやら。人の上に立つ者としての自覚がないのかね」

「まったくもって時間の無駄ですよ」

　同席している三み隅すみと来くる栖すも、同調して顔を歪ゆがめた。

　カウンター席の一番端に腰掛ける一かず大ひろは彼らに背を向けたまま、舌打ちしたくなるのを堪こらえる。

「我慢して、八や木ぎ本もと君」

「分かってますよ」

　隣の席に座る志し束づかからの小声に、やはり声を潜めて答える。

　来栖や盾子とは初対面だが、既に志束から紹介はされた。

　三隅は『あの時にはてっきり騙だまされたよ』と毒づき、来栖からは『真愛お嬢様をたらし込んで何を企たくらんでいたんだか』と聞こえよがしに言われた。盾子に至ってはこちらのあいさつに返事さえしないという有様だった。

　だが──。

「本来の当主である真愛の提案だ。それともお主らは、この程度を座興として楽しむ余よ裕ゆうも持たぬ人間なのか？」

　別のテーブルに陣取る老人が、三隅たちを威圧した。

　瘦せていて枯れた古木のような雰囲気だが、同時に年月だけがもたらす風格と迫力が備わっている。今の声にも、決して強い調子ではないが逆らいがたい重さがあった。

　天弓院麒き堂どう──血筋の上でも本家に近く、理事会の最長老とも言うべき男だ。実権はさておき、その言葉には未いまだに一定の重みがある。

　彼だけは、初対面の一大に右手を差し出して握手を求めていた。スーツ姿だが、まるでこれ見よがしに高級オーダーブランドの看板を着ているような三み隅すみや来くる栖すに比べるとずっと自然な雰囲気だ。

　志し束づかにこっそり訊たずねたところ、海外製品ではなく日本の気候風土、そして日本人の体格や仕し草ぐさ、生活様式を知り尽くした銀座の老舗しにせテーラーで仕立てたものだという。

「それにしてもこの店、懐かしいな。昔は九く比ひ戸と市随一の純喫茶だった。開店したのは昭和の三六……七年頃だったか」

「三八年です」

　麒き堂どうの向かいに座る有ゆう悟ごが答える。

「おお、そうだったか。いかんな。さすがに昔の細かい事があやふやになってきた」

「お互い歳としですからね」

　有悟も苦笑する。

「銀座や新宿にも滅めつ多たにないほどの美う味まいコーヒーを味わいたくて、足あし繁しげく通ったもんだ。それがこういう店になるというのは、時代の流れだのう」

　麒堂は懐かしげに目を細めた。

　天てん弓きゆう院いんグループは国際的に活動しているが、同時に地元社会にも深く根を下ろしている。世代的に近い麒堂が、若き日の有悟の店の常連客というのは自然な事だった。

「いずれにせよ。本家直系が当主となるというのは天弓院の不ふ文ぶん律りつ。そして現在、該当するのが真さな愛え一人なのもまた事実だ。その彼女が何らかの意図があってワシらを招いたのであれば、まずはそのもてなしを受けようではないか」

「……まあ、そうですね」

　麒堂の言葉に、三隅が渋々肯うなずく。

　事情説明その他のために関係者を『スウィート・ドロップ』に招待するというのが、真愛の提案だった。

　ホームグラウンドとして、彼女が選んだ戦場。

「えっと、お待たせしました」

　店の奥から、朋とも店長がとことことフロアに姿を見せる。

「『スウィート・ドロップ』にご来店いただき、まことにありがとうございます。本日は、当店で日頃勤務しているメイドさんと、本日限りの臨時バイトの違いを味わってもらうという特別趣向です」

　口こう上じように続いて、さらに三人のメイドが現れた。

　全員『スウィート・ドロップ』の制服姿。一人はもちろん真愛だ。だが、残りの二人はこの店のメンバーではない。

　一応しおらしい態度で微笑ほほえんでいるのは早少女さおとめ。

　慣れない服装で居心地悪そうにしているのは鷹たか奈なだ。

「あたしと真さな愛えちゃんがいつもの従業員組、こっちの早少女ちゃんと鷹奈ちゃんが臨時組。胸のプレートで名前が分かりますから、それで呼んでくださいね。それじゃ、よろしくお願いしまーす」

「よろしくお願いいたします」

「よろしくお願いします」

「よ、よろしくっ！」

　真愛は優雅に一礼し、早少女はちらりと横目でそれを見て倣ならう。鷹奈のお辞儀は『ぶん』と音がしそうなほどぶっきらぼうな勢いまかせだ。

「ふむ。では真愛さん。ワシにはホットコーヒーをいただこうかな？」

「ブレンドとアメリカンがございますが、どちらになさいますか？」

「ではブレンドで」

「はい。承しよう知ちいたしました、ご主人様」

　にっこり目を細めて注文する麒き堂どうに、真愛はスカートの端を軽く持ち上げて答え、静かな足取りで奥へと引っ込んでいく。












「ならば私は、比較のために臨時組の方にお願いしようか。鷹たか奈なさんと言ったか。こちらには紅茶を頼む」

「えっ？　は、はいっ！　わ、わかりました、ご……ご主人様っ！」

　慣れない服装と慣れない言葉遣いが恥ずかしいのだろう。こちらは逃げるように厨ちゆう房ぼうへと駆け込む。

　一かず大ひろは、ちょっと首を伸ばして奥をのぞき込む。

　ここからだとキッチンの様子も少しは見えるのだ。

「ホットブレンドを一つ、お願いいたします」

「……了解」

　キッチンに詰めているのは円まる美みだ。真さな愛えからオーダーを受け、素早くコーヒーメーカーを操作する。

「こ、こっちは紅茶っ！　お願いっ！」

「……ホット？　アイス？　レモン？　ミルク？　ストレート？」

「えっ？　あ！　ご、ごめんっ。確かめてなかった！」

　ばたばたと慌あわただしい足取りで、フロアへ戻ってくる。

「ご、ごめんっ……じゃなかった。申し訳ありません、ご主人様。紅茶は熱いのと冷たいのどっちですか？　それと、レモンかミルクは？」

　焦っているせいで、ますます言葉遣いが怪しい。

「そうだな。ホットのストレートティーを頼むよ」

　喫茶店のウェイトレスとして訓練されていない鷹奈がミスをするのも織り込み済みだったようだ。有ゆう悟ごはいたずらっぽく含み笑いをして、詳細な注文を告げる。

「ふん。こんな店のコーヒーや料理など、口にできるものではないだろうに……」

「まあまあ、三み隅すみさん。どうせ余興みたいなものですから。そうですね……えっと、早少女さおとめか。君、オーダーを取りにきたまえ」

「はい。承しよう知ちいたしました、ご主人様」

　鼻につく来くる栖すの態度だったが、早少女はまったく気にする様子もなく、笑顔でテーブルに近づく。

　見ている一大には分かった。

　あれは、演技だ。

　さすがプロの役者。本心ではむかっ腹ぱらが立っていても表面的には何事もないかのように振る舞っている。

「こういうところは、オムライスに字を書くサービスがあるものだろう？　私にはそれを頼むよ」

「あぁら？　来くる栖すさんはこの手の店の事をご存じなのかしら？」

「経済雑誌でちらっと見ただけですよ」

「ふん。そういうものかね。私は下々の連中が楽しむような店の事は興味がないからな。では、私も来栖君と同じものを頼む」

　まるであのテーブルの周りだけ、どろっと濁った空気が立ちこめているみたいだ。

「承しよう知ちいたしました、ご主人様。少々お待ちくださいませ」

　しかし早少女さおとめはそつのない芝居で応対し、キッチンへと下がっていった。

　その頃、既に有ゆう悟ごと麒き堂どうのテーブルにはオーダーした飲み物が運ばれていた。

「うん。さすがに昔の『甘かん露ろ』とは比べものにならない。しかし真面目な仕事をしているな。ネルドリップではなく機械だろうが、一級品とまではいかないまでも新鮮な豆を挽ひきたてで使い、ちゃんと一杯ずつ淹いれている」

　口元でカップを揺らして湯気の香りを楽しみ、麒堂が肯うなずく。

　さすが昔の『甘露』に通い詰めた通人。現在の『スウィート・ドロップ』の実情を正確に言い当てた。

　メイドカフェという業態上あまり凝ってコストをかける訳にもいかないが、それでもできる限り味にも力を入れるというのが朋ともの方針で、それゆえに一かず大ひろもできる限りの工夫をしていたのだ。

「うん。こちらも悪くない。温度管理がしっかりしてる」

「お褒めにあずかり光栄ですわ、ご主人様」

「え……っと。ど、どうもっ！」

　やはり真さな愛えはきれいな姿勢で優雅に礼を述べるが、鷹たか奈なの方はどこかおっかなびっくりの態度だった。

「ご主人様、ご注文は？」

　不意に、一大に朋が声をかけた。

　周囲を観察するのに忙しくて、自分も客役としてオーダーしなければならないのを忘れていたのだ。

「えっと。じゃ、オレもオムライスをお願いします」

「わたしにはカフェオレを。ホットで」

「承知いたしました。ご主人様、お嬢様」

　いつもは従業員の一大を相手にするのが面白いのか、満面の笑みで朋がキッチンへと下がっていく。

「くく……っ。姓こそ天てん弓きゆう院いんだが代行でしかない分家筋も、こういう店では『お嬢様』扱いか。お気楽なものだな」

　隅のテーブル席では三み隅すみが小声で、しかし聞こえよがしに呟つぶやいている。

　カウンターの上、お冷やのグラスをつかむ志し束づかの手が、小刻みに震えていた。

　厨ちゆう房ぼうの方に目を移すと、円まる美みがフライパンを振るって三人分のオムライスをこしらえていた。

　普段の営業では今までの『一かず大ひろの味』から大きく逸脱しないようにセーブしているが、今日は本気全開プロフェッショナルモードでいくと、事前に朋ともから聞いている。

「お待たせしました。ご主人様」

　程なく、それぞれの席にオムライスが運ばれてきた。

「お客様。何か文字はお入れしますかー？」

「あ、オレは別にいいです」

　朋はノリノリで訊たずねてくるが、一大は丁寧にお断りした。

　一方、三隅たちのテーブルでは──。

「どうせなら、真さな愛えお嬢様にお願いしようか。せっかく天弓院本家の当主様に命令できるチャンスだからね」

　嫌みったらしい口調で、来くる栖すが口元を歪ゆがめる。

「そういう事なら、私はそっちの鷹たか奈なとかいう娘に頼むか。おいっ」

　それよりもさらに不快な笑顔で、三隅が顎で鷹奈を呼ぶ。視線は明らかに胸に向けられていて、鷹奈はアルミのトレイでガードする。

「お冷やを、お換えいたします」

　役者ならではの観察眼と対応力で、冷水のポットを手にした早少女さおとめが割って入ってごく自然に三隅の眼まな差ざしをブロックした。

　素人しろうととは言っても、さすがに鷹奈に比べれば遙はるかに上う手まくこなしている。いわば『アドリブでメイドカフェの店員役』を演じているようなものだ。

　しかし日頃この店で働いている一大の目からすれば、やはりわずかながら粗あらが見えてしまう。

　例えば足運びがきびきびして気持ちがいいけれど、優雅さという点では真愛はもちろん、カリナや真ま帆ほと比較しても一歩譲る。

　その早少女の向こうから回り込むようなコースで、真愛と鷹奈が三隅たちのテーブルに向かう。

　足取りという点では、鷹奈は早少女よりさらにメイドさんらしくない。本来は武道家だから気品には欠けても確かな動作は得意なはずなのに、やはり恥ずかしさのせいでぎこちなくて危なっかしい。

「では、何とお書きすればよろしいでしょうか、ご主人様」

　ケチャップのチューブを手に、真さな愛えはあくまでも上品で平然とした態度を崩さない。

「そうだな。天てん弓きゆう院いんの全権を放棄するとでも書いてくれるかな」

　ガタッ！

　来くる栖すの言葉に、志し束づかが椅子を立つ。

「ははは。この程度で怒らないでくださいよ、代行。単なる冗談じゃないですか。正式な書類ならまだしも、オムライスにケチャップで書いたものが法的な効力を持つでなし。何でも構わない。適当に頼むよ」

「はい。承しよう知ちいたしました、ご主人様」

　来栖の挑発にもまったく動じず、真愛は専用の細いチューブ口を使って、黄こ金がね色のオムライスの表面にすらすらと筆記体で綴つづった。

　赤く記された文字は『ｎｏｂｌｅｓｓｅ　ｏｂｌｉｇｅ』。

「こっちも字は適当でいい」

　そう言って、三み隅すみはオムライスの皿をぐっと奥へ寄せた。

「え？　あ、あの……書きづらいんだけど……」

「身を乗り出せばいいだろうが」

　あれでは鷹たか奈なはテーブルを横切るように身体を伸ばすしかない。そうすると、ちょうどバストのあたりが三隅の目の前になる。

「どうした？　メイドは主人の命令に従うものだろうが？　それともこんな店のごっこ遊びじゃ、その程度の心構えもできていないのか？」

　三隅の顔に下げ卑びた笑いが浮かぶ。

　思わず一かず大ひろは立ち上がって注意したくなる。客役としては分を逸脱した行動だが、さすがに見過ごす訳にはいかない。

　さっきから上流ぶって他人を見下しているくせに、お前の方がよっぽどゲスな俗物じゃないか！

　しかし──。

「お戯たわむれはお止やめくださいませ、ご主人様」

　一大が怒りの拳を振り上げるよりも早く、真愛がごく自然な態度で割って入り、さりげなく手を伸ばして皿を引き戻した。

「メイドにはメイドなりの職業倫理というものがございます。命じられれば何でもするという訳ではありません。また、ご主人様にも相応の作法が求められる事をお忘れなく」

「……ふん……」

　顔を歪ゆがめた三み隅すみは、不愉快そうに鼻をならす。

　一かず大ひろは二重の意味で安あん堵どした。

　一つはもちろん、鷹たか奈なが嫌な目に遭わずに済んだ事。

　そしてもう一つは、真さな愛えのセリフがあそこで止まった事だ。

　マツリの発言に倣ならったのなら、メイドの心得として『肉棒』とかが飛び出さないか不安だったのである。

「はい、ご主人様！」

　鷹奈は声にあからさまな怒りを滲にじませて、オムライスの上に『バカ』と大書した。

　三隅は顔をしかめたが、自分で好きに書けと命じた手前、文句は言えない。

　鷹奈にしても『バカ』はギリギリかわいい反応だと言い訳できる妥協点だろう。本気で怒りを叩たたき付つけたのなら、あの程度で済むはずがない。

「やれやれ。食えたもんじゃないな」

「同感ですね」

　当てつけのつもりか。オムライスを一匙さじだけ口にして、三隅と来くる栖すが感想を述べる。

　一大は、また怒鳴りたくなるのを必死に堪こらえた。

　自分でも今味わったから分かる。

　確かに三隅たちが日頃味わっているような超一流の品ではないのかも知れない。それでもこれは、丁寧に手をかけたプロの仕事だ。

　下味を付けた卵にはほどよく火が通り、中のライスも一粒一粒がぱらりと解ほぐれるようになっている。バターライス本体の風味は強いが塩味抑えめで、字を書くケチャップの量が多くても少なくても、味のバランスが保てる。

　いわば『メイドカフェ用のオムライス』の到達点、完成形だ。

　あくまで家事の延長としてルーティン料理をこなしていた自分とはレベルが違う。比較するのさえおこがましい本物の料理人の技術。

　それに対してあんな評価しか下せない三隅たちは、経営者としての見識があると言えるのか。

　一大は疑いと軽蔑の眼まな差ざしを三隅たちのテーブルに向けるが、向こうはまったく気にする様子もない。

「味は三流だし、店員のしつけはなってないし、若いのだけが取とり柄えか」

　メイドカフェの雰囲気にも慣れ、タガが外れたのか。ますます態度が横おう柄へいになっている。大声で放言しては、まだテーブルの側そばに立っていた鷹たか奈なの胸へと手を伸ばした。

「きゃっ！　な、何すんのよっ！」

　鷹奈が身構える。

「やばいっ！」

　慌あわてて、一かず大ひろも席を立つ。

　だが一大が三み隅すみたちのテーブルに駆けつけるよりも早く、今度も真さな愛えが鷹奈と三隅の間に割り込んだ。

「お客様」

「何がお客様だ。ご主人様じゃないのか？」

「いいえ、お客様。一概にメイドカフェと申しましても、店ごとに提供するサービスは異なりますし、演出も変わります。いわば、それぞれの店の文化というものがございます。それを弁わきまえぬ不ふ埒らちな方は、当店でご主人様と呼ばれる資格はございません。本日、特にお招きした特別イベントでなければ、即刻退店していただくところです」

「き……貴様っ！」

「三隅！　お前さんたちの方が間違っておるぞ！」

　激げき昂こうしそうな三隅を、麒き堂どうが一喝する。

「招待されたパーティで場の作法を弁えず、出された料理に大声でケチをつける。そのような無礼が、天てん弓きゆう院いんの人間としてふさわしい態度か？」

　一族の長老格が放った雷鳴のごとき声に、三隅たちが黙り込む。

「ふ、ふん……。こんな店の女など、水商売のホステスと同じだろうが……。あの程度で腹はらを立ておって……」

　バンッ！

　一大は強い勢いでテーブルに片手を突いた。

「三隅さん。あなたは真愛さんに感謝すべきだ。今、あなたが助けられたんですからね」

「な、何を。貧乏人の小僧が聞いたような口を……」

「鷹奈」

　スプーンを拾い上げてひょいと放る。

　鷹奈はそれを空中でキャッチすると、指先でこね回す。食器はすぐに、直系三センチほどの銀色の球体になった。

「ひっ……！」

　三隅の顔が引きつった。

　さらにその球を指先でピンと弾はじいて、落ちてきたところを二本指で挟む。

　コトン。

　テーブルの上に転がったのは、きれいに両断された二つの半球。まるでウォータージェットかレーザーで切断されたかのように断面は磨かれた鏡になっていて、震える三み隅すみの姿を映している。

　尋常な力で可能な事ではない。

「前に、あなたのところのボディガードを倒したオレの正拳突き。あれを教えてくれたのは鷹たか奈なですよ。彼女がその気になったらあなた、無事じゃ済まなかった」

　三隅の顔が青ざめる。

「確かにあなたには地位も財産もあるんでしょう。でも、一人の人間として身一つで危険に立ち向かったり、表現したり、何かを成し遂げる事ができますか？　それだって人間の価値のうちです！」

「お、脅すつもりか……っ！」

「そうじゃない。あなたは今、真さな愛えさんの判断に助けられたんです。確かに彼女にはまだ未熟なところもあるけれど、真愛さんは知っているけれどあなたが理解していない事だってたくさんある。例えばこの店での作法や鷹奈が強いって事。それは経済学や絵の見分け方に比べれば小さな事かも知れないけど、それでもこの世界に存在する現実なんです！」

　強い思いを込め、一かず大ひろは訴える。

「その少年の言う通りだぞ、三隅。だいたいお主を脅す意味などないし、婉えん曲きよくな威迫が通じるほど敏さとい人間でもあるまい」

　麒き堂どうはつかつかと三隅たちの席へ歩み寄ると、来くる栖すが残したままのオムライスを一匙さじすくって口に入れた。しかも立ったままで。

「おじいさま！　天てん弓きゆう院いんの本家筋に近い者が、そのようなはしたない事を……」

「せっかくの手料理を無駄にする方がよほど不作法。心遣いの伴わぬマナーなど無意味な型でしかないわ」

　眉をひそめる盾じゆん子こを、静かな口調で叱る。

「うむ。香りから想像した通り、なかなかの味だ。材料は一級品とまでは言えぬものの、重層的な味付けで見事に万人向けかつ奥深い一品に仕上げておる。この良さが理解できぬのであれば、お主は看板の権威は重んじるが舌そのものの感度は低い三流だ」

　容赦ない評価が下された。

　料理でも美術品でもそれ以外の技術でも、一流を見極める感覚は一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは育たない。だからこそ豊かな者は幼い頃から本物を堪たん能のうしてその価値を理解する力を磨き、然しかるべき対価を払わねばならない。

　以前、真さな愛えや志し束づかから一かず大ひろも聞いた話だ。

「そもそもお主は、真愛嬢ちゃんが何を見せたくて、今日ここにワシらを招待したのか、それさえもまだ理解しておらんのだからな」

　麒き堂どうの追い打ちに三み隅すみは屈辱で唇を嚙かみ、来くる栖すと盾じゆん子こも顔を見合わせる。

「実に見事じゃったぞ、真愛嬢ちゃん。場を取り仕切る企画者として丁寧に客人を応対しつつ、他の働き手をしっかりと守り、理不尽な要求には毅き然ぜんとした態度で応じる──立派になったものじゃ。これも実地に働いた経験の賜たま物ものか。嬢ちゃんにアルバイトをさせた志束の判断は見事に実を結んだという事じゃな」

「お褒めにあずかり光栄です。麒堂おじさま」

　真愛の言葉と同時に、志束も立ち上がって一礼する。

「元喫茶店経営者として評価を付け加えるなら、ウェイトレスとしての仕事ぶりも丁寧で手慣れたものだったな。特に今日は、臨時の二人と比較したから真愛さんの熟達ぶりがよく分かった」

　有ゆう悟ごも火のないパイプを弄もてあそびながら、大きく肯うなずく。

「そ、そんな事を学んだところで何の意味がありますの！」

「そうです。私たちはあくまで財団本体の運営に関する決定を下すだけで充分だ。こんな現場を経験する必要なんかありませんね」

「お黙りなさい！」

　真愛の声が、氷の剣となって盾子と来栖を刺し貫いた。

「世の中の大半を占めるのは現場で働く人間であり、同時にその人たちが消費者であり、文化の担い手でも享受者でもあります。それを軽視する者は、人の上に立つ資格などありません。あなた方は小さな宝石箱の中に閉じこもって、市し井せいで生きる人たちの顔を見る事もなく、誰かがはじき出した数字を右から左へ動かすだけで世界を知ったつもりになっているだけではありませんか！」

「こ、小娘が知ったような口を！　お前こそまだ何も知らない子供じゃないか！」

「ええ。わたくしは小娘です。無知な子供です。だからこそ未来に向けて学び、成長しなければならないし、それができるのです。三隅のおじさま、あなたは天てん弓きゆう院いんの将来にどのような展望をお持ちですか？」

　感情的な罵ば倒とうに、痛つう烈れつな反撃が繰り出される。

　財団を解体して私欲を満たそうとする者には、答えられるはずもない問いだった。

「そ、それは……。そもそも財団を混乱させるような家出ごっこをしたり、ニセの恋人を立てて我々を騙だまそうとするなど、軽率な振る舞いを繰り返して！」

　追い詰められた三み隅すみは、今の流れとはズレた手札を強引に切った。

「ええ。その点については反省しております。ですからわたくしは今回の責任を取って、従来不ふ文ぶん律りつとされていた天てん弓きゆう院いん記念財団の当主は本家直系のみという決まりを、明文化された規約の改正においてはっきりと否定する事を提案いたします」

　静かだが厳おごそかで、感情を交えぬ口調で真さな愛えは宣言する。

「うむ。まあ、当然だな」

「普通、そうするわよねぇ」

「その考えには賛成するよ、ウン」

　反主流派の三人は真愛を譲歩させ、自分たちの意見が通ったと判断したのか、歪ゆがんだ笑顔で肯うなずきあっている。

「同時に、財団の理事会制度を大幅に改革します」

「何？」

　鳩はとが豆鉄砲を喰くったような顔というのは、この事を言うのだろう。

　予期せぬ真愛の言葉に、三隅は目を丸くする。

「一族の中からのみ理事を選ぶせいで世襲となっている現状を改め、外部から新しいメンバーを積極的に招き入れる事にしましょう。たとえ天弓院の血筋であっても、財団の理念を理解せず、芸術・文化・教育・医療などを支援する使命を尊重しない者は、どんどん排除します」

　理事は社会貢献事業に参加する栄誉そのものの価値を理解できる者を優先し、金銭的報酬は減額。その分をグループ各社従業員の福利厚生に回すと同時に、さらなる雇用拡大を図る。

　同時に現状では名ばかりの存在である監査機関の実権を強化し、理事の背任は厳しく取り締まる──真愛の口から淀よどみなく流れる提案は、既得権の上に居座り、金銭的な利益だけを求める者には受け入れがたいものばかりだった。

「ちょ、ちょっと待て！」

　三隅がうろたえる。

「天弓院の伝統はどうする？　いくら当主だからといってそんな横紙破りを……」

「伝統を遵じゆん守しゆするのが第一ならば、どうして先程の直系限定を廃するという発言には賛同したのですか、三隅のおじさま？」

「……くっ」

　鋭い指摘に、三隅は言葉を失う。

「そ、そんな事をして理事会が承しよう知ちすると思ってるの？」

　盾じゆん子こが金切り声を上げた。

「確かに反対は多いでしょう。しかし、この改革案に関してはグループで実際の経営を担当している各社社長、並びに従業員の労組代表から内々の協力を取り付けてありますし、恐らく理事以外の株主の皆様からも賛同いただけるものと確信しております」

　しかし真さな愛えは笑顔で答える。

　当主自身の強い意思と決断なしにはあり得ない──しかし言い換えれば、そのキーさえあれば可能な大胆な改革。

　もちろん具体的な細部まで真愛が考えた訳ではない。

　彼女が示したのは『現状の理事会制度を大幅に改め、理念に反して権益を貪むさぼりたがる身内を排除する』『敵が理事会内で多数派工作をしているのなら、こちらは現場で働く人々の力を束ねる』という方針だけだ。

　しかし実務全体を掌握している志し束づかが本気になれば、この提案に沿って具体的なプランを立て、実現するための根回しなどは二日もあれば完了するのだ。

　代々の理事にどれだけ力があっても、名目上の当主と現場の労働者、そして一般の株主が一致団結すればこちらが圧倒的な優位を勝ち取れる。権力だけしか持たない者がいかにそれを振りかざそうとしたところで、実際に手足となって動く人間の支持がなければどんな組織も機能しない。

　いわば最上位が基礎部分を味方につけ、中間の上層階で無駄にふんぞり返っている連中を排除しようという上からの革命だ。

「わたくしはこの店の主あるじ──朋とも店長から、伝統を継承するという事の本質を教わりました」

「えっ？　あたし？　あたし、何か言ったっけ？」

　驚いた朋は、指先で己の鼻の頭を差す。

「すべてをそのまま受け継げるのなら、それに越した事はないでしょう。しかし時代の変化で現実にそぐわない場合、表面的な形式を墨守するのではなく、伝えるべき本質が何であるのかを熟慮し、選び取る必要があるのです」

　真愛がこれほど雄弁に語る姿を、一かず大ひろは今まで知らなかった。

　それは他の皆も同じなのだろう。

　早少女さおとめや鷹たか奈な、保護者である志束、さらには敵であるはずの三み隅すみたちまで、ただ気け圧おされて聞き入っている。

「かつては一族の結束が力となり、また幼い頃から豊かな環境で育つ事によって人格も感受性も磨かれ、特権と同時にノブレス・オブリージュ──位高き者は徳もまた高くあるべしという精神を身につけるのが普通だったはず」

　来くる栖すのオムライスに、一かず大ひろは目を向ける。

　二口しか手を付けられていないから、ケチャップで綴つづられた文字は最初の『ｎ』が欠けているだけだ。

　彼らは気付かなかったのだ。

　あの言葉が真さな愛えからのメッセージであり、天てん弓きゆう院いんの本道に立ち戻るべしという最後の警告だった事に。

「しかしその伝統は既に形骸化し、私欲に走るばかりで義務を果たそうとしない者が増えているのが現実ではありませんか。ならば、財団の使命を果たすためにはそんな膿うみを絞り出さねばなりません。たとえ、血が一緒に流れるとしてもです」

　三み隅すみたち当人を目の前にして、真愛はきっぱりと『膿』と、財団に巣くう害毒だと言い切った。

　しかし反論はない。

　誇りと自覚、強固な意志が強い威圧感をもたらしている。

　力弱い魚が激流を遡って進めないのと同様、真愛に拮きつ抗こうする意思の力を持たぬ者はこの圧力に抗して言葉を放つ事さえ不可能なのだ。

「確かに指摘された通り、わたくしはまだまだ未熟な子供です。ならばこそ、これからの残された人生を財団の改革に捧ささげる所存。もちろん志し束づかおばさまや麒き堂どうおじさま、その他沢山の方々のお力添えをいただきたく存じます」

　視線を受けて志束や麒堂はもちろん、有ゆう悟ごや朋とも、早少女さおとめや鷹たか奈なも力強く肯うなずく。

　もちろん、一大もだ。

「言うまでもない事ですが、三隅のおじさま方も財団の理念に賛同するというのであれば、これまで以上の協力をお願いいたします。言っておきますが、わたくしは未熟ではあっても何一つ知らない子供ではありませんわよ。必要とあらば、はしたないと思われる言葉ややり口を使う事も知っています」

　それはつまり真愛の側に付かない限りは、いかなる手段を用いてでも容赦なく放ほう逐ちくするという宣言でもある。

　三隅たちは同意も反対もできず、ただ歯は嚙がみする。

「……五年もいらなかったわね」

　志束は小声で呟つぶやくと、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「ワシももちろん、真愛を指示するぞ。この娘の下に天弓院が再興するのならば、この老骨にもう一働きさせるくらい苦でもないわ。はっはっはっ！」

　大笑したのは麒堂だ。

「そうだな。私も大した力はないが、地元の人脈は広いからな。街の者が昔から世話になっている天てん弓きゆう院いんのお嬢さんが本腰を入れて頑張るというのなら、手を貸す者は多いはずだ。引退した会社経営者や教育関係者あたりで、理事を務めてくれそうな人なら多少の心当たりがある」

　加えて、有ゆう悟ごも賛意を示す。

　既に功成り名遂げ、経済的にも裕福な者であれば真さな愛えが望む条件にも適かなう。名誉と善意で面倒な役割を引き受けてくれるだろう。

「……くっ」

　嬉うれしそうに笑う麒き堂どうや有悟に比べ、三み隅すみたちは忌いま々いましげに眉を歪ゆがめるだけだ。

　彼らは『天弓院家』の内側だけの権力を振り回し、勢力争いを繰り広げているだけに過ぎなかった。

　真愛がより広いゲーム盤を視野に入れ、外から手駒をかき集めてくれば、その時点で勝負は決まったも同然だったのだ。

「……お、覚えていろよ」

「ええ。おじさまたちのなさって来た事、なさろうとした事は決して忘れません。相応の報いを差し上げますわ」

　捨すて台詞ぜりふを吐いて逃げ去って行く三隅たちの背中に、真愛は痛つう烈れつな追い打ちを浴びせた。

「皆様、ご協力ありがとうございました」

　みんなの方へ振り返り、真愛は丁寧に礼を述べる。

　以前の彼女と同じ穏やかな優しさと、内側に育った強きよう靱じんな意志とが見事に調和した表情だった。

「真愛、カッコよかったよ！」

「連中にタンカ切るところなんて、見み惚とれちゃったよ、あたし」

　早少女さおとめと鷹たか奈なが駆け寄り、手を取り合う。

「これで三隅たちもおしまいでしょうね。優位と安泰が崩れたら、三派の協力体制は長続きしない。最後の取り分を少しでも増やすために足の引っ張り合いが始まるわ。来くる栖すあたりは手のひらを返してこちらに着くかも知れないわね」

　志し束づかの辛しん辣らつで冷静な分析に、一かず大ひろも同意する。

　もともと尊大なだけで、大した精神力もない連中だ。生まれ変わった真愛に抵抗して欲を通すほどの根性もないだろう。

「今回、わたくしが悟った事があります」

　真愛が、自らの胸に右手を当てる。

「それを何に用いるかという目標もなしに金銭や名声を第一の欲とするのなら、それには際限がありません。どれほど手に入れても満たされる事なく、生涯で使い切れぬほどの富を手にしてなお、他人のためには一円を施すのも一銭を費やすのも惜しむ。そのような無限の業ごうに取とり憑つかれた者は恵まれた地位にあってもふさわしい見識や精神を手にするのは難しいでしょう」

　テーブルの上に残された、食べかけのオムライスに真さな愛えは視線を向ける。

　それは、三み隅すみたちの歪ゆがんだ我欲の象徴だった。

「ですが誰か一人と結ばれたい、その人を愛し、愛されたいという欲望には結末が存在します。その方から真の愛を得られれば、他の人間から愛される、より多くの人からさらに愛されるという事には意味がないのですから。その方の愛で満たされた幸福に基づき、自らの恵まれた立場や財産をより多くの人々の幸福のため、冷静に使う事ができるのではないでしょうか？」

「真愛さん……」

　まっすぐな眼まな差ざしを向けられ、一かず大ひろは思わず名前を呟つぶやく。

「わたくしは一大様を好きになったからこそ、本当に生涯を財団に捧ささげ、その理想を実現しようと覚悟する事ができたのです。そして、仕事を通じて自己を表現しようと過去の傷を乗り越えた早少女さおとめさん、己の肉体を鍛えて果てない強さを求める鷹たか奈なさん──あなたたちも、素晴らしい手本としてわたくしを導いてくれました」

　早少女は無言で微笑ほほえみ、鷹奈は溢あふれ出た感かん涙るいを指先で拭ぬぐう。

「でも真愛──」

　志し束づかが問いかける。

「あなた自身の決意は理解したわ。だけど、八や木ぎ本もと君の方はどう思っているの？　彼もまた人生を天てん弓きゆう院いんの事業に費やす事になるのよ。直系以外でも当主になれるよう改革しても、次の代でいきなりというのでは混乱や反発が大きくなるわ。彼の気持ちは、確認してる？」

　それは、一大も疑問に感じていた事だった。

　真愛があくまで一大と結ばれるのを望むのなら、それは一大が天弓院の家に入る事を意味するとは何度も言われていた。

　この期ごに及んで、こちらの気持ちを確かめもせずにこんな結論を下すなんて──。

「いいえ」

　しかし真愛は穏やかな微笑を浮かべながら、静かに首を横に振った。

「わたくしが今の志束おばさまをも超え、一人で財団を支える力を身につけ、新たに信頼できる理事会や実務チームをこの手で編成すれば、一大様は『天弓院真愛の夫』になったとしても『天てん弓きゆう院いんグループの中心人物』である必要はありません。職業選択を含め、望むままの人生を歩む事ができるでしょう？」

　一かず大ひろはもちろん、志し束づかも、早少女さおとめも鷹たか奈なも、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしかなかった。

　何という大言。

　何という大器。

　これまでずっと頑かたくなな器の内側で熟成されてきた、しかし使い道を見いだされていなかった膨大なエネルギーが、ほんの小さな亀裂をきっかけに噴出したかのような。

　あるいは深い地の底で長い時間熱と圧力に曝さらされ続け、その環境を当たり前だと思っていた鉱物が、地上に現れて研磨された事で最高の宝石に変わったかのような。

　羽化という言葉さえ陳腐だ。

　虚空に漂う物質が自らの質量で引き合い、凝縮され、融合し、恒星として輝き出したかのような圧倒的な相転移。

「一大様。これで、恋愛そのものではない雑事はすべて解決いたしました。わたくしも早少女さんや鷹奈さんと対等の、一人の女の子としてあなたに恋をする資格を得られたと思います」

「あ……ありがとう。が、頑張るよ。でも、もうちょっと考えさせてほしい」

「ええ、お待ちしておりますわ。時間は、それなりにあるのですから」

　ごくり。

　唾が喉を落ちていく音が、やけに大きく頭の中で響いた。

　光栄と感じるより、驚きとプレッシャーの方が勝っている。

　果たして自分は、この強さと崇高さに見合うだけの男なのだろうか。

「あの……」

　厨ちゆう房ぼうの奥から円まる美みが現れた。

「店長。この後、どうします？　まだ夕方ですけど、今日は一日貸し切りにしちゃってますし……」

「そーだね……？　じゃ、このまま関係者のパーティにしちゃいましょう。真さな愛えちゃんの勝利祝賀会って事で。円美ちゃん、適当にいろいろ作っちゃって」

「……はい」

「お待ちください！」

　キッチンに戻ろうとする円美に、真愛が走り寄る。

「改めて、初めまして。これまでご挨拶もできずに申し訳ありませんでした。急に仕事をやめてしまい、あなたにもご迷惑をおかけしたかと存じます」

「いえ。あたしこそ、あなたの事よく知らないで……勝手な事言ったりしちゃったし……。ごめんなさい」

「わたくしはこれから財団代表としての勉強に時間を費やさねばならないため、この店に戻る余よ裕ゆうはないと思います。ですが、働く者としてのわたくしの原点は紛まぎれもなくこの『スウィート・ドロップ』です。これからも他の方と力を合わせ、朋とも店長を支え、店をもり立てるようお願いいたします」

「……うん。さっきの話、キッチンでも聞こえてた。頑張って。あなたは、働く人の気持ちが分かる人だって、思うから……」

　うつむき気味に答えると、円まる美みはそそくさと引っ込んでいった。

「成人組はアルコールもあるよ～」

　いつの間まにか、朋は厨ちゆう房ぼうからビールやカクテルの缶を持ち出していた。

「朋店長、何ですか、それ？　ここはお酒なしでしょ？」

「貸し切りだし大人が多いから、万一に備えて用意してたんだよー。まあ、半分はあたしが個人的に楽しみたいって事もあったんだけど」

　朋は志し束づかの隣に腰掛け、有無を言わせずビールの缶を押しつけた。

「志束ちゃん、飲も飲も！」

「い、いきなり『ちゃん』付け？」

「んでもって恋バナとかしようよ。お互い働くオンナとして、なかなか出会いがなくて大変だよねー」

「えっ？　ええ……まあ……」

　朋のノリに、志束は戸と惑まどい気味で、それでも勧められるままビールを缶のまま味わう。

「志束ちゃんって見るからにバリバリ仕事しちゃうタイプだから、男の人を気後れさせちゃうんだよー。もうちょっとスキって言うか、かわいいところも見せないと」

「仕方ないでしょ。立場が立場なんだから、ナメられる訳にはいかないもの」

「だけど真さな愛えちゃんが立派に成長してるんだし、志束ちゃんだってこれからは少し余裕できるんじゃないの？」

「大おお船ふねさんはいいわよねぇ……。見るからにかわいらしくて、男の人から見れば『守りたい』って感じで……」

「そんな他人行儀の呼び方しないでよ。せっかくだから朋ちゃんって呼んで。志束ちゃんだって『いかにもカッコいいデキる女』なんだから、その持ち味を活いかさないと勿もつ体たいないわよ」

「具体的にどうすればいいの？　わたしなんて、見るからにかわいげないし……」

「そーいう女が、自分の前だけで弱いところ見せたり、甘えたりすると男はコロっと行っちゃうの。真さな愛えちゃんがレベルアップして財団トップに立ってバリバリ頑張るっていうんだから、志し束づかちゃんも少しは余よ裕ゆうできるでしょ？」

「そうね……。でも、まだしばらくはわたしが実務面を支えないと。婚活とかは、それからね」

「そうそう。あたしたちだってまだまだ若いんだから、女子高生どもに負けないくらい素敵な恋をいっぱいしよーよっ！」

　飲むピッチが速いのか緊張が解けたせいか、このコンビが酔うスピードは急だ。しかもどうやら志束の方が愚ぐ痴ちり酒らしい。

「若いというのは、いいものですね」

「うむ」

　有ゆう悟ごと麒き堂どうも、ビールの缶を打ち合わせた。

「……本格的なのは、時間かかるから……まずはこれをおつまみにしてて……」

　円まる美みはいくつかの大皿にチーズのスライスやスナック類を盛り合わせ、ソフトドリンクと一緒に運んでくる。

「えっと……オレは、これでお暇いとまします」

「あら、一かず大ひろ様。一緒にお祝いはしてくださいませんの？」

「そうだよ、カズ。この場はあたしたちも先陣争いとかしないからさ」

　真愛と鷹たか奈なが名残惜しそうに呼び止める。

「いや。さっき真愛さんに言われた事もあるし、オレもこれからの事をじっくり考えたいからさ。店長とかは心配だけど……」

「……大丈夫です。わたし、飲まずに見てますから……」

「私もいるしな。ちゃんと家まで運んでいくよ」

　円美と有悟が請け負う。

「じゃあ、一大はゆっくり休んでね。おやすみ」

「ああ。またな」

　早少女さおとめに見送られながら、一大は『スウィート・ドロップ』を後にした。





エピローグ







　家路をたどる一かず大ひろの頰ほおを、夕刻の涼風が撫なでていく。

『スウィート・ドロップ』で真さな愛えが三み隅すみたちをやり込めた時の心地よい熱が、静かに治まっていく。

　何にせよ、これで真愛の目の前に道は開けた。

　後は、彼女自身の足でその大道を邁まい進しんするだけ。

　残された問題は誰を選ぶかというその一点。

　だけど、それこそが一大にとっては最大の難事だ。

　三人とも魅力的だし、大切な人だ。みんなが幸せになってほしい。

　しかし一人を選ぶという事は、一大自身の責任で他の二人を確実に傷つけるという事に他ならない。

「だからってこのまま宙ぶらりんで、誰にも決めないって訳にはいかないんだよなぁ……」

　悩みが思わず口をつく。

　鷹たか奈なは桃もも乃のを振った。

　早少女さおとめはステージ上ですべてを打ち明けた。

　真愛は身内の膿うみを出し、財団当主としての勉強を本格的に始めると決めた。

　誰もが重大な決断をして行動に移しているのに、一大だけがずっと現状維持だ。

　もっとも、周囲からニセ彼氏三件同時という状況をキープするように仕向けられていたのだから、仕方ない側面もあるのだが。

　女の子三人がパーティに参加している今なら、誰にも邪魔されずに一人でじっくり今後の問題を考える事ができるはずだ。

「あれ？」

　近づくと、我が家の前に人影が立っていた。

　明るい色合いのミニワンピースで、夕風に長い髪をなびかせている。

　ニセ彼女たちは誰もこの場にいるはずがないのに。

　一瞬頭を過よぎる、不吉な記憶。

　困難を何とか乗り切って帰宅すると、家の前や家の中に女の子が待ち構えている。

　これは何度か繰り返された、トラブル発生の重大フラグだ。

　近づくのをためらい、思わず足が止まる。

　そのスキに、向こうの方が一大に気付いてしまった。

「あっ！　おかえりなさいっ！」

　振り返った少女が駆け寄ってくる。

　戸と惑まどっていると、両手がぎゅっと握られた。

「待ってて、待機して、首を長くしてましたっ！」

　何のために今、ここに現れたのか。

　早少女さおとめの妹──鈴りん音ねだった。








（つづく）














あとがき







　みなさん、お待たせしました。『しゅらばら！』九巻です！




　イラストのプリンプリンさん、担当Ｋさんと力を合わせて作り上げてきた本作ですが、今回からもう一人の編集者Ｎさんもパーティメンバーに加わりました。

　また渡わたり真まさ仁ひとさんによるコミック版の二巻も、この本にちょっと先駆けて発売になっています！

　原作では仕込んでおいたけれど活用するチャンスがなかった設定を巧みに拾い上げてくれたりと、独自のアレンジが光る絶妙のコミカライズです。是非ご一読を。




　さて完結も間近ですので、これまで避けてきた裏話的なものを少々紹介する事にいたしましょう。

　実は本作、タイトルの決定はかなり難航しました。

　担当Ｋさんと僕とで意見が割れ、結局土壇場で『しゅらばら！』になった訳で、最初は「修羅場」という要素を押すつもりはあんまりありませんでした。

　ですからシリーズ中盤以降は、実は当初の構想というよりもタイトルに引っ張られる形で流れが決まっていったとも言えます（もちろん他のいろんな要素も影響しました。念のため）。

　じゃあ当初考えていた題名は何かというと……『ニセコイ』だったんです！

　確かに内容をよりストレートに表現していますが、今から見るとあのマンガとまるっきり同じ四文字！

　この時点では担当さんも僕も読み切り版の存在を知らなかったので、後に連載が始まったのを見てひっくり返りそうになりましたよ。




　もう一つ。

　お気づきの方もいると思いますが、本作のキャラ名は星座に由来しています。

　シバリというより、ネーミングに困らないようにするため、ヒントというか枠組みを作っておいた訳です。

　ただし本格的になったのは二巻以降なので、一巻から登場しているキャラには「固有の星座」がない人もいます。ミキ＆タケシとか、志し束づかおばさんあたりですね。

　で、例外は天てん弓きゆう院いんのボディガードの皆さんで、こっちは言うまでもなくシュワルツェネッガー出演の映画のタイトルから取っています。

　ただし『ＳＦ超人ヘラクレス』に由来する縁暮さんだけは結果的にヘルクレス座に一致してしまったというオチがついちゃったのですが。




　さて、みなさんの応援のおかげで続いてきた本作も、残すところはあと一冊です！

　新シリーズの準備もちゃくちゃくと進めてはいますが、まずはラスト一冊に全力投球の覚悟。

　楽しみにお待ちください！





二〇一三年　秋　　　岸きし杯はい也や
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